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　「6OJUFE JO EJWFSTJUZ」（多༷性の中の౷合）
　これは、Ԥभ࿈合（&VSoQFBO 6OJoO）のモットーですが、
本学大学院社会文化科学教育部にも௨じます。本教育部は、
文学部系、๏学部系、教育学部系および教授システム学系と
いう文系を中心にཧ系にまで広がりのある多༷な学分野
からߏ成される総合的な大学院であり、多༷な国家が౷合を
めざす&6とྨࣅしているからです。本教育部のこれらの
多༷性が౷合して発شされたとき、本大学院のڧみが࠷大化
することと思います。
、在国がఏএしている4oDJFUZ ��0は、AIとIoTによりݱ　
৽たな価を生み出し、ै དྷ社会の๊えるॾ課をࠀし、
望の持てる、世をえて互いにଚॏし合あえる、一人ر
一人がշదで活躍できる社会であるとされており、その実ݱ
において、ཧ系の人材のみならず、高度な人文・社会科学系
の知ࣝを身に付けた人材すなわち文系大学院生のॏཁ性が
増していることがࢦఠされています（2019年中ԝ教育৹ٞ会
大学分科会「20�0年を見ਾえた大学院教育のあるき࢟」）。
　こうした社会的ཁのもと、本大学院教育部はҎԼの改革
を持ଓ的に実施しています。
・201�年度、教員組৫として大学院人文社会科学研究部ઃஔ、
・2019年度、教育組৫を大学院社会文化科学教育部に改組、
・2019年度、๏学、ࡦ、ฆ૪ղܾの学領域を౷合する
「๏・ฆ૪ղܾ学専攻」開ઃ、

・2020年度、アジアϢーラシア・グローόルリーμー養成
のためのྟচ人文学教育プログラム（ӽ大学院プログ
ラム）開࢝、

・2021年度、熊本大学・Ϛανューηッπभཱ大学Ϙストン
・࿈携専攻（ジョイント・ディグリーࡍฆ૪ղܾ学国ߍ
プログラム）開ઃ、

・202�年度、前期課程文化学専攻「ݱ文化資ݯ学コース」
をઃஔ༧定。

　これらの৽たな大学院教育をより多くのօさんが҆心し
て受ߨできるよう、ೖりޱのとしてのਪનೖࢼ制度ಋೖ、
受ߨのとしての長期履修制度実施、そのଞ特に社会人の
リΧϨント教育を受ߨしやすくするためのをさらにਐめ
るく取り組んでいます。
 在、l-FBWJOH Oo oOF CFIJOEzཧ೦のもと4VTUBJOBCMFݱ　
DFWFMoQNFOU (oBMT（4D(T）がਪਐされています。学研究
にैࣄする人には、これら4D(Tと4oDJFUZ ��0の実ݱにݙߩ
する特ผながあるといえます。「学のҙٛは、人ྨの
知的認ࣝ領域の֦大」（文部科学省)1）であり、օさんが本
大学院のڧみをڗ受し学研究にਫ਼ਐすることを௨じて、
自ݾ実ݱのみならず人ྨのਐาにݙߩしていくことをڧく
期します。

熊本大学大学院  社会文化科学教育部  教育部長 林 一郎

熊本大学ɾϚανϡーセοπभཱ大学Ϙスτン校
ฆ૪ղܾ学ࡍࠃ࿈ܞઐ߈



ཧ೦ɾత

教育部長ϝοセーδ

ಛ　ू

本大学院のಛ

修ྃまͰのྲྀΕ

αϙーτମ制

ਐ࿏ɾब৬

1

2

8

10

12

14

入ࢼใ／ืू人һ

授業料／ FAQ／施設紹介／アクセス

47

48

๏ɾฆ૪ղܾ学ઐ߈

߈社会人ؒ学ઐݱ

文化学ઐ߈

教һҰཡ

16

20

22

25

30

ത࢜લ期՝ఔ

人ؒɾ社会科学ઐ߈

文化学ઐ߈

教授γスςϜ学ઐ߈

34

40

44

തޙ࢜期՝ఔ

CONTENTS

ࣾձจԽՊ学ڭҭ෦で、ݱࣾձʹ͓͍

ͯ、ਓจࣾձՊ学ٴͼڭतγスςム学等ͷ

ࣝと͜ΕらΛج൫と࣮ͨ͠ફΛۦ

͠、地Ҭ行・ۀاͷଟ༷ͳ場でத֩త

ਓࡐとͯ͠׆༂͢Δ高ઐ৬ۀਓΛཆ

成͢Δとともʹ、学ྖࡍҬΛؚΉॾ学ͷݚ

、Ҿ͠ݗとͯ͠、本ͷ学ज़Λڌҭڭڀ

ੈքͷͷൃలʹ͢ݙߩΔڀݚΛਪਐ͠、

ͦΕΛ୲͏ऀڀݚΛཆ成͢Δ͜とΛత

と͠ま͢ɻ

　「6OJUFE JO EJWFSTJUZ」（多༷性の中の౷合）
　これは、Ԥभ࿈合（&VSoQFBO 6OJoO）のモットーですが、
本学大学院社会文化科学教育部にも௨じます。本教育部は、
文学部系、๏学部系、教育学部系および教授システム学系と
いう文系を中心にཧ系にまで広がりのある多༷な学分野
からߏ成される総合的な大学院であり、多༷な国家が౷合を
めざす&6とྨࣅしているからです。本教育部のこれらの
多༷性が౷合して発شされたとき、本大学院のڧみが࠷大化
することと思います。
、在国がఏএしている4oDJFUZ ��0は、AIとIoTによりݱ　
৽たな価を生み出し、ै དྷ社会の๊えるॾ課をࠀし、
望の持てる、世をえて互いにଚॏし合あえる、一人ر
一人がշదで活躍できる社会であるとされており、その実ݱ
において、ཧ系の人材のみならず、高度な人文・社会科学系
の知ࣝを身に付けた人材すなわち文系大学院生のॏཁ性が
増していることがࢦఠされています（2019年中ԝ教育৹ٞ会
大学分科会「20�0年を見ਾえた大学院教育のあるき࢟」）。
　こうした社会的ཁのもと、本大学院教育部はҎԼの改革
を持ଓ的に実施しています。
・201�年度、教員組৫として大学院人文社会科学研究部ઃஔ、
・2019年度、教育組৫を大学院社会文化科学教育部に改組、
・2019年度、๏学、ࡦ、ฆ૪ղܾの学領域を౷合する
「๏・ฆ૪ղܾ学専攻」開ઃ、

・2020年度、アジアϢーラシア・グローόルリーμー養成
のためのྟচ人文学教育プログラム（ӽ大学院プログ
ラム）開࢝、

・2021年度、熊本大学・Ϛανューηッπभཱ大学Ϙストン
・࿈携専攻（ジョイント・ディグリーࡍฆ૪ղܾ学国ߍ
プログラム）開ઃ、

・202�年度、前期課程文化学専攻「ݱ文化資ݯ学コース」
をઃஔ༧定。

　これらの৽たな大学院教育をより多くのօさんが҆心し
て受ߨできるよう、ೖりޱのとしてのਪનೖࢼ制度ಋೖ、
受ߨのとしての長期履修制度実施、そのଞ特に社会人の
リΧϨント教育を受ߨしやすくするためのをさらにਐめ
るく取り組んでいます。
 在、l-FBWJOH Oo oOF CFIJOEzཧ೦のもと4VTUBJOBCMFݱ　
DFWFMoQNFOU (oBMT（4D(T）がਪਐされています。学研究
にैࣄする人には、これら4D(Tと4oDJFUZ ��0の実ݱにݙߩ
する特ผながあるといえます。「学のҙٛは、人ྨの
知的認ࣝ領域の֦大」（文部科学省)1）であり、օさんが本
大学院のڧみをڗ受し学研究にਫ਼ਐすることを௨じて、
自ݾ実ݱのみならず人ྨのਐาにݙߩしていくことをڧく
期します。

熊本大学大学院  社会文化科学教育部  教育部長 林 一郎

熊本大学ɾϚανϡーセοπभཱ大学Ϙスτン校
ฆ૪ղܾ学ࡍࠃ࿈ܞઐ߈

1



　2020年4月からઍ༿大学・Ԭࢁ大学・長࡚大学・૯合研究大学Ӄ大学と࿈ܞしてʮΞδΞϢーϥγΞ・άϩーόϧϦーμー

ཆのための臨চ人文学教育ϓϩάϥϜʯをઃஔしました。

　これは、ࠃ内֎の大学・研究機 ・ؔຽ間ا業と࿈ܞしɼޠݴ・文化・ຽ・फ教がॏతにࠞ在する課ઌਐҬのΞδΞϢー

ϥγΞੈքを、文ݙௐࠪϑΟーϧυϫーΫなどのඍࢹత؍のٕ法とσーλαΠΤϯスにもとͮくࢹڊత؍のٕ法を通

して૯合తにѲすることのできる人ࡐをཆするものです。

　5年一؏教育で博士の学位取得をめ͟し、研究者だけでなく、τοϓϚωーδϝϯτ人ࡐをཆします。

5年Ұ؏教育Ͱത࢜の学ҐऔಘΛΊ͟す ӽ大学院ϓϩάϥϜ

から入学後に希望者を募集し、໘試験߈の2専߈と文化学専߈本大学のϓϩάϥϜ定һは2名で、現社会人間学専۽　

によͬて選ߟします。۽本大学でϓϩάϥϜを୲当する教һは、次のとおりです。

ҏ౻ਖ਼ڭत（த࢙ࠃ）　　　　Ҵ༿ܧཅڭत（本࢙）　　　　　小ാڭݾ߂त（ݹߟ学）

त（ຽଏ学）ڭ࡞त（ൺֱจ学）　　　　山下༟ڭत（本จ学）　　　ᴳ　Ғڭণथݩࡔ

文化学ઐ߈

鹿ౢ　༸ڭत（地ཧ学）　　　　γンジルτڭत（จԽਓྨ学）　　寺本　বڭत（৺ཧ学）　

ްڭ࢙त（地Ҭࣾձ学）　　ถ島ສ༗子।ڭत（地ཧ学）　　　ۄࣇ　ڭत（ޠݴ学）

߈社会ਓؒ学ઐݱ

ઐ༻スϖース　શ学教育棟 F棟 �֊
ʮӽ大学院ϓϩάϥϜ室ʯ

2020年3月16日
;PPNを׆用して࿈5ܞ大学で
ΩοΫΦϑϛーςΟϯάを։࠵しました。

ʲΞδΞϢʔϥγΞڀݚʳ
　このߨ ・ٛ演習科にはɼ౦ΞδΞ・౦ೆΞδΞ・ΞδΞ・தԝϢーϥγΞ・ϩγΞなどをରとしたྺ࢙・

文化・फ教・社会、さらには現実経験者による現のಈをඍࢹతに୳究するҬ研究科܈と、άϩーό

ϧؔ学・ൺֱ文化などҬ相ޓのؔੑとൺֱの؍点から၆ᛌするҬ研究科܈とがあります。

　さらに、こうした知ࣝج൫の習得を前ఏとして、研究ରҬにおけるϑΟーϧυϦαーν科も必ਢとし

ています。

ʲ%JHJUBM )VNBOJUJFT ���ʳ
　このߨ ・ٛ演習科はɼࡾつのٕ法を学びます。（1）社会ௐࠪ౷ܭੳではɼ౷ܭ学త知ݟと౷ܭੳιϑτ

の用法を習得します。（2）ςΩスτϚΠχϯάでは、入తιϑτ（,) $PEFS）を利用した日本ޠ・ӳޠςΩ

スτのੳから࢝め、3ޠݴ等の利用によͬてରとするಛ定Ҭにおける社会文化ಈଶをޠݴੳからՄࢹ

化することを指します。（3）ཧใγスςϜ（(*4）では、ΞδΞϢーϥγΞҬをରとするӴ؍ଌσー

λを3ޠݴ等によͬてॲཧするٕ法を習得することを指します。

ΧリΩϡϥムͷப、ΞジΞϢーϥγΞڀݚと%JHJUBM�)VNBOJUJFT�2.0 ͷೋͭで͢ɻ

ʲϓϩάϥϜࢦಋڭһʳ
　ϓϩάϥϜの大学Ӄ生は、࿈ܞ大学のϓϩάϥϜ୲当教һのなかからϓϩάϥϜ指ಋ教һを選択・ґཔしɼ

博士前期課程1年修ྃ時のλーϜϖーύーと修士文にコϝϯτしてもらいます。

ʲ߹ಉίϩΩΞϜʳ
　ຖ年度、࿈ܞ大学合同で։࠵する合॓研修では、ϓϩάϥϜの大学Ӄ生શһが参Ճし、所属大学のをӽ͑

てަྲྀするとともに᛭ୖຏします。

ʲௐࠪඅͷࢧԉʳ
　ϓϩάϥϜの大学Ӄ生には、ຖ年度、ࠃ内֎で実ࢪする研究ௐࠪ学会ใࠂ等に必要なඅ用が支援されます。

　また、ϓϩάϥϜの大学Ӄ生はϦαーνΞγスλϯτをめることができます。

ͦͷ΄か、ϓϩάϥムʹ࣍ͷΑ͏ͳಛతͳࢼΈ͕͋Γま͢ɻ
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ʲ߹ಉίϩΩΞϜʳ
　ຖ年度、࿈ܞ大学合同で։࠵する合॓研修では、ϓϩάϥϜの大学Ӄ生શһが参Ճし、所属大学のをӽ͑

てަྲྀするとともに᛭ୖຏします。

ʲௐࠪඅͷࢧԉʳ
　ϓϩάϥϜの大学Ӄ生には、ຖ年度、ࠃ内֎で実ࢪする研究ௐࠪ学会ใࠂ等に必要なඅ用が支援されます。

　また、ϓϩάϥϜの大学Ӄ生はϦαーνΞγスλϯτをめることができます。

ͦͷ΄か、ϓϩάϥムʹ࣍ͷΑ͏ͳಛతͳࢼΈ͕͋Γま͢ɻ
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։設༧ఆ科

科ૅج
本๏ૅج、ެ๏ૅج、ຽࣄ๏ࣄܐ、ૅج๏ૅج、
ࣾձ๏ڞެ、ૅجࡦ学ૅج、経ࡁ学ૅج

৽しくなͬͨʻത࢜前ظ՝ఔ๏ɾฆ૪ղܾ学ઐ߈ʼ

֓　ཁ

Q�� どΜなΧϦキϡϥϜͰすか？

Q3� 入ࢼはઐ߈ڞ௨Ͱすか？
入学試験は、専߈内共通ではなく、コース͝とに、また受験生のόοΫάϥϯυ（一ൠ、社会人、ླཱྀ 学生等）入試選択科
に合わせて、課されます。詳しくは、教୲当にお問い合わせください。また、受験前に、希望されるコースあるいは指ಋ教
һに事前に͝相ஊされることをおすすめします。

　入試ใϗーϜϖーδɿ　IUUQT���XXX.LVNBNPUP�V.BD.KQ�OZVVTIJ�EBJHBLVJOOZVTIJ

๏ɾฆ૪ղܾ学研究コース༻クϥスタ
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ܾ
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߈
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ຊ
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ϯ
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ỽ
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๏ɾ
ฆ૪ղܾ学
研究コース

๏ɾ
ࡦڞެ
࣮ફコース

ަব
ฆ૪ղܾ
࣮ફコース

ઐ߈ コース 教育ϓϩάϥϜ ਐ࿏

തޙ࢜期
՝ఔ

ிެ
（院ଔऀݧࢼ）

ަ֎
業のব֎୲などا

業など࢜
औಘ֨ࢿ

ฆ૪
ϑΝγϦςーターɺ
ফඅऀ૬ஊһなど

๏ɾฆ૪
ղܾ学研究
コース༻
クϥスタ

ൃల科

๏ɾ
ફ࣮ࡦڞެ
コース༻
クϥスタ

ަব
ฆ૪ղܾ࣮ફ
コース༻
クϥスタ

๏ɾެڞ࣮ࡦફコース༻クϥスタ

【行政・法律職公務員】
憲法演習
行政法演習
行政学演習
公共紛争解決論
地方財政論

【法学研究】
憲法演習
民法演習
刑法演習
法哲学演習
西洋法
制史演習
法社会学演習

【政治学研究】
公共哲学
行政学演習

日本政治外交史論
現代政治行政論
国際関係論演習

【経済学研究】
環境政策論
経済政策論
地域政策論
公共経済論
地方財政論

【紛争解決学研究】
公共紛争解決論
消費者紛争解決論
雇用紛争解決論
商事紛争解決論
民事紛争解決論

【財政問題】
租税法演習
現代政治行政論
行政法演習
地方財政論
公共紛争解決論

【外務公務員】
日本政治外交史論
国際法演習
国際関係論演習
国際経済学演習

グローバル環境政策論

【グローバル企業】
知的財産法演習
国際取引法演習
商事紛争解決論
アジア法

比較民事手続法

【グローバル問題】
グローバル環境政策論

国際法演習
経済政策論
憲法演習

国際関係論演習

【人間科学系専門職公務員】
憲法演習

少子高齢社会と法
高齢者財産管理と法
年金問題と法

刑事法実務（模擬裁判）
社会保障法務

【紛争変容ファシリテーション】
紛争変容の理論と技法
ダイアローグ実践論
ダイアローグ実践演習
ファシリテーション演習
ケース分析・フィールド演習

【紛争変容ファシリテーションアドバンスト】
交渉の理論と技法
平和構築の理論と技法
紛争解決と心理学

メディエーションの理論と技法
紛争解決と医療倫理

【まちづくり】
公共哲学
行政学演習
地域政策論
都市交通政策論
地域社会政策論

公共政策マネジメント

【環境問題】
公共哲学
環境政策論
経済法演習
公共紛争解決論
行政法演習

【争訟法務】
民事訴訟法演習
刑事訴訟法演習
商法演習

刑事法実務（模擬裁判）
民事法実務

【公共法務】
医療法務

公共紛争解決論
社会保障法務
災害と法
行政法演習
民事紛争解決論

【税理法務】
租税法演習
民法演習
経済法演習
労働法演習
年金問題と法

【中小企業法務】
中小会社法
雇用紛争解決論
商事紛争解決論
労働法演習
民事紛争解決論

ަবฆ૪ղܾ࣮ફコース༻クϥスタ

Q2� どのΑ͏なコース͕ありますか？
専߈内には、下記の３コースをઃஔして、ਐ࿏にԠじたコース選択をՄにし、さらに各コース内にきめࡉかなΫϥスλを
ஔして、۩ମతに希望する職業専にԠじて࠷もదで、ա不ແくόϥϯスのྑい科選択を行͑るようྀし
ています。

๏ɾฆ૪ղܾ学研究コース

෯いࢹとスΩϧを݉Ͷඋ͑、ࠃ際తに通用する法学、公共政策学、ฆ૪ղܾ学の研究者としてのૅجత研究ྗを有す
る人ࡐを育します。

๏ɾެڞ࣮ࡦફコース

Ո試験等を指す学生及び同業種で学びしを希望する社会人、άϩーόϧ問ࠃ公һ、֎公һ、士業ڃՈ、方の上ࠃ
、ࡒ政問、Ҭͮくり、ڥ問等にؔ৺をͪ࣋、ؔ ମへの就職を指す学生、同業種で学びしを希望する社会人ஂ
をରとしています。
法、公共政策にؔするཧ法ղऍྗ、政策ੳྗ、政策ܗのための知ࣝとٕज़、اը・ӡ営ྗͪ࣋、それらを実践にԠ
用して、現社会に生ىするෳࡶଟ༷化した法త公共政策తॾ問のཧతղܾを図ることができる人ࡐをཆします。

ަবฆ૪ղܾ࣮ફコース

公һ、専職ࠃՈ試験、ا業就職を指し、ಛにର等によるฆ૪ղܾ合ҙܗ、ڠಇのྗをもͬたスϖγϟϦスτ
（ϑΝγϦςーλーあるいはϝσΟΤーλー）を指す学生、及び上記のྗについての৽しい学びを希望する社会人をର
としています。৫Ҭ社会において、ର ઃతにղܾし、変༰ݐ、機ととら͑ܖฆ૪をよりྑいঢ়ଶへの変༰の・౻ཱ・
を支援するฆ૪ղܾのϦーμーをཆします。

Q�� どΜな人ࡐΛٻΊていますか？
社会の༷ʑな課にରしてؔ৺をͪ࣋、実践໘、ཧ໘にわたる知ࣝの֫得、ௐࠪੳྗの習得等を通じて、自ら課ղܾ
のために実践తに取りもうとする人あるいは研究をਐめようとする人をٻめます。

などのઐ৬ɺެ࢜࿑ݥɾ社会อ࢜ɾ੫ཧ࢜๏書࢘��� ɺࣗࠃ）ࣄにؔΘΔࡦɺࣄのతなؔڞ ମɺຽ࣏ؒ
業ɺ֤ا छஂମɺ/10ɺγンクタンクɺٞ 会）ɺا業ɾ医ྍػ ɾؔ教育ݱの৫Ͱฆ૪ղܾྗΛ׆かしͨ
ߴしていてઐతࣝཧతな՝ղܾྗΛࣄ在ͦΕらにैݱにबく͜とΛΊ͟す人ɺあΔいはɺࣄ
Ίͨい人

ΊのྗΛにつ͚ͨい人ͨ͏ߦΛؚΊて研究Λࢹతࡍࠃの社会త՝にରしてݱ��2

3��৫Ҭ社会などͰߴまΔฆ૪ղ （ܾղܾ）ɾ߹ҙܗɾڠಇのχーζにରԠし͏Δަবฆ૪ղ ɾܾର
ਪਐྗϚωδϝンτྗΛにつ͚ɺ࣮ ફͰ͖ΔϦーμーΛΊ͟す人

���๏学ɺެ 学ɺަࡦڞ বฆ૪ղܾ学ྖҬの研究৬ΛΊ͟す人

専߈についての෯くਂいཧղをଅすために、学部で専科として学んでいなかͬた人、ླཱྀ 学
生けに、法学、公共政策学、経ࡁ学についてૅج科を選択科として։ઃします。

ᶃ�ॳ学ऀ͕履修すΔ
　�ʮૅج科ʯ

研究ର、ক来のਐ࿏にԠじてମܥతにޮతに科を履修できるように、Ϋϥスλ制をಋ入します。
ൃల科をΫϥスλとしてまとめ、入学当ॳから、自が選択するΧϦΩϡϥϜについてશମ૾をཧ
ղした上で、ա不ແくޮよく科を履修できます。

ᶅ�ਐ࿏にԠͨ͡
　�ʮクϥスタ制ʯ

各における実経験を通して大学Ӄにおける学修Ռを֬認します。ᶆΤクスターンγοϓ

法学、公共政策学、ަ বฆ૪ղܾ学の࠷もج本తな科を専߈共通の選択科として։ઃ。ै来以上
に෯い科選択がՄになります。専߈શମを౷ׅするװج科としてʮฆ૪ղܾ学ʯをஔき、法学、
公共政策学、ަ বฆ૪ղܾ学のいずれのにも共通してద用Մなࢹ点をఏࣔします。

ᶄ�3コースΛԣஅすΔ
　�ʮج本科ʯ

本科ج
ฆ૪ղܾ学、๏学、༸๏੍࢙、๏ࣾձ学、֎ࠃ๏、ݑ๏、行๏、
ે੫๏、ຽ๏（ࡒ産๏）、ຽ๏（Ո๏）、๏、ຽࣄૌু๏、
、๏ࡁ࿑ಇ๏、ࣾձอো๏、経、ࡦࣄܐ、ૌু๏ࣄܐ、๏ܐ
తࡒ産๏、ࡍࠃ๏、ࢲࡍࠃ๏、࣏学、ࢥ࣏࢙、行学、
֎交ؔࡍࠃ、࢙、地Ҭڞެ、ࡦ経ࡁ学、環ڥ経ࡁ学、
、学、ྟচྙཧ、ࣾձ学ํ๏、地Ҭࣾձࡁ経ࡍࠃ、学ࡒ
ҩ ・ྍ福ࣾࢱձ

ൃల科
֤ίースʹΫϥスタຖʹΫϥスタՊΛઃఆ͍ͯ͠ま͢ɻ
ଞͷΫϥスタͷՊもࣗ由બՊとͯ͠ཤमできま͢ɻ
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։設༧ఆ科

科ૅج
本๏ૅج、ެ๏ૅج、ຽࣄ๏ࣄܐ、ૅج๏ૅج、
ࣾձ๏ڞެ、ૅجࡦ学ૅج、経ࡁ学ૅج

৽しくなͬͨʻത࢜前ظ՝ఔ๏ɾฆ૪ղܾ学ઐ߈ʼ

֓　ཁ

Q�� どΜなΧϦキϡϥϜͰすか？

Q3� 入ࢼはઐ߈ڞ௨Ͱすか？
入学試験は、専߈内共通ではなく、コース͝とに、また受験生のόοΫάϥϯυ（一ൠ、社会人、ླཱྀ 学生等）入試選択科
に合わせて、課されます。詳しくは、教୲当にお問い合わせください。また、受験前に、希望されるコースあるいは指ಋ教
һに事前に͝相ஊされることをおすすめします。

　入試ใϗーϜϖーδɿ　IUUQT���XXX.LVNBNPUP�V.BD.KQ�OZVVTIJ�EBJHBLVJOOZVTIJ

๏ɾฆ૪ղܾ学研究コース༻クϥスタ
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๏ɾ
ฆ૪ղܾ学
研究コース

๏ɾ
ࡦڞެ
࣮ફコース

ަব
ฆ૪ղܾ
࣮ફコース

ઐ߈ コース 教育ϓϩάϥϜ ਐ࿏

തޙ࢜期
՝ఔ

ிެ
（院ଔऀݧࢼ）

ަ֎
業のব֎୲などا

業など࢜
औಘ֨ࢿ

ฆ૪
ϑΝγϦςーターɺ
ফඅऀ૬ஊһなど

๏ɾฆ૪
ղܾ学研究
コース༻
クϥスタ

ൃల科

๏ɾ
ફ࣮ࡦڞެ
コース༻
クϥスタ

ަব
ฆ૪ղܾ࣮ફ
コース༻
クϥスタ

๏ɾެڞ࣮ࡦફコース༻クϥスタ

【行政・法律職公務員】
憲法演習
行政法演習
行政学演習

公共紛争解決論
地方財政論

【法学研究】
憲法演習
民法演習
刑法演習
法哲学演習
西洋法
制史演習

法社会学演習

【政治学研究】
公共哲学
行政学演習

日本政治外交史論
現代政治行政論
国際関係論演習

【経済学研究】
環境政策論
経済政策論
地域政策論
公共経済論
地方財政論

【紛争解決学研究】
公共紛争解決論
消費者紛争解決論
雇用紛争解決論
商事紛争解決論
民事紛争解決論

【財政問題】
租税法演習
現代政治行政論
行政法演習
地方財政論
公共紛争解決論

【外務公務員】
日本政治外交史論
国際法演習
国際関係論演習
国際経済学演習

グローバル環境政策論

【グローバル企業】
知的財産法演習
国際取引法演習
商事紛争解決論
アジア法

比較民事手続法

【グローバル問題】
グローバル環境政策論

国際法演習
経済政策論
憲法演習

国際関係論演習

【人間科学系専門職公務員】
憲法演習

少子高齢社会と法
高齢者財産管理と法
年金問題と法

刑事法実務（模擬裁判）
社会保障法務

【紛争変容ファシリテーション】
紛争変容の理論と技法
ダイアローグ実践論
ダイアローグ実践演習
ファシリテーション演習
ケース分析・フィールド演習

【紛争変容ファシリテーションアドバンスト】
交渉の理論と技法

平和構築の理論と技法
紛争解決と心理学

メディエーションの理論と技法
紛争解決と医療倫理

【まちづくり】
公共哲学
行政学演習
地域政策論
都市交通政策論
地域社会政策論

公共政策マネジメント

【環境問題】
公共哲学
環境政策論
経済法演習
公共紛争解決論
行政法演習

【争訟法務】
民事訴訟法演習
刑事訴訟法演習
商法演習

刑事法実務（模擬裁判）
民事法実務

【公共法務】
医療法務

公共紛争解決論
社会保障法務
災害と法
行政法演習

民事紛争解決論

【税理法務】
租税法演習
民法演習
経済法演習
労働法演習
年金問題と法

【中小企業法務】
中小会社法

雇用紛争解決論
商事紛争解決論
労働法演習

民事紛争解決論

ަবฆ૪ղܾ࣮ફコース༻クϥスタ

Q2� どのΑ͏なコース͕ありますか？
専߈内には、下記の３コースをઃஔして、ਐ࿏にԠじたコース選択をՄにし、さらに各コース内にきめࡉかなΫϥスλを
ஔして、۩ମతに希望する職業専にԠじて࠷もదで、ա不ແくόϥϯスのྑい科選択を行͑るようྀし
ています。

๏ɾฆ૪ղܾ学研究コース

෯いࢹとスΩϧを݉Ͷඋ͑、ࠃ際తに通用する法学、公共政策学、ฆ૪ղܾ学の研究者としてのૅجత研究ྗを有す
る人ࡐを育します。

๏ɾެڞ࣮ࡦફコース

Ո試験等を指す学生及び同業種で学びしを希望する社会人、άϩーόϧ問ࠃ公һ、֎公һ、士業ڃՈ、方の上ࠃ
、ࡒ政問、Ҭͮくり、ڥ問等にؔ৺をͪ࣋、ؔ ମへの就職を指す学生、同業種で学びしを希望する社会人ஂ
をରとしています。
法、公共政策にؔするཧ法ղऍྗ、政策ੳྗ、政策ܗのための知ࣝとٕज़、اը・ӡ営ྗͪ࣋、それらを実践にԠ
用して、現社会に生ىするෳࡶଟ༷化した法త公共政策తॾ問のཧతղܾを図ることができる人ࡐをཆします。

ަবฆ૪ղܾ࣮ફコース

公һ、専職ࠃՈ試験、ا業就職を指し、ಛにର等によるฆ૪ղܾ合ҙܗ、ڠಇのྗをもͬたスϖγϟϦスτ
（ϑΝγϦςーλーあるいはϝσΟΤーλー）を指す学生、及び上記のྗについての৽しい学びを希望する社会人をର
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ଞͷΫϥスタͷՊもࣗ由બՊとͯ͠ཤमできま͢ɻ
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ʻཤमϓϩάϥムʼ

（৽ܕコϩφΠϧスײછのӨڹでスέδϡーϧが変ߋになるՄੑもあります）
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৽ͨなઐ߈とコースΛ設ஔ

文化学ઐ߈にʮݱ文化ݯࢿ学研究コースʯΛ設ஔ
2023年�݄৽設

　2021年4月に۽本大学・Ϛανϡーηοπभཱ大学Ϙスτϯߍฆ૪ղܾ学ࠃ際࿈ܞ専߈をઃஔしました。本専߈は、

ฆ૪ղܾ学にؔする大学Ӄ博士前期課程ϓϩάϥϜで、在学期間தに۽本大学とถࠃϚανϡーηοπभཱ大学Ϙスτ

ϯߍ（6.BTT #PTUPO）の྆ߍで単位を修得し、教育ϓϩάϥϜを修ྃした方は྆大学࿈名による単一の学位（修士（ฆ૪

ղܾ学�.BTUFSʟT JO $POqJDU 3FTPMVUJPO））を取得することができるδϣΠϯτ・σΟάϦーϓϩάϥϜ（+PJOU %FHSFF 

PSPHSBN � +%P）です。

　日本におけるฆ૪ղܾ学の大学Ӄ教育をϦーυする۽本大学と、ฆ૪ղܾ学のൃのであるถࠃの6.BTT 

#PTUPOのڧみを׆かし、ฆ૪ղܾ学のߴ度な専知ࣝの習得と事例学習を経て、۽本、日本、そしてถࠃのそれͧれの

ҬにおけるϩーΧϧなฆ૪はもとより、ࠃ際Ϩϕϧのάϩーόϧなฆ૪にରしてରతղܾを実践できる人ࡐをཆし

ます。さらに、ӳޠを共通ޠݴとしてコϛϡχέーγϣϯするྗをඋ͑、ଟ༷な人たͪとڠௐした׆ಈをݗҾする日本

ΞδΞ、ถࠃのՍけڮとなる人ࡐをཆします。

本大学で行われる一部の۽、とする学生2名を定һとしڌとする大学Ӄ生2名と6.BTT #PTUPOを本ڌ本大学を本۽　

授業を除いて、授業はすてӳޠで実ࢪされます。

　2023年4月からʮ現文化資ݯ学研究コースʯが文化学専߈�൪のコースとして৽たにઃஔされます。

　৽コースでは有ܗ・ແܗのさま͟まな文化資ݯをऩ集・ੳ・ཧするྗ、֎ޠࠃӡ用ྗ、ϝσΟΞӡ用ྗをཆ

することで、文化資ݯのもつଟ໘తなՁをཧղし、次ੈが׆用しうる資ݯとしてൃ信できるྗをߴめ、Ձのଟ༷

化がਐむ現社会において৽たなՁをできる人ࡐの育を指しています。

内ではϚϯݝ本۽、まりにՃ͑てߴ内֎からのϚϯΨ・Ξχϝといͬた日本のϙϐϡϥーΧϧνϟーにରするؔ৺のࠃ　

Ψ・Ξχϝ等のコϯςϯπを利用したҬੑ׆化（ޫ؍ৼ࢈・ڵ業出）のಈきもんです。۽本۽、ݝ本日日৽ฉ社、۽本

大学がத৺となりʮϚϯΨݝくまもとʯ構がਐんでおり、2021年10月にはݝ内の自࣏ମ、大学、ا業など54ஂମが参

ՃしʮくまもとϚϯΨٞڠ会ʯがਖ਼ࣜൃしました。

　こうしたಈきが一աੑの࡞りにऴわることなく、にのணいたコϯςϯπ׆用を継続するためには学ज़తな知

、策を実りあるものとするためにはڵ用したҬৼ׆ମでのϚϯΨ・Ξχϝ等のコϯςϯπを࣏が不Մܽです。方自ݟ

これにؔわる人ࡐ育も大学が୲うきॏ要なׂであると͑ߟています。これまで以上にੵۃతな࢟でϚϯΨ・Ξχ

ϝ等の研究のମܥ化と人ࡐ育の制度化を指すため、201�年4月文学部コϛϡχέーγϣϯใ学科にʮ現文化資

です。大学Ӄ社会文࠲ߨ大学では数গないϚϯΨ研究の専త教育を行うཱࠃ学コースʯがઃஔされました。これはݯ

化教育部にもʮ現文化資ݯ学研究コースʯをઃஔすることࠓ後さらなる機ڧ化を図り、ւ֎からのཹ学生も数ଟく受

け入れることで、ʮ文学部附属ࠃ際ϚϯΨ学教育研究ηϯλーʯ（2022年10月։ઃ༧定）と࿈ܞしながらࠃ際తな研究・教

育ڌ点のܗを標とします。

熊本大学ɾϚανϡーセοπभཱ大学Ϙスτン校
ฆ૪ղܾ学ࡍࠃ࿈ܞઐ߈Λ設ஔ

202�年�݄৽設　本とถࠃͰ学ͼ学ҐΛとΕΔ　

2年以上在学し、۽本大学において18単位以上、6.BTT #PTUPOにおいて18単位以上、合ܭで36単位以上を修得し、

かつ必要な研究指ಋを受け、修士文又はಛ定の課について研究Ռの৹ࠪ及び࠷ऴ試験に合格すること。྆大学

の教һからなる合同৹ࠪҕһ会において、修士文又はಛ定の課について研究Ռの৹ࠪ及び࠷ऴ試験（ޱ಄試問）

を行います。学位৹ࠪは、合同৹ࠪҕһ会により行います。۽本大学学生は1月下०から2月上०に۽本大学で行い、

6.BTT #PTUPO学生は5月に6.BTT #PTUPOで行います。

ʻ修ྃཁ件ʼ　˞मಘ͢き୯Ґम࢜จͷఆΊ͕通ৗͷઐ߈とҟͳΓま͢

入学者選抜は、۽本大学を本ڌとする大学Ӄ生2名（定һ）については、۽本大学大学Ӄ社会文化科学教育部で入試を実ࢪ

し、ච記試験、໘、出願書ྨを૯合して定し、入学者を選抜します。原則తに入学時に、6.BTT #PTUPOに入学するだ

けのӳྗޠをͬ࣋ていることが期されます。

ʻ入ࢼとืूఆһʼ　

201� �݄　Ϛανϡーηοπभཱ大学Ϙスτンߍʹͯ 201� �݄　྆大学ͷڠఆͷௐҹ͕ࣜ行ΘΕまͨ͠
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ઐ߈にઐ৬ɾ࣮ ફコースと研究コースΛซ設

大学院のߏ

各専߈内にߴ、 度専職業人のཆを主తとするʮ専職・実践コースʯと研究者等のཆを主తとするʮ研究

コースʯをઃけ、ମܥత履修をՄにするとともに、ૅجత学ज़知を有する学部卒業生と実践知が๛な社会人学

生とが相ޓにܹを与͑合うような学習ڥをઃ定しています。

本大学院のಛ

社会人学生へのॊೈなରԠ
学習݅が限られている社会人の学習χーζにର

Ԡするため、専職・実践コースをத৺として、主

に社会人をରとする教育ϓϩάϥϜについて

は、在職のまま科の履修、受ߨ、研究指ಋが受け

られるように、間・༵։ߨ、集தٛߨ、Fϥーχ

ϯά・ԕִ授業の׆用など、ॊೈな受ܗߨଶがՄ

となるようにྀしています。また、選抜方法に

おいても社会人入試をઃけ、ੵ తな受入ମ制をۃ

͑ています。

ത࢜લ期՝ఔ（修࢜՝ఔ） തޙ࢜期՝ఔ

ത࢜લ期ɾޙ期՝ఔ

๏ɾฆ૪ղܾ学
ઐ߈

文化学ઐ߈

熊本大学ɾϚανϡーセοπभཱ大学Ϙスτン校
ฆ૪ղܾ学ࡍࠃ࿈ܞઐ߈

社会人ؒ学ݱ
ઐ߈

๏・ฆ૪ղܾ学ڀݚίース

๏・ެڞ࣮ࡦફίース

交বฆ૪ղܾ࣮ફίース

౦ΞジΞ・Ϗジωス・ίミϡχέーγϣンઐ৬ίース

ઌྙཧ学ڀݚίース

ϑΟールυリαーνڀݚίース

ೝ学・৺ཧ学ڀݚίース

จԽ行・学ܳһઐ৬ίース

高ڭޠࠃߍһઐ৬ίース

ӳڭޠҭઐ৬ίース

ίースڀݚ学࢙ྺ

本・౦ΞジΞจԽ学ڀݚίース

ԤถจԽ学ڀݚίース

ίース（ྩ5ڀݚ学ݯࢿจԽݱ �݄ઃஔ༧ఆ）

ৄ͠く
1.11�

ॆ࣮しͨΧϦキϡϥϜ
各専߈内のコース͝とに必修科コΞ科とし

て選択必修科をஔし、教育のࣜܗ化を͙と

ともにମܥత履修がՄとなるようなΧϦΩϡϥ

Ϝฤとなͬています。また、ʮ専職・実践コー

スʯが単なる実教育機ؔではなく、学ज़తج൫

の上に専తྗをߴめていくものであること

、ʮ研究コースʯでは実践知を౿ま͑たཧ研究

を指していることから、։ߨ科の一定部を

共有できるようにྀしています。また、ւ֎

学֎からࢣߨをটいてのηϛφーγϯϙδϜ

も๛に։࠵されています。

ઐ ߈ ໊ コ ー ス ໊ ઐ ߈ ໊ ྖ Ҭ ໊

人ؒɾ社会科学
ઐ߈

文化学ઐ߈

教授γスςϜ学ઐ߈

学ྖҬࡦڞެ

๏学ྖҬ

交বฆ૪ղܾ学ྖҬ

ઌྙཧ学ྖҬ

ϑΟールυリαーνྖҬ

ೝ学・৺ཧ学ྖҬ

ӳڭޠत学ྖҬ

学ྖҬ࢙ྺ

本・౦ΞジΞจԽ学ྖҬ

ԤถจԽ学ྖҬ

の本学の知త資ݯ等を౿ま͑て、それͧれに専߈をઃけています。

各専߈が社会人主ମのʮ専職・実践コースʯと学部卒業生が主ମのʮ研究コースʯを併せ࣋つことで、ʠ学ज़研究ʡ

とʠ社会・経ࡁʡの点となり、ʮ実践から研究へʯʮ研究から実践へʯと方でܹしあうことでߴ、 度専職業人

ཆと研究ڌ点ܗの྆తに資するものとなͬています。

本学はཧ・実践ରܕのઌత大学Ӄとい͑ます。ଟくのܹのதで、もう一าઌの自をݟつけてください。

本大学Ӄは社会のχーζにରԠしたॊೈな教育ϓϩάϥϜのฤと学ज़తྗڠによる৽たな教育研究ྖҬの։

を指し、人文科学ܥと社会科学ܥを౷合・࠶ฤし、自વ科学、生໋科学のྗڠも得て、人文社会

科学ܥの۠制大学Ӄとして教育を行ͬています。

教育研究ྖҬには、知ࣝج൫社会のχーζ、Ҭにࠜ͟しつつੈքに։かれた大学としての໋、૯合大学として ˢ

も͏Ұาઌのɺࣗ へ。�ʙ学ज़と࣮ફͷ༥合ʹΑΔઌతͳ大学院ʹʙ
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修ྃཁ件

QM
BO

 Uo
 Do

NQMFUJoO

ത࢜લ期

�年લ期

�݄

�݄中० 2݄ 2݄ �݄� �݄�5 �0݄�5

�݄

9ʙ�0݄ �݄�0

研
究
計
画
書
提
出

研
究
計
画
確
定

（
長
期
・
年
次
）

　
　
→

研
究
テ
ー
マ
届
提
出

特
別
研
究
Ⅰ
に
よ
る

研
究
指
導

（
2
年
前
期
・
後
期
）

予
備
審
査
・

予
備
論
文
提
出

（
１
万
字
程
度
）

特
別
研
究
Ⅱ
に
よ
る

研
究
指
導

（
3
年
前
期
・
後
期
）

学
位
論
文
提
出

（
８
万
〜
��
万
字
程
度
）

最
終
試
験

論
文
発
表
会

学
位
授
与

学
位
授
与

学
位
論
文
題
目
提
出

第
２
回
研
究
発
表
会

第
１
回
研
究
発
表
会

修
士
論
文
題
目
提
出

修
士
論
文
・

特
定
課
題
研
究
提
出

特
別
研
究
Ⅱ
認
定

（
４
単
位
）

　
　
→

最
終
試
験

�年ޙ期

�年લ期 �年ޙ期

2年લ期 2年ޙ期

2年લ期 2年ޙ期 3年ޙ期3年લ期

ಛผڀݚᶗ・ᶘΛؚΉ̏̌୯ҐҎ্ͷमಘ͕ඞཁ

修ྃまͰのྲྀΕ
本大学Ӄでは博士前期課程2年、博士後期課程3年でΧϦΩϡϥϜがまれています。

˔ 学際త及びෳ合తྖҬでの研究がՄとなるよう、また、きめࡉかな研究・学修指ಋを行うためにෳ数指ಋ教һ制を
採用しています。෭指ಋ教һは他専߈の教һがめることもあります。

˔ 法政・ฆ૪ղܾ学専߈ 法・公共政策実践コースにはʮ１年在学コースʯがあります。３名以内に限ります。
˔ 職業を有し、就業தあるいは育児・介護等を行う必要のある学生はʮ長期履修制度ʯの申請ができます。未就学年数

の２倍以内の年数（࠷長̐年）の在学がՄです。その際の授業料支૯額は通常の２年間の修ྃ者と同じになり
ます。

ಛผ研究ᶗ及びコース͝とに指定されている必修科を含めて26単位以上を修得し、修士文又はಛ定の課
についての研究のՌの৹ࠪ及び࠷ऴ試験に合格すれಛผ研究ᶘ（4単位）が認定され、合30ܭ単位以上
で本大学Ӄを修ྃすることができます。
ただし、۽本大学・Ϛανϡーηοπभཱ大学Ϙスτϯߍฆ૪ղܾ学ࠃ際࿈ܞ専߈にあͬては、合ܭで36単位
以上を修得することなど、他専߈とҟなͬた修ྃ要݅がઃஔされています。詳しくは、お問い合わせください。

修ྃཁ件
˔ 学生の履修及び研究についてきめࡉかい指ಋを行うため、主指ಋ教һ１人と෭指ಋ教һ１人又は２人からなるෳ数

指ಋ教һ制をんでいます。
˔ 学生は、本課程にઃ定されるʮ研究ϓϩδΣΫτʯ又は学֎の研究会・学会にੵۃతに参Ճし、研究ൃද・ใࠂを行う

よう奨ྭされます。
˔ 職業を有し、就業தあるいは育児・介護等を行う必要のある学生はʮ長期履修制度ʯの申請ができます。未就学年数

の２倍以内の年数（࠷長6年）の在学がՄです。その際の授業料支૯額は通常の3年間の修ྃ者と同じになります。

３年以上在学し、所定の単位（14単位以上）（教授γスςϜ学専߈にあͬては16単位以上）を修得し、かつ、必要な
研究指ಋを受けた上、学位文の৹ࠪ及び࠷ऴ試験に合格することが必要です。༏れた研究業を上͛た者は、２
年の在学で修ྃすることもできます。
ただし、本学又は他の大学Ӄの修士課程又は博士前期課程を1年で修ྃした者は、本課程に2年以上在学しなけれ
なりません。

തޙ࢜期 1�୯ҐҎ্ͷमಘ͕ඞཁ（ڭतγスςム学ઐ߈ʹ͋ͬͯ1�୯Ґ）
˞̎मྃ࣌までʹಛผڀݚᶗΛؚΉ10୯ҐҎ্ͷमಘ͕ඞཁ

修ಘඞཁ୯Ґ༁　　ઐՊ　̔୯ҐҎ ʗ（10୯ҐҎ্ͯͬ͋ʹ߈तγスςム学ઐڭ্）
総合ԋश　̎୯Ґʗ　ಛผڀݚᶗ　̎୯Ґʗ　ಛผڀݚᶘ　̎୯Ґ

入
　
　
　
学

入
　
　
　
学

（ 1）  教授システム学専攻は、研究ܭըに関する研究発ද会を実施します。
（ 2）  教授システム学専攻は、2୯Ґ。

2݄

特
別
研
究
Ⅰ
認
定

（
４
単
位
）

　
　
→

タ
ー
ム
ペ
ー
パ
ー
提
出

（
１
万
字
程
度
）

ʢ�ʣ ʢ�ʣ
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ֶੜࢧԉ ࣾձਓֶੜͷରԠ
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TVQQoSU

αϙーτମ制

5A（ςΟーνンάɾアγスタンτ）制度

༏लな大学Ӄ学生にରし、教育తྀの下、学部学生等にରするνϡーλϦϯά（ॿݴ）実験・実習・演習等
の教育ิॿ業を行うことにより、教育܇࿅の機会をఏڙします。また、これにରするڅ与の支څにより、大
学Ӄ学生のॲ۰のվળの一ॿとします。

തޙ࢜期՝ఔ奨学制度（,84）

ത࢜՝ఔ奨学金څ制度	,%4


期ཹ学ࢧԉ

学生のࠃ際తࢹと学習・研究ྗをߴめることをతとして、学生のࠃ際తな学習・研究׆ಈへの参Ճ機会を
。際奨学事業として、年間10名程度の学生を支援していますࠃ年度まではݩし、支援します。令和ڙくఏ

授業料໔আ

ཹ学生へのࢧԉ

本学のάϩーόϧ化のਪਐにد与することをతとして、ʮάϩーόϧ教育ΧϨοδʯがઃஔされています。
大学Ӄ・学部へਐ学するࠃඅཹ学生をରとした日本ޠ・日本事の教育を実ࢪしています。また、ླཱྀ 学生受
入ମ制のඋॆ実、修学・生׆上の指ಋॿݴମ制のཱ֬を図るとともに、これらにؔわるௐ ・ࠪ研究׆ಈ
Ҭ社会とཹ学生とのަྲྀをଅਐします。
さらに、ւ֎ཹ学を希望する学生にରする指ಋॿݴ、ใఏڙも行ͬています。

னɾ༵։ߨ制度

社会人が入学後、ਖ਼نの課程で༰қに学習できるよう、ฏ日のன間だけでなく間（6限 18ɿ10ʙ1�ɿ40、
�限 1�ɿ50ʙ21ɿ20）༵日にも授業研究指ಋを行います。社会人学生の勤・生ܗ׆ଶにԠじた学習
がՄとなるように、履修方法、授業時間ଳにྀしています。

１年在学コース

博士前期課程の法政・ฆ૪ղܾ学専߈ 法・公共政策実践コースにઃけられたコースです。3名以内に限られま
すが、申請に݅はありません。ただし、相当のྗを必要とします。

長期履修制度

本大学Ӄでは、職業を有していたり、育児、介護等の事を有している等により、標準修業年限	博士前期課程
２年・博士後期課程３年
 を͑て一定の期間	博士前期課程࠷大̐年・博士後期課程࠷大̒年まで
 にわたり
Մすることがあります｡こڐ、ըతに教育課程を履修し、修ྃすることを願い出た学生については、৹ࠪの上ܭ
の制度のద用者はň長期履修学生ŉといい、当該学生の授業料支૯額は、標準修業年限による修ྃ者と同じに
なります｡

ू中ٛߨ

主として社会人学生をରに、3ʙ5日に集தతに授業を受ߨすることで、単位を取得できる科も用ҙして
います。

Fϥーχンάɾԕִ授業

ύιコϯとΠϯλーωοτを利用することで、どこからでも受ߨすることのできる科を用ҙしています。
。ଶですܗӈされない授業ࠨ時間にॅډ

社会人大学院教育ࢧԉセンター

学生のଟ༷な学習ܗଶにରԠした支援を行うため、社会人大学
Ӄ教育支援ηϯλーがઃஔされています。
主に社会人学生のษ学と学生生׆を支援するため、間༵
日も։室しています。
本ηϯλーでは、大学ࢪઃの利用支援、学習ڥのඋ、学習支
援などを行ͬています。

化を図ることをతとしてฏ22年度ൃ׆ಈの׆本大学博士課程における༏लな学生の֬อ及び教育研究۽
からできた制度です。
博士後期課程に在学する学生をରに、学業及び学ज़研究׆ಈにおいて、ಛに༏लなՌを修めたとみと
められる学生にରしてڅ付を行うものです。

学生શһをରとした授業料免除制度があります。
令和3年度は授業料免除申請にの112名が申請し、શ額免除が�5名、額免除が22名でした。

この制度は博士後期課程の学生を3"（Ϧαーν・Ξγスλϯτ）又は5"（ςΟーνϯά・Ξγスλϯτ）として
雇用し、そのରՁとして年間授業料の額相当の経ࡁత支援を行うものです。۽本大学における教育研究の
。されますࢪ化を図ることをతとして実ੑ׆
3"とは、大学が行う研究ϓϩδΣΫτ等に、教育తྀの下、大学Ӄ学生等を研究ิॿ者として参ըさせ、研
究行ྗの育、研究ମ制のॆ実を図り、これにରするڅ与の支څにより、大学Ӄ学生のॲ۰のվળの一ॿ
とするものです。 
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˙ത࢜લ期՝ఔ

ਐ࿏ɾब৬

๏ɾฆ૪ղֶܾઐ߈
法政・ฆ૪ղܾ学研究コース

法・公共政策実践コース

ަবฆ૪ղܾ実践コース

߈ࣾձਓֶؒઐݱ
౦ΞδΞ・Ϗδωス・コϛϡχέーγϣϯ専職コース

ઌྙཧ学研究コース

ϑΟーϧυϦαーν研究コース

認知学・৺ཧ学研究コース

˞主な授業科のதの科については、令和4年5月1日現在のものです。
　変ߋになるՄੑがあります。

文化行政・学ܳһ専職コース

教һ専職コースޠࠃߍߴ

ӳޠ教育専職コース

学研究コース࢙ྺ

日本・౦ΞδΞ文化学研究コース

Ԥถ文化学研究コース

現文化資ݯ学研究コース（令和5年4月ઃஔ༧定）

จԽֶઐ߈

ത࢜લظ՝ఔ
         ʢम࢜՝ఔʣ

ਐ学ࢧԉ

博士後期課程へのਐ学を希望する学生には、ਐ学へରԠ
した指ಋを行います。博士後期課程で行われるϓϩδΣ
Ϋτ研究などへの参Ճもੵۃతにαϙーτします。

औಘͰ͖Δ໔ڐɾ֨ࢿ

˓教һ໔ڐঢ়
・த学ߍ教་又はߴ等学ߍ教་の一種免ڐঢ়授与の所要資格（有ޮ期限内のもの）をͬ࣋ている方は、同じ免ڐ教科が取得で

きる本教育部の専߈で所定の単位を修得し、修ྃすれ専修免ڐঢ়の授与を受けることができます。

߈社会人ؒ学ઐݱ　
　中学校教་のઐ修໔ڐঢ়（社会）ߴɺ 学校教་のઐ修໔ڐঢ়（ཧྺ࢙）�（ެຽ）

　文化学ઐ߈
　中学校教་のઐ修໔ڐঢ়（ޠࠃ）�（社会）�（ӳޠ）ߴɺ 学校教་のઐ修໔ڐঢ়（ޠࠃ）�（ཧྺ࢙）�（ӳޠ）

˓学ܳһ֨ࢿ
・学ܳһの資格を希望する方は、文学部の科等履修生として学ܳһ資格に必要な単位を修得できる場合があります。詳ࡉ

は人社・教育ܥ事課文学部教୲当にお問い合わせください。

ब৬ࢧԉʵब৬ࢧԉ՝

ຽ間ا業でのϏδωス経験者などをスλοϑにަ͑た
ʰ就職支援課 でɦは、学内で学部生・Ӄ生けに༷ʑな就
職支援、ΩϟϦΞ支援の׆ಈを行ͬています。一年を通
じて試験ର策࠲ߨϏδωスا、࠲ߨ業આ明会、ٖ໘
会などのΠϕϯτが։࠵され、就職׆ಈをαϙーτし
ていますので、ক来の方ੑを͑ߟる機会としてੵۃత
に参Ճすることを奨ྭしています。

Ұൠ教育܇࿅څ制度

一ൠ教育܇࿅څ付金制度とは、雇用อݥの一ൠඃอݥ者（在職者）、又は一ൠඃอݥ者であͬた方（職者）が、ް 生࿑ಇ大ਉ
の指定する࠲ߨ（専߈又はコース）を修ྃした場合、ϋϩーϫーΫでの手続きにより、支ͬた教育܇࿅経අ（入学料・授業料）
の20ˋ相当額（上限10ສ円）が支څされるものです。

˙തޙ࢜期՝ఔ
修ྃ生のब৬࣮

大学教һ	۽本大学、Ѫඤ大学、Ԭࢁ大学など
・大学ඇ常勤ࢣߨ・
専学ߍඇ常勤ߴࢣߨ・ 、教һ・公һなどがあります。またߍ
他大学ւ֎の大学にҠり研究を続けている修ྃ生、ւ֎の
大学で教͑ながら研究を続けている修ྃ生もいます。

˕本学ज़ৼڵ会（学ৼ）ಛผ研究һについて
本教育部では、日本学ज़ৼڵ会ಛผ研究һへの採用も支援して
います。աڈにも採用実があり、研究者へのಓをาんでいま
す。

˓本学ज़ৼڵ会ಛผ研究һ制度ʵ̥ ɾ̙̙ ̘2ɾ̙ ̘�
ʮಛผ研究һʯ制度は༏れたए手研究者に、その研究生׆のॳ期
において、自༝なൃのもとに主ମతに研究課等を選びなが
ら研究に専೦する機会を与͑ることにより、զがࠃの学ज़研究
のক来を୲うੑにんだ研究者のཆ・֬ อに資すること
をతとして、大学Ӄ博士課程在学者及び大学Ӄ博士課程修ྃ
者等で、༏れた研究ྗを有し、大学その他の研究機ؔで研究に
専೦することを希望する者をʮಛผ研究һʯに採用し、研究奨ྭ
金を支څする制度です。
詳ࡉは日本学ज़ৼڵ会)Pを͝参照ください。

6R-�IUUQ���XXX�KTQT�HP�KQ�

ɿް-63ߟࢀ˞ ੜ࿑ಇল　�IUUQ���XXX.NIMX.HP.KQ�TUG�TFJTBLVOJUTVJUF�CVOZB�LPZPV@SPVEPV

ରとなる専߈については、人社・教育ܥ事課社会文化科学教育部教୲当にお問い合わせください。

大学院修学ٳ業制度

現職の教һ（公ཱのখʙߴ）が専修免ڐঢ়を取得するため、ࠃ内֎の大学Ӄに在学する間、をอ有したままٳ業できる制
度です。

ɿจ෦Պ学ল　IUUQ���XXX.NFYU.HP.KQ�B@NFOV�TIPUPV�LZVVHZPV�TZVVHBLV-�63ߟࢀ˞

ରɿ現職の公ཱ学ߍに勤する教һ、主にޠࠃߍߴ教һ専職コースӳޠ教育専職コースの受験希望者

ຊେ۽ ɾֶϚανϡʔηοπभཱେֶϘετϯߍ
ฆ૪ղֶܾࡍࠃ࿈ܞઐ߈
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　෯広いࢹとスキルを݉Ͷඋえた、国ࡍ的に௨用する法学、ެ として、基礎的ऀڀݚび紛争解決学のٴ学ࡦڞ
。を育成することを目的としていますࡐ力を༗する人ڀݚ
　紛争解決の༷ʑなہ໘を、ै 来͓もに用いらΕてきたૌুによる法的紛争解決のみならͣ、"%3を始めとする
非ૌু的な紛争解決੍、紛争解決にࢸるަবや紛争解決に関࿈した社会学を૯߹的に学修することにより、
社会の֤でੜ͡る紛争の解決のための理論的ߟ力、社会現のੳ力ٴび課解決力をඋえた人ࡐを
ཆ成します。

学Ґ�म࢜（๏学、ެ （学、学ज़ࡦڞ
アυミογϣンϙϦγー
ΊΔ学生૾ٻ
社会の༷ʑな課にରして関心を持ち、実ફ໘、ཧ໘にわたる知ࣝの֫得、ௐࠪ分ੳ力の習得等を௨じて、自ら
課ղܾのために実ફ的に取り組もうとする人あるいは研究をਐめようとする人を求める。

̍ ɽ࢘๏ॻ士・੫ཧ士・社会อݥ࿑士などの専門職、ެ 共的な関のࣄ、ࡦに関わるࣄ（国、自࣏ମ、ຽ間企業、
֤छஂମ、/10、シンクタンク、ٞ 会等）、企業・ҩྍ機関・教育ݱ場等の組৫でฆ૪ղܾ力を活かしたࣄに
बくことをめざす人、あるいは、ݱ在それらにैࣄしていて専門的知ࣝやཧ的な課ղܾ力を高めたい人

̎ɽݱの社会的課にରして国ࡍ的ࢹ野をؚめて研究を行うための力を身に付けたい人
̏ɽ組৫や地域社会などで高まるฆ૪ղ （ܾղܾ）・合ҙ形成・ڠಇのニーζにରԠしうるަবฆ૪ղ ・ܾରਪ

ਐ力やϚネジϝント力を身に付け、実ફできるリーμーをめざす人
̐ɽ๏学、ެ 共ࡦ学、ަ বฆ૪ղܾ学領域の研究職をめざす人

๏ɾฆ૪ղܾ学専攻
学Ґ�म࢜（๏学、ެ （学、学ज़ࡦڞ

๏ɾฆ૪ղܾ学専攻๏ɾฆ૪ղܾ学専攻

ଟ༷な社会のと͖߹͏ଟ༷な社会のと͖߹͏ଟ༷な社会のと͖߹͏

+VSJTQSVEFODF BOE 1VCMJD 1oMJDZ 4UVEJFT

博 士 前 期 課 程

๏๏๏ɾɾɾฆ૪ղܾ学専攻ฆ૪ղܾ学専攻ฆ૪ղܾ学専攻
博 士 前 期 課 程博 士 前 期 課 程

本コースのಛ৭

　ैདྷのཧ的な๏学、ެ 共ࡦ学の研究に、ݱ実の
ղܾに必須の「ฆ૪ղܾ」というࢹ点をఏࣔする「ฆ
૪ղܾ学」を組みࠐんだΧリキュラムにより、ཧ、実
双方をࢹ野にೖれた研究者の育成を目ࢦします。

ᶃฆ૪ղܾ学Λ࣠とすΔɺ๏学ɺެ 学のࡦڞ
　৽しい֯ࢹΛ育てΔ

　基ૅ๏学、ղऍ๏学、࣏学、ࡁܦ学、ฆ૪ղܾ学の広
範な科目をఏ供することにより、多༷な研究ରにରԠ
します。

ᶄॆ࣮しͨ๏学ɺެ と܈本科ج学のࡦڞ
　ଟ࠼なൃలɾల։科܈

　研究分野にԠじて࠷దな科目をબ択Մなクラスタ
制により、学修・研究のશମ૾をཧղしながら効果的な
履修ができます。

ᶅクϥスタ制Λ࠾༻しͨޮՌతͰ൚༻Մな
　ΧϦキϡϥϜ

๏学研究クラスタ
（๏ԋ習、等ܐ、๏ԋ習、ຽ๏ԋ習ݑ）
࣏学研究クラスタ
（ԋ習、等関ࡍ行、ެ共学、国࣏ݱ）
学研究クラスタࡁܦ
（、等ࡒ、地方ࡦ、地域ࡦࡁܦ）
ฆ૪ղܾ学研究クラスタ
（ެ共ฆ૪ղܾ、ޏ༻ฆ૪ղܾ、ࣄฆ૪ղܾ、等）

๏・ฆ૪ղܾ学ڀݚίース

クϥスタとओな授業科（ৄ͠く1.5）

　๏・ฆ૪ղܾ学研究コースは、基ૅ的学術知を༗する学部ଔ業生をରとし、๏学、ެ 共ࡦ学、ฆ૪ղܾ学に関する発ల的な
研究を行い、大学や研究機関等において研究・教育にैࣄする研究者や高度な専門性が求められる職業人等の養成を目的としてい
ます。
　博士課程前期課程では、ࢦಋ教員のࢦಋやॿݴを受けながら、大学院生はओମ的に֘領域における課を発見し、ॏཁ文ݙの
ௐࠪ等を௨じてݪҼ୳求およびཧ的な課ղܾのための研究を行い、研究݁果を文にまとめます。文のࣥචを௨じて、課
のղܾあるいは研究に必ཁなཧ的知ࣝや分ੳ力を修得できるので、๛かな学ࣝや高度の専門性を生かした職業を目ࢦす学生に
は、ͥ ͻਐ学していただきたいと思います。

2022年度　๏・ฆ૪ղܾ学研究コース長 ܙ૱ ࠜࢁ

国際తに௨༻する๏学、ެ ͼฆ૪ղܾ学の研究ऀとしてのٴ学ࡦڞ
త研究能力をҭて·すɻૅج

　私は大学生࣌から๏とफ教・ಓಙの関
という大きなテーϚについて研究したい
と思っていたため、熊本大学をଔ業後、大学
院にਐ学しました。ݱ在はイΪリスのコモ
ン・ローと日本๏のൺֱを௨じて、このテー
Ϛを研究するखがかりとなるものを୳って
いる࠷中です。
　私は大学生࣌に所属していたθミの先

生に、そのままࢦಋ教員としてお世になっています。受ߨし
ている授業はগ人のものが多く、先生方から内༰のೱい͝ࢦ
ಋをいただけます。ݱ在は遠隔授業や図ॻؗのཱちೖり制限
等でもどかしさもありますが、大学所ଂの資ྉや先生方の͝ࢦ
ಋを௨し、研究のख๏を身につけていきたいと思っています。

2022　๏・ฆ૪ղܾ学ڀݚίース　2

Ԭ ઇԻ

　私は、社会人としてಇきながら大学院
௨っています。社会人の場合、࣌間の制
があるため、ࣄ等とのཱ྆Մ性をݕ౼
する必ཁがあります。私は、受ݧ前に、職
場や家ఉからのཧղを得たうえで、ࢦಋを
の方とも相ஊし、Χリࣄ望する先生やر
キュラムや長期履修制度等、۩ମ的な学生
生活のイϝージを深めるようめました。

　研究は、地方自࣏や྅制に関心を持ち、自࣏ମ総合ܭըの
ຽ間ҕୗをテーϚに行いたいとߟえています。この研究テー
Ϛは、ࣄの中で感じたҙࣝやなͥそうなっているのかを
୳究したいと思えるࢹ点を大切にઃ定しました。
みを活ڧ等とのཱ྆を図りながら、社会人であるࣄ、後ࠓ　
かした研究をਐめたいと思います。

2022　๏・ฆ૪ղܾ学ڀݚίース　2

Ԃ田 ݡଠ
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　本コースでは、組織や地域社会に͓いて、対立・藤・紛争をよりྑい状態の変༰のػܖととらえ、建設的に解
決し、変༰をࢧԉする解決のリーダーを育成します。ެһ・専門৬・ا業人にとっても、対話による紛争解決・
߹ҙܗ成・ڠಇのスϖγϟリスト（フΝγリςーλーやϝσィΤーλー）の力を࣋つことのՁは૿しています。
　本コースは、ެ һࢼ験・専門৬国Ոࢼ験・ا業ब৬をめ͟す学ੜ、ٴび্هの力についての৽しい学びをر
する社会人を対としています。

　国Ո、地方の্ެڃһ、外ެһ、࢜業国Ոࢼ験を目ࢦす学ੜٴびಉ業छで学びしをرする社会人、
άϩーόル、ࡒ、地域ͮくり、ڥに関৺をͪ࣋、関係ஂମのब৬を目ࢦす学ੜ、ಉ業छで学び
しをرする社会人を対としています。法、ެ 成のたܗࡦੳ力、ࡦに関する理論や法解ऍ力、ࡦڞ
めの知識とٕज़、اը・ӡӦ力をͪ࣋、そΕらを実践に応用して、現社会にੜىするෳࡶଟ༷Խした法的ެڞ
ࡦ的ॾの理論的解決をਤることができる人ࡐをཆ成します。

本コースのಛ৭

、等ڥ、性、グループ、組৫、地域、国家間人、関ݸ　
༷ʑなϨϕルのฆ૪・౻・ରཱを࿈ଓ性の中でとらえ、
それらをղܾし、よりよいঢ়ଶのม༰を支援するฆ૪
ղܾのリーμーを育成する日本で།一の大学院プログ
ラムです。

ᶃ本ॳͦして།ҰのରにΑΔฆ૪ղܾ学の
　大学院ϓϩάϥϜ

り切磋琢磨する教育を取りೖدを持ちݧܦ場でのݱ　
れ、また社会人が受ߨしやすいように授業の開࣌ߨ間
については平日やि等もؚめてॊೈにରԠしてい
ます。
　ҩྍैࣄ者、学ߍ教員、企業人、行職員、家ࡋௐఀ
ҕ員、ฆ૪フΝシリテーター、ফඅ者相ஊ員、࢘๏ॻ士
など༷ʑな分野の学生が学んでいます。

ᶄ社会人もରとすΔ࣮ॏࢹの教育

　ฆ૪・౻・ରཱとそのղܾについてのཧ教育のみ
ならず、分ੳし、հೖܭըをཱて、実ફし、評価する実
的な力をともにపఈ教育します。ଔ業後に、AD3（ࡋ
外ฆ૪ղܾखଓ）の専門家、ฆ૪ղܾやରのフΝシ
リテーター・ϝディΤーター、ަ ব力とฆ૪ղܾϚイン
ドを持った組৫ܦӦ人となれる人材を育成します。

ᶅମܕݧ学शとέースݕ౼Ͱฆ૪ղܾの࣮ફྗΛ
　2年ؒͰϚスター

交বฆ૪ղܾ࣮ફίース

৫地域社会での対立・ᷤ ౻・ฆ૪にݐઃతにऔりΈ、
ະདྷをͭ͘るϦʔμʔをҭ成し·すɻ

　私は長期履修学生として̐年目をܴえま
した。ೖ学࣌はখ学ߍ長の職にありました
が、ࠓは教育行のཧ職として、学ݱߍ場
でىこる༷ʑなର 機ཧةฆ૪の・౻ཱ・
の在り方について、実ફ的取組を研究して
います。
　本実ફコースで学ぶ院生の΄とんどは社
会人で、職छ、勤地、年ྸߏ成も༷ʑです。

ଞ分野でのݧܦを持ちدったスクーリング、Φンラインでの「
間・ٳ日授業」や出勤前の「ૣே自ओθミ」、ݱ院生と修ྃ生間
のネットϫークを生かした「教育ηミナー」の企ըӡӦなど、৽
たな学びのスタイルをମݧできました。
　長期履修学生としてより多くの授業を履修でき、༷ ʑな出会
いとަྲྀの機会を得たことが私の࢈ࡒとなっています。

2022　交বฆ૪ղܾ࣮ફίース　2

ߐ 一࢙

本コースのಛ৭

　๏学、ެ 共ࡦ学、ฆ૪ղܾ学に関する多༷な科目を、
目的にԠじたクラスタ制のもとでաෆなく効率的に
学ます。

ᶃ࣮にԠ༻Մなɺ๏学ɺެ 学のଟ༷なࡦڞ
　科Λ૯߹తに学Δ

　長期履修や1年在学制度、間、ि開ߨなど、社会人
にྀした履修モデルと࣌間ׂをઃ定しています。

ᶄ社会人にもྀしͨॊೈな履修Ϟσルとׂؒ࣌

　๏学、࣏学、ࡁܦ学分野の基ૅ科目と日本๏ೖ門、
ެ共ࡦೖ門など日本の๏制度、࣏制度についての知
ࣝがे分でないཹ学生および๏学部Ҏ外の学部のଔ業
者にྀした科目をઃஔして大学院教育のԁなಋ
ೖを図ります。

ᶅཹ学生ɺ๏学部出ऀҎ֎にもྀしͨ本๏ɺ
　本のެڞࡦにؔすΔૅج科܈

　私はݱ在、平日は社会人として勤しな
がら大学院でެ共ࡦについて学んでい
ます。ࣄとฒ行した大学院での研究は
間の࣌間等の制もあるため、限られた࣌
中でܭը的にਐめていくことを常にҙࣝ
しています。テーϚについては、地域ࡦ
に関心があったため、地域価をҡ持・向
্さͤるための取り組みの一つとして

目されているΤリアϚネジϝントについて研究しています。
研究では୲教授をはじめ、༷ ʑな分野の方ʑからそれぞれの
点からのアドόイスをいただけるので、大มॆ実した研究ࢹ
。となっていますڥ
と研究のཱ྆を図りながら、大学院でࣄ後は、引きଓきࠓ　
学んだことを্ࣄでも活かͤていけれとߟえています。

๏・ެ ફίース࣮ࡦڞ

2022　๏・ެڞ࣮ࡦફίース　2

҆ ༟೭

　本コースには、ެ 員、֤ छ士業等の国家ݧࢼや資格ݧࢼ合格を目ࢦす学生、あるいはすでにそのような職にबいている社会人
学生、ླཱྀ 学生で日本の༷ʑなࡦ研究を学びたい学生が在੶しています。学部での学びをより深めるのもྑいでしΐうし、学部と
はまたҧった分野の学にも৮れながら自分の学びを深めるのもよいでしΐう。教員はօさんの学びにରして、๛かな学ࣝݧܦに
基づいてアドόイスしてくれるでしΐう。しかし、大学院の学びのओは学生であるあなた自身です。あなたが、自分でテーϚを
ઃ定して、自らの力で学びを深めていく、間と切磋琢磨しながらそのような力を養ってください。

2022年度　๏・ެ 共ࡦ実ફコース長 ֎ ݈Ұ
　#Uo#に生じるトラブル、組৫内のিಥや᫁、家ఉや学ߍや地域社会でىこるᴥᴪやすれҧい等、ݱ在社会にはௐとղܾが
求められるࣄฑにあ;れています。これらにެ平ެ正に向き合い、όックグランドのҟなるࣄ者らにコミットして๛かなղ
ܾのಓےを༩え、Ҏ߱の同छ同ྨのฆ૪を༧することさえもՄとする技が、ࠓ後ますます求められることになるでしΐう。
　2020年度にリニューアルされた「ަবฆ૪ղܾ実ફコース」は、ฆ૪ղܾのࠜװディシプリンを志向した๏学と、ฆ૪ղܾの
に学るਐ取のプログラムを༻ҙし、多༷な学びとղܾトϨーニングをαϙートし࣌化のためのさまざまなཧと技๏を同ݱ۩
ます。

2022年度　ަবฆ૪ղܾ実ફコース長 ࠠ തত

現代社会にੜىするෳࡶଟ༷化した๏తެڞࡦతॾの
ཧతղܾをਤることができる人材をҭ成し·すɻ

　私は熊本大学๏学部に在੶していたࠒに
所属していたθミの先生に、ࢦಋ教員とし
て引きଓきお世になっています。大学院
では、学部のࠒにൺると、́ とんどのٛߨ
がগ人制かつٛߨのもগなくなるҝ、
の内༰もೱくなり、Ճえて、ब職活動等ٛߨ
もありますが、自分のϖースで研究に取り
組Ήことができます。

　研究は、児ಐࢱにڵຯがあり、「ཁอޢ児ಐの社会的養ޢの
在り方について」をテーϚに行っています。大学院では、先生方
はもちろん、社会人の院生の方もいらっしゃり、それぞれ研究を
なさっている方ʑの༷ʑなҙ見や知ࣝに৮れることができる点
が魅力だと感じています。
ಋを௨して、より知ࣝを深め、研究にྭみࢦ後、先生方の͝ࠓ　
たいと思っています。

2022　๏・ެڞ࣮ࡦફίース　2

খ田 ཬൕ

行・๏職ެ員クラスタ（ݑ๏ԋ習、行๏ԋ習、行学ԋ習、等）
（、等ࡒ行、地方࣏ݱ、੫๏ԋ習ે）クラスタࡒ
外ެ員クラスタ（国ࡍ๏ԋ習、国ࡍ関ԋ習、等）
グローόル企業クラスタ（国ࡍ取引๏ԋ習、知的࢈ࡒ๏ԋ習、等）
グローόルクラスタ（グローόルڥࡦ、ࡁܦࡦ、等）
まちづくりクラスタ（ެ共学、地域ࡦ、等）
ެ、、行๏ԋ習ࡦڥ）クラスタڥ 共ฆ૪ղܾ、等）
૪ু๏クラスタ（ຽࣄૌু๏ԋ習、ࣄܐૌু๏ԋ習、等）
ެ共๏クラスタ（ҩྍ๏、社会อো๏、ࡂと๏、等）
੫ཧ๏クラスタ（ે੫๏ԋ習、ࡁܦ๏ԋ習、年ۚと๏、等）
中খ企業๏クラスタ（中খ会社๏、࿑ಇ๏ԋ習、等）

クϥスタとओな授業科（ৄ͠く1.5 ）

ฆ૪ม༰フΝシリテーションクラスタ
（ฆ૪ม༰のཧと技๏、μイアローグ実ફ、ケース分ੳ・フィールドԋ習、等）
ฆ૪ม༰フΝシリテーションアドόンスドクラスタ
（ަবのཧと技๏、ฆ૪ղܾと心ཧ学、ϝディΤーションのཧと技๏、等）
人間科学系専門職ެ員クラスタ
（গ子高ྸ社会と๏、年ۚと๏、高ྸ者࢈ࡒཧと๏、等）

クϥスタとओな授業科（ৄ͠く1.5）

　私はหޢ士として、日ʑฆ૪のରԠをし
ています。ฆ૪ղܾ学を実ફ的に学ぶ場は、
日ʑฆ૪に携わる者にとってॏཁだと思い
ます。
　ަবղܾ実ફコースでは、多角的なࢹ点
から、目の前にݱれているのରॲのみ
ならず、ࣄ者の感的᫁をؚめ、ࠜ 本的
なݪҼを୳求してどのようにղܾをしてい

くかを学る場です。私はকདྷ、หޢ士のཱ場からฆ૪ղܾ学
をよりਁಁさͤ実に活かしていくことを目ࢦしています。
実家が、日ʑのࣄを行いながら学習をଓけることは༰қで
はありまͤん。しかし、ࣄを行いながら、同࣌にそのࣄをฆ
૪ղܾ学の観点からଊえられるというڥは、実家にとって
、と学習をより効果的なものにしてくれます。そのҙຯでࣄ
日ʑฆ૪のରԠを行う者にとって、とても価のあるڥだと
思います。

2022　交বฆ૪ղܾ࣮ફίース　2

ౡ ઍਘࡻ
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　本コースでは、組織や地域社会に͓いて、対立・藤・紛争をよりྑい状態の変༰のػܖととらえ、建設的に解
決し、変༰をࢧԉする解決のリーダーを育成します。ެһ・専門৬・ا業人にとっても、対話による紛争解決・
߹ҙܗ成・ڠಇのスϖγϟリスト（フΝγリςーλーやϝσィΤーλー）の力を࣋つことのՁは૿しています。
　本コースは、ެ һࢼ験・専門৬国Ոࢼ験・ا業ब৬をめ͟す学ੜ、ٴび্هの力についての৽しい学びをر
する社会人を対としています。

　国Ո、地方の্ެڃһ、外ެһ、࢜業国Ոࢼ験を目ࢦす学ੜٴびಉ業छで学びしをرする社会人、
άϩーόル、ࡒ、地域ͮくり、ڥに関৺をͪ࣋、関係ஂମのब৬を目ࢦす学ੜ、ಉ業छで学び
しをرする社会人を対としています。法、ެ 成のたܗࡦੳ力、ࡦに関する理論や法解ऍ力、ࡦڞ
めの知識とٕज़、اը・ӡӦ力をͪ࣋、そΕらを実践に応用して、現社会にੜىするෳࡶଟ༷Խした法的ެڞ
ࡦ的ॾの理論的解決をਤることができる人ࡐをཆ成します。

本コースのಛ৭

、等ڥ、性、グループ、組৫、地域、国家間人、関ݸ　
༷ʑなϨϕルのฆ૪・౻・ରཱを࿈ଓ性の中でとらえ、
それらをղܾし、よりよいঢ়ଶのม༰を支援するฆ૪
ղܾのリーμーを育成する日本で།一の大学院プログ
ラムです。

ᶃ本ॳͦして།ҰのରにΑΔฆ૪ղܾ学の
　大学院ϓϩάϥϜ

り切磋琢磨する教育を取りೖدを持ちݧܦ場でのݱ　
れ、また社会人が受ߨしやすいように授業の開࣌ߨ間
については平日やि等もؚめてॊೈにରԠしてい
ます。
　ҩྍैࣄ者、学ߍ教員、企業人、行職員、家ࡋௐఀ
ҕ員、ฆ૪フΝシリテーター、ফඅ者相ஊ員、࢘๏ॻ士
など༷ʑな分野の学生が学んでいます。

ᶄ社会人もରとすΔ࣮ॏࢹの教育

　ฆ૪・౻・ରཱとそのղܾについてのཧ教育のみ
ならず、分ੳし、հೖܭըをཱて、実ફし、評価する実
的な力をともにపఈ教育します。ଔ業後に、AD3（ࡋ
外ฆ૪ղܾखଓ）の専門家、ฆ૪ղܾやରのフΝシ
リテーター・ϝディΤーター、ަ ব力とฆ૪ղܾϚイン
ドを持った組৫ܦӦ人となれる人材を育成します。

ᶅମܕݧ学शとέースݕ౼Ͱฆ૪ղܾの࣮ફྗΛ
　2年ؒͰϚスター

交বฆ૪ղܾ࣮ફίース

৫地域社会での対立・ᷤ ౻・ฆ૪にݐઃతにऔりΈ、
ະདྷをͭ͘るϦʔμʔをҭ成し·すɻ

　私は長期履修学生として̐年目をܴえま
した。ೖ学࣌はখ学ߍ長の職にありました
が、ࠓは教育行のཧ職として、学ݱߍ場
でىこる༷ʑなର 機ཧةฆ૪の・౻ཱ・
の在り方について、実ફ的取組を研究して
います。
　本実ફコースで学ぶ院生の΄とんどは社
会人で、職छ、勤地、年ྸߏ成も༷ʑです。

ଞ分野でのݧܦを持ちدったスクーリング、Φンラインでの「
間・ٳ日授業」や出勤前の「ૣே自ओθミ」、ݱ院生と修ྃ生間
のネットϫークを生かした「教育ηミナー」の企ըӡӦなど、৽
たな学びのスタイルをମݧできました。
　長期履修学生としてより多くの授業を履修でき、༷ ʑな出会
いとަྲྀの機会を得たことが私の࢈ࡒとなっています。

2022　交বฆ૪ղܾ࣮ફίース　2

ߐ 一࢙

本コースのಛ৭

　๏学、ެ 共ࡦ学、ฆ૪ղܾ学に関する多༷な科目を、
目的にԠじたクラスタ制のもとでաෆなく効率的に
学ます。

ᶃ࣮にԠ༻Մなɺ๏学ɺެ 学のଟ༷なࡦڞ
　科Λ૯߹తに学Δ

　長期履修や1年在学制度、間、ि開ߨなど、社会人
にྀした履修モデルと࣌間ׂをઃ定しています。

ᶄ社会人にもྀしͨॊೈな履修Ϟσルとׂؒ࣌

　๏学、࣏学、ࡁܦ学分野の基ૅ科目と日本๏ೖ門、
ެ共ࡦೖ門など日本の๏制度、࣏制度についての知
ࣝがे分でないཹ学生および๏学部Ҏ外の学部のଔ業
者にྀした科目をઃஔして大学院教育のԁなಋ
ೖを図ります。

ᶅཹ学生ɺ๏学部出ऀҎ֎にもྀしͨ本๏ɺ
　本のެڞࡦにؔすΔૅج科܈

　私はݱ在、平日は社会人として勤しな
がら大学院でެ共ࡦについて学んでい
ます。ࣄとฒ行した大学院での研究は
間の࣌間等の制もあるため、限られた࣌
中でܭը的にਐめていくことを常にҙࣝ
しています。テーϚについては、地域ࡦ
に関心があったため、地域価をҡ持・向
্さͤるための取り組みの一つとして

目されているΤリアϚネジϝントについて研究しています。
研究では୲教授をはじめ、༷ ʑな分野の方ʑからそれぞれの
点からのアドόイスをいただけるので、大มॆ実した研究ࢹ
。となっていますڥ
と研究のཱ྆を図りながら、大学院でࣄ後は、引きଓきࠓ　
学んだことを্ࣄでも活かͤていけれとߟえています。

๏・ެ ફίース࣮ࡦڞ

2022　๏・ެڞ࣮ࡦફίース　2

҆ ༟೭

　本コースには、ެ 員、֤ छ士業等の国家ݧࢼや資格ݧࢼ合格を目ࢦす学生、あるいはすでにそのような職にबいている社会人
学生、ླཱྀ 学生で日本の༷ʑなࡦ研究を学びたい学生が在੶しています。学部での学びをより深めるのもྑいでしΐうし、学部と
はまたҧった分野の学にも৮れながら自分の学びを深めるのもよいでしΐう。教員はօさんの学びにରして、๛かな学ࣝݧܦに
基づいてアドόイスしてくれるでしΐう。しかし、大学院の学びのओは学生であるあなた自身です。あなたが、自分でテーϚを
ઃ定して、自らの力で学びを深めていく、間と切磋琢磨しながらそのような力を養ってください。

2022年度　๏・ެ 共ࡦ実ફコース長 ֎ ݈Ұ
　#Uo#に生じるトラブル、組৫内のিಥや᫁、家ఉや学ߍや地域社会でىこるᴥᴪやすれҧい等、ݱ在社会にはௐとղܾが
求められるࣄฑにあ;れています。これらにެ平ެ正に向き合い、όックグランドのҟなるࣄ者らにコミットして๛かなղ
ܾのಓےを༩え、Ҏ߱の同छ同ྨのฆ૪を༧することさえもՄとする技が、ࠓ後ますます求められることになるでしΐう。
　2020年度にリニューアルされた「ަবฆ૪ղܾ実ફコース」は、ฆ૪ղܾのࠜװディシプリンを志向した๏学と、ฆ૪ղܾの
に学るਐ取のプログラムを༻ҙし、多༷な学びとղܾトϨーニングをαϙートし࣌化のためのさまざまなཧと技๏を同ݱ۩
ます。

2022年度　ަবฆ૪ղܾ実ફコース長 ࠠ തত

現代社会にੜىするෳࡶଟ༷化した๏తެڞࡦతॾの
ཧతղܾをਤることができる人材をҭ成し·すɻ

　私は熊本大学๏学部に在੶していたࠒに
所属していたθミの先生に、ࢦಋ教員とし
て引きଓきお世になっています。大学院
では、学部のࠒにൺると、́ とんどのٛߨ
がগ人制かつٛߨのもগなくなるҝ、
の内༰もೱくなり、Ճえて、ब職活動等ٛߨ
もありますが、自分のϖースで研究に取り
組Ήことができます。

　研究は、児ಐࢱにڵຯがあり、「ཁอޢ児ಐの社会的養ޢの
在り方について」をテーϚに行っています。大学院では、先生方
はもちろん、社会人の院生の方もいらっしゃり、それぞれ研究を
なさっている方ʑの༷ʑなҙ見や知ࣝに৮れることができる点
が魅力だと感じています。
ಋを௨して、より知ࣝを深め、研究にྭみࢦ後、先生方の͝ࠓ　
たいと思っています。

2022　๏・ެڞ࣮ࡦફίース　2

খ田 ཬൕ

行・๏職ެ員クラスタ（ݑ๏ԋ習、行๏ԋ習、行学ԋ習、等）
（、等ࡒ行、地方࣏ݱ、੫๏ԋ習ે）クラスタࡒ
外ެ員クラスタ（国ࡍ๏ԋ習、国ࡍ関ԋ習、等）
グローόル企業クラスタ（国ࡍ取引๏ԋ習、知的࢈ࡒ๏ԋ習、等）
グローόルクラスタ（グローόルڥࡦ、ࡁܦࡦ、等）
まちづくりクラスタ（ެ共学、地域ࡦ、等）
ެ、、行๏ԋ習ࡦڥ）クラスタڥ 共ฆ૪ղܾ、等）
૪ু๏クラスタ（ຽࣄૌু๏ԋ習、ࣄܐૌু๏ԋ習、等）
ެ共๏クラスタ（ҩྍ๏、社会อো๏、ࡂと๏、等）
੫ཧ๏クラスタ（ે੫๏ԋ習、ࡁܦ๏ԋ習、年ۚと๏、等）
中খ企業๏クラスタ（中খ会社๏、࿑ಇ๏ԋ習、等）

クϥスタとओな授業科（ৄ͠く1.5 ）

ฆ૪ม༰フΝシリテーションクラスタ
（ฆ૪ม༰のཧと技๏、μイアローグ実ફ、ケース分ੳ・フィールドԋ習、等）
ฆ૪ม༰フΝシリテーションアドόンスドクラスタ
（ަবのཧと技๏、ฆ૪ղܾと心ཧ学、ϝディΤーションのཧと技๏、等）
人間科学系専門職ެ員クラスタ
（গ子高ྸ社会と๏、年ۚと๏、高ྸ者࢈ࡒཧと๏、等）

クϥスタとओな授業科（ৄ͠く1.5）

　私はหޢ士として、日ʑฆ૪のରԠをし
ています。ฆ૪ղܾ学を実ફ的に学ぶ場は、
日ʑฆ૪に携わる者にとってॏཁだと思い
ます。
　ަবղܾ実ફコースでは、多角的なࢹ点
から、目の前にݱれているのରॲのみ
ならず、ࣄ者の感的᫁をؚめ、ࠜ 本的
なݪҼを୳求してどのようにղܾをしてい

くかを学る場です。私はকདྷ、หޢ士のཱ場からฆ૪ղܾ学
をよりਁಁさͤ実に活かしていくことを目ࢦしています。
実家が、日ʑのࣄを行いながら学習をଓけることは༰қで
はありまͤん。しかし、ࣄを行いながら、同࣌にそのࣄをฆ
૪ղܾ学の観点からଊえられるというڥは、実家にとって
、と学習をより効果的なものにしてくれます。そのҙຯでࣄ
日ʑฆ૪のରԠを行う者にとって、とても価のあるڥだと
思います。

2022　交বฆ૪ղܾ࣮ફίース　2
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+oJOU DFHSFF 1SoHSBN JO $oOqJDU 3FToMVUJoO CFUXFFO ,6 BOE 6.BTT #oTUoO

学Ґ�म࢜（ฆ૪ղܾ学）

●Ϛανϡーηοπभཱ大学　Ϙスτンߍʹͯ

ओな授業科

　本専攻のジョイント・ディグリー・プログラム（ҎԼ、+D1とུ）の特は、何とݴっても、アϝリΧの大学と共同で学Ґプログラム
を࡞っているということです。2年間で熊本大学とϚανューηッπ大学Ϙストンߍとの࿈໊での修士߸が取得できるという、日本
ではଞにないプログラムです。しかも、アϝリΧの高ֹな学අをわなくても、熊本大学の授業ྉのみで学Ґを取れるという、大ม
にしいプログラムです。ฆ૪ղܾ学はアϝリΧでは大ม普及した学分野で、ฆ૪ղܾを௨した৽たな社会૾を୳る学です。
には、日本でも大きなׂを果たすことが期される学です。օさん࣌日のように、ม化がܹしく、価観のม動が大きいࠓ
のνャϨンジをっています。

2022年度　熊本大学・Ϛανューηッπभཱ大学Ϙストンߍ　ฆ૪ղܾ国ࡍ࿈携専攻長 ҏ౻ ༸య

アυミογϣンϙϦγー
ΊΔ学生૾ٻ
ۙ年、日本社会でも、人ʑのҙࣝのม化、社会ߏのม化、グローόル化等により、Ҏ前ではߟえられなかったฆ૪

（コンフリクト）ݱが生じており、社会的課となってきている。また、֤ 地の༷ʑなࡂが、ඃࡂ地域あるいはその
外ଆにもฆ૪をそのたびにもたらしており、そのղܾのख๏及びシステムのߏஙが求められている。そこで本専攻
では、࣍のような人を求める。

̍ɽ身ۙな人間関、家ఉ、組৫また地域、国、国ࡍ社会Ϩϕルなどの、ローΧルな、またグローόルなฆ૪をݱ社
会のॏཁで必須の課としてଊえる人

̎ɽそうしたฆ૪の๏的またはެ共ࡦ的なղܾのみならず、ରや行動科学に基づく方๏などによって、相互的・
したいというҙཉにຬちた人ݙߩઃ的に、そして平的にղܾする方๏・システムを学び、よりྑい社会の出にݐ

̏ɽӳޠを共௨ޠݴとして学び、海外での学修にҙཉのある人
̐ɽ日ถの文化的な相ҧにも関心をい、ڠௐして学修するҙཉのある人

　本専攻では、紛争解決学発祥の地である米国の名門大学と、日本で紛争解決学の大学院教育を最初に始めた熊本
大学の両校で単位を取得し、国内外のコンフリクト（対立・葛藤・紛争）に建設的に取り組み、未来をつくるリーダーを
育成します。コンフリクトを目の前からなくすことよりも、コンフリクトの裏にある非平和的状態や暴力的状態に
目を向けて、そこから、人間関係・組織・地域・社会のあり方を平和に変えていくことに焦点を充て、そのための理論や
スキルを学び、フィールドで経験を積みます。特に対話的方法による解決のリーダーを育成します。

　2年間の課程で、紛争解決学の理論的な学修と実地に紛争の現場で学ぶことによって実践的な学修もできるように
授業科目を配置し、日米の紛争解決学の基礎から応用まで学べます。また、アジアの特質なども学ぶことによって、
応用範囲の広い知識を身に付けることができます。

日ถのେ学Ӄで学ͼ、国外での対立・ᷤ ౻・ฆ૪にݐઃతにऔりΈ、
ະདྷをͭ͘るάϩʔΧϧなϦʔμʔをҭ成し·すɻ

IOUSPEVDUPSZ�TIFPSZ、3FTFBSDI�.FUIPE�JO�CPOqJDU�3FTPMVUJPO、/FHPUJBUJPO、CSPTT�CVMUVSBM�CPOqJDU、CPOqJDU�3FTPMVUJPO�JO�
OSHBOJ[BUJPOT、IOUFSOTIJQ�4FNJOBS、IOUFS�(SPVQ�%JBMPH�BOE�'BDJMJUBUJPO、CPMMBCPSBUJWF�(PWFSOBODF、IOUFSOTIJQ

●熊本大学ʹͯ
3FHJPOBM�%FWFMPQNFOU�BOE�CPOqJDU�3FTPMVUJPO�JO�JBQBO、&OWJSPONFOUBM�JVTUJDF�)FBMUI�BOE�CPOqJDU�TSBOTGPSNBUJPO���CBTF�
BOE�'JFME�4UVEJFT）�3FTUPSBUJWF�JVTUJDF���TIFPSJFT�1SBDUJDF�BOE�"QQMJDBUJPOT、CPNQBSBUJWF�4UVEZ�PG�"%3�JO�"TJBO�
CPVOUSJFT、%FDJTJPO�.BLJOH�BOE�(BNF�TIFPSZ�JO�CPOqJDUT、4FDVSJUZ�ITTVFT�PG�&BTU�"TJB、TIF�1PMJUJDT�PG�IEFOUJUZ�BOE�
"OUISPQPMPHZ、-FTTPOT�MFBSOU�GSPN�.JOBNBUB�JODJEFOU��UIF�NBTT�NFUIZMNFSDVSZ�QPJTPOJOH�IBQQFOFE�JO�UIF�QFSJPE�PG�
JBQBO�T�SBQJE�FDPOPNJD�HSPXUI�、)JTUPSZ�PG�%JTDSJNJOBUJPO��)BOTFO�%JTFBTF�JO�,VNBNPUP
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熊本大学をϕースに学ぶօさんは、1 年࣌の � ݄からฆ૪ղܾ学のಋೖや日本のྫࣄについて
学び、9 ݄からถ国のϚανューηッπभཱ大学Ϙストンߍでより本格的にฆ૪ղܾ学のཧや
知ࣝを学びます。2 年࣌の 6 ݄Ҏ߱࠶び熊本大学にり、日本のྫࣄのフィールドϫークを行っ
たり、修士文のࣥචと্͛に取り組みます。

ᶃถの྆大学Ͱ学ͼɺ本ൃのฆ૪ղܾ学の学ҐΛऔಘ

ถ国Ϙストンでの学びはもちろんのこと、熊本大学においても、授業はݪଇӳޠで行われます。
学生は、ೖ学࣌にӳޠでの大学院教育にえうるӳޠ力を持っている必ཁがありますが、ೖ学後
の実ࡍの学びの中で、さらなる磨きをかけます。また、フィールドに出れ、その地域の特༗の
༿ݴそして必ཁにԠじてローΧルな、ޠとӳޠなどもཧղする必ཁがあります。日本ݴや方ޠݴ
をいこなし、グローόル・ローΧルに活躍する人材を育成します。

ᶄ授業はすてӳޠ

のฆ૪ղܾ学は、ถ国が発の地ともいわれています。この学の先地であるถ国、特にݱ
世界の学の中心ࢢであるϘストンでฆ૪ղܾ学の࠷৽のཧを学びます。また日本では、
ਫມපެ、ϋンηンප、ݪ発ނࣄなど、ݱ在ਐ行形のڥや݈߁をめぐるコンフリクトྫࣄと
中心に学び、࠷৽のཧをフィールドにద༻しながら実ફ力を磨きます。

ᶅ࠷ઌのཧとϑΟールυͰの学ͼΛॏࢹ

μΠバーγςΟ͋Δ学ͼͷ場

Ϛανϡーηοπभཱ大学Ϙスτンߍ
「ฆ૪ղܾઐ߈」൘

ฆ૪ղܾ学ࡍࠃ࿈ܞ専攻
学Ґ�म࢜（ฆ૪ղܾ学）
アυミογϣンϙϦγー

ฆ૪ղܾ学ࡍࠃ࿈ܞ専攻ฆ૪ղܾ学ࡍࠃ࿈ܞ専攻
ߍຊେ学ɾϚανϡʔηοπभཱେ学Ϙετϯ۽

ฆ૪ղܾ学ࡍࠃ࿈ܞ専攻ฆ૪ղܾ学ࡍࠃ࿈ܞ専攻ฆ૪ղܾ学ࡍࠃ࿈ܞ専攻
ʔηοπभཱେ学Ϙετϯ۽ߍຊେ学ɾϚανϡʔηοπभཱେ学Ϙετϯߍ

博 士 前 期 課 程

ฆ૪ղܾ学ࡍࠃ࿈ܞ専攻ฆ૪ղܾ学ࡍࠃ࿈ܞ専攻ฆ૪ղܾ学ࡍࠃ࿈ܞ専攻
ߍʔηοπभཱେ学Ϙετϯߍʔηοπभཱେ学Ϙετϯߍຊେ学ɾϚανννϡϡϡʔηοπभཱେ学Ϙετϯ۽ຊେ学ɾϚα۽ຊେ学ɾϚα۽
博 士 前 期 課 程博 士 前 期 課 程博 士 前 期 課 程
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熊本大学をϕースに学ぶօさんは、1 年࣌の � ݄からฆ૪ղܾ学のಋೖや日本のྫࣄについて
学び、9 ݄からถ国のϚανューηッπभཱ大学Ϙストンߍでより本格的にฆ૪ղܾ学のཧや
知ࣝを学びます。2 年࣌の 6 ݄Ҏ߱࠶び熊本大学にり、日本のྫࣄのフィールドϫークを行っ
たり、修士文のࣥචと্͛に取り組みます。

ᶃถの྆大学Ͱ学ͼɺ本ൃのฆ૪ղܾ学の学ҐΛऔಘ

ถ国Ϙストンでの学びはもちろんのこと、熊本大学においても、授業はݪଇӳޠで行われます。
学生は、ೖ学࣌にӳޠでの大学院教育にえうるӳޠ力を持っている必ཁがありますが、ೖ学後
の実ࡍの学びの中で、さらなる磨きをかけます。また、フィールドに出れ、その地域の特༗の
༿ݴそして必ཁにԠじてローΧルな、ޠとӳޠなどもཧղする必ཁがあります。日本ݴや方ޠݴ
をいこなし、グローόル・ローΧルに活躍する人材を育成します。

ᶄ授業はすてӳޠ

のฆ૪ղܾ学は、ถ国が発の地ともいわれています。この学の先地であるถ国、特にݱ
世界の学の中心ࢢであるϘストンでฆ૪ղܾ学の࠷৽のཧを学びます。また日本では、
ਫມපެ、ϋンηンප、ݪ発ނࣄなど、ݱ在ਐ行形のڥや݈߁をめぐるコンフリクトྫࣄと
中心に学び、࠷৽のཧをフィールドにద༻しながら実ફ力を磨きます。

ᶅ࠷ઌのཧとϑΟールυͰの学ͼΛॏࢹ

μΠバーγςΟ͋Δ学ͼͷ場

Ϛανϡーηοπभཱ大学Ϙスτンߍ
「ฆ૪ղܾઐ߈」൘

ฆ૪ղܾ学ࡍࠃ࿈ܞ専攻ฆ૪ղܾ学ࡍࠃ࿈ܞ専攻
ߍຊେ学ɾϚανϡʔηοπभཱେ学Ϙετϯ۽ߍຊେ学ɾϚανϡʔηοπभཱେ学Ϙετϯ۽
博 士 前 期 課 程博 士 前 期 課 程
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ࣾձਓؒ学専攻ݱ
博 士 前 期 課 程

学Ґ�म࢜（จ学、๏学、学ज़）

౦ΞジΞ・Ϗジωス・ίミϡχέーγϣンઐ৬ίース

中国・等の大学で日本ޠ専攻の学部教育を修ྃした学生は、
研究生・科目等履修生などをܦることなく、本コースにਐ学する
ことができます。日系企業などに勤ݧܦのある学生は日本企
業文化のཧղを深め、スキルアップにつながります。

本コースのಛ৭
ᶃスτϨーτϚスター

ビジネスのݱ場に直݁した内༰を幅広く学ぶことができます。
また、ϫークショップ型ԋ習、プロジェクト研究、リαーνϖー
パー࡞成など、多༷な授業形ଶによって学生の学ぶҙཉにԠえ
ます。

ᶄ࣮ફܕ教育のॏࢹとଟ༷な授業ܗଶ

●ඞमՊ தൺֱࣾձ、தൺֱจԽ、தൺֱ経Ӧ、
౦ΞジΞݱ経ࡁ、ಛผڀݚᶗ、ಛผڀݚᶘ

●ͦͷଞओͳՊ ϓϩジΣΫτڀݚ、ϫーΫγϣοϓܕԋश、
ҟจԽؒίミϡχέーγϣンԋश、本ޠจॻ࡞成ԋश

「日本ޠ文ॻ࡞成ԋ習」を௨し、日本ޠをॻく力を高めるととも
に、গ人のର໘型教育により日本ޠをฉき取る力・す力を
向্さͤます。また、ླཱྀ 学生と日本人学生が同じ教ࣨで学びٞ
していける授業をఏ供していくことで、日常的に日本人との
ަྲྀのྠを広͛ていくことができます。

ᶅߴ度な本ޠྗの育
ओな授業科

 日中྆国の関は21世لのݱ在、しいஈ֊にೖりつつあるとݴえます。すなわち、改革・開์Ҏ߱の中国の目֮ましいࡁܦ発లに
より、༗࢙Ҏདྷॳめて日中྆国の国力はߧۉ化しつつあります。そのような中で・ຽ間Ϩϕルともどのように྆国の関をߏங
していくかについて、しているのがݱঢ়です。本コースではそのような྆国間のΪャップをຒめるく、多࠼な授業を௨して広
いࢹ野と高度な専門的知ࣝを身につけることを目的としています。

2022年度　౦アジア・ビジネス・コミュニケーション専門職コース長 ล 

中国人ཹ学ੜのためのϏジωε・ίϛϡχέʔγϣϯίʔεɻ日中Ϗジωεの
ϓϩϑΣογϣφϧをҭて·すɻ

　子供のࠒから日本のアニϝに深いڵຯを持って
いました。201�年に学部をଔ業して、日本にཹ学を
ܾめました。日常生活で日本やアジアॾ国の༑ୡと
のަྲྀを深め、ҟ文化コミュニケーションを深く
ཧղしたいです。2022年�݄に熊本大学にೖ学して
本コースでษڧしています。本コースは、専門の

研究者により、授業でҟ文化間の知ࣝを修得することができます。
研究ࣨで日本人の学生と日常を共にし、研究内༰を一緒にݕ౼する
ことがとてもָしいです。কདྷは、日本でब職したいとߟえ、本コース
でษڧする内༰をब職に活かしていきたいと思っています。

アυミογϣンϙϦγー
ΊΔ学生૾ٻ
人文・社会に関わる学術領域の研究方๏あるいは学ࡍ的な研究方๏を身に付けることにより、人間や社会における
。のॾをཧ的、実ફ的にղܾしたい人を求めるݱ

̍ɽ౦アジア地域におけるビジネスのݱ場で、日中の相ҧから生じるॾをղܾしスムーζなコミュニケーショ
ンを図ることのできる力を身に付け実ફできる職業人をめざす人

̎ɽݱ社会のྙཧ的ॾをཧ的・実証的にଊえ、それを実ફや研究に活かす力を身に付けることをめざす人
̏ɽフィールドϫークをओとしたௐࠪ方๏に基づき、国内外の社会文化的、ޠݴ的、地ཧ的ॾݱを実証的・ཧ

的に研究することをめざす人
̐ɽ認知という組みから人間をཧղする学や心ཧ学の方๏を௨じて、ݱ社会の実ફ的にରして合ཧ的・

٬観的にରॲする力を身に付けたい人

2022　౦ΞジΞ・Ϗジωス・ίミϡχέーγϣン
ઐ৬ίース　1　

規範ྙཧ学やԠ༻ྙཧ学、社会ௐࠪ、ҩྍ社会学に関する多࠼
な授業科目をඋえています。

本コースのಛ৭
ᶃଟ༷なΧϦキϡϥϜ

社会ௐࠪ力と文ݙಡղ力を基盤に、先ྙཧ学を研究します。
ケーススタディとディスΧッションをॏࢹし、ݱのྙཧ的
の۩ମ૾をଊえ、その本࣭のղ໌とՄなղܾࡦをݕ౼して
いきます。

ᶄཧと࣮ફの྆໘からの研究

●ඞमՊ 、˞ձࣾࢱྙཧ˞、ҩྍ福ݱ
ਂ৺ཧ˞、ઌྙཧ学ߪಡ˞、
ઌྙཧௐࠪڀݚ、ϓϩジΣΫτڀݚ、
ಛผڀݚᶗ、ಛผڀݚᶘ

●ͦͷଞओͳՊ ྟচྙཧ、ݱઌྙཧ、ੜ໋環ྙڥཧ

的にディスΧッۃ先のテキストに৮れ、学会や研究会でੵ࠷
ションする܇࿅をੵみॏͶることで、後期課程のਐ学にもे
分な学力を身につけることがՄです。

ᶅࠃ֎の࠷ઌの研究に৮ΕΔ

ઌྙཧ学ڀݚίース

ओな授業科

༷、社会では、先ҩྍ技術やใ化社会などのਐలによってݱ　 ʑな場໘でྙཧ的なが生じています。それに伴って、そう
したをཧ的・実証的にଊえ、それにରॲしうる力がཁされています。先ྙཧ学研究コースでは、ྙ ཧ学基ૅཧと社会
学的なௐࠪ研究などを༗機的に࿈関さͤることで、ҩྍやཱࡦҊのݱ場のཁに本格的にԠえ、先ਐ的なԠ༻ྙཧ研究をՄとす
るプログラムをఏ供しています。

2022年度　先ྙཧ学研究コース長 த ً

（˞Λͨ͠Պから2Պબͯ͠ඞम）

現代社会のྙཧతॾをཧత・࣮ ূతにଊ͑、ͦ Εに対ॲしうる能力を養成する

　先ྙཧ学研究コースでは、ྙ ཧ学はもちろん
のことҩྍ社会学や深心ཧ学といった、幅広い
分野のࣄฑについて学んだりٞしたりすること
ができます。私は、Ԡ༻ྙཧ学の一つであるビジ
ネスྙཧ学について、ٛ とケアのྙཧという
規範ྙཧ学のೋつのཧはཱ྆Մかというテー
Ϛで研究をਐめています。このことからもわかる

ように、本コースでは֤分野のཧを学ぶだけではなく、実ࡍの社会
にまつわるॾについてもٞや研究をしていきます。授業では
社会人の方や外国の方など༷ʑな人とҙ見をަわすため、৽しいߟえ
の発見などを௨して、自ݾの研究にཱつようなࢹ点を得ることがで
きます。

2022　ઌྙཧ学ڀݚίース　2 தౡ ܛ子

ு य़Ӎ
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博 士 前 期 課 程

学Ґ�म࢜（จ学、๏学、学ज़）

౦ΞジΞ・Ϗジωス・ίミϡχέーγϣンઐ৬ίース

中国・等の大学で日本ޠ専攻の学部教育を修ྃした学生は、
研究生・科目等履修生などをܦることなく、本コースにਐ学する
ことができます。日系企業などに勤ݧܦのある学生は日本企
業文化のཧղを深め、スキルアップにつながります。

本コースのಛ৭
ᶃスτϨーτϚスター

ビジネスのݱ場に直݁した内༰を幅広く学ぶことができます。
また、ϫークショップ型ԋ習、プロジェクト研究、リαーνϖー
パー࡞成など、多༷な授業形ଶによって学生の学ぶҙཉにԠえ
ます。

ᶄ࣮ફܕ教育のॏࢹとଟ༷な授業ܗଶ

●ඞमՊ தൺֱࣾձ、தൺֱจԽ、தൺֱ経Ӧ、
౦ΞジΞݱ経ࡁ、ಛผڀݚᶗ、ಛผڀݚᶘ

●ͦͷଞओͳՊ ϓϩジΣΫτڀݚ、ϫーΫγϣοϓܕԋश、
ҟจԽؒίミϡχέーγϣンԋश、本ޠจॻ࡞成ԋश

「日本ޠ文ॻ࡞成ԋ習」を௨し、日本ޠをॻく力を高めるととも
に、গ人のର໘型教育により日本ޠをฉき取る力・す力を
向্さͤます。また、ླཱྀ 学生と日本人学生が同じ教ࣨで学びٞ
していける授業をఏ供していくことで、日常的に日本人との
ަྲྀのྠを広͛ていくことができます。

ᶅߴ度な本ޠྗの育
ओな授業科

 日中྆国の関は21世لのݱ在、しいஈ֊にೖりつつあるとݴえます。すなわち、改革・開์Ҏ߱の中国の目֮ましいࡁܦ発లに
より、༗࢙Ҏདྷॳめて日中྆国の国力はߧۉ化しつつあります。そのような中で・ຽ間Ϩϕルともどのように྆国の関をߏங
していくかについて、しているのがݱঢ়です。本コースではそのような྆国間のΪャップをຒめるく、多࠼な授業を௨して広
いࢹ野と高度な専門的知ࣝを身につけることを目的としています。

2022年度　౦アジア・ビジネス・コミュニケーション専門職コース長 ล 

中国人ཹ学ੜのためのϏジωε・ίϛϡχέʔγϣϯίʔεɻ日中Ϗジωεの
ϓϩϑΣογϣφϧをҭて·すɻ

　子供のࠒから日本のアニϝに深いڵຯを持って
いました。201�年に学部をଔ業して、日本にཹ学を
ܾめました。日常生活で日本やアジアॾ国の༑ୡと
のަྲྀを深め、ҟ文化コミュニケーションを深く
ཧղしたいです。2022年�݄に熊本大学にೖ学して
本コースでษڧしています。本コースは、専門の

研究者により、授業でҟ文化間の知ࣝを修得することができます。
研究ࣨで日本人の学生と日常を共にし、研究内༰を一緒にݕ౼する
ことがとてもָしいです。কདྷは、日本でब職したいとߟえ、本コース
でษڧする内༰をब職に活かしていきたいと思っています。

アυミογϣンϙϦγー
ΊΔ学生૾ٻ
人文・社会に関わる学術領域の研究方๏あるいは学ࡍ的な研究方๏を身に付けることにより、人間や社会における
。のॾをཧ的、実ફ的にղܾしたい人を求めるݱ

̍ɽ౦アジア地域におけるビジネスのݱ場で、日中の相ҧから生じるॾをղܾしスムーζなコミュニケーショ
ンを図ることのできる力を身に付け実ફできる職業人をめざす人

̎ɽݱ社会のྙཧ的ॾをཧ的・実証的にଊえ、それを実ફや研究に活かす力を身に付けることをめざす人
̏ɽフィールドϫークをओとしたௐࠪ方๏に基づき、国内外の社会文化的、ޠݴ的、地ཧ的ॾݱを実証的・ཧ

的に研究することをめざす人
̐ɽ認知という組みから人間をཧղする学や心ཧ学の方๏を௨じて、ݱ社会の実ફ的にରして合ཧ的・

٬観的にରॲする力を身に付けたい人

2022　౦ΞジΞ・Ϗジωス・ίミϡχέーγϣン
ઐ৬ίース　1　

規範ྙཧ学やԠ༻ྙཧ学、社会ௐࠪ、ҩྍ社会学に関する多࠼
な授業科目をඋえています。

本コースのಛ৭
ᶃଟ༷なΧϦキϡϥϜ

社会ௐࠪ力と文ݙಡղ力を基盤に、先ྙཧ学を研究します。
ケーススタディとディスΧッションをॏࢹし、ݱのྙཧ的
の۩ମ૾をଊえ、その本࣭のղ໌とՄなղܾࡦをݕ౼して
いきます。

ᶄཧと࣮ફの྆໘からの研究

●ඞमՊ 、˞ձࣾࢱྙཧ˞、ҩྍ福ݱ
ਂ৺ཧ˞、ઌྙཧ学ߪಡ˞、
ઌྙཧௐࠪڀݚ、ϓϩジΣΫτڀݚ、
ಛผڀݚᶗ、ಛผڀݚᶘ

●ͦͷଞओͳՊ ྟচྙཧ、ݱઌྙཧ、ੜ໋環ྙڥཧ

的にディスΧッۃ先のテキストに৮れ、学会や研究会でੵ࠷
ションする܇࿅をੵみॏͶることで、後期課程のਐ学にもे
分な学力を身につけることがՄです。

ᶅࠃ֎の࠷ઌの研究に৮ΕΔ

ઌྙཧ学ڀݚίース

ओな授業科

༷、社会では、先ҩྍ技術やใ化社会などのਐలによってݱ　 ʑな場໘でྙཧ的なが生じています。それに伴って、そう
したをཧ的・実証的にଊえ、それにରॲしうる力がཁされています。先ྙཧ学研究コースでは、ྙ ཧ学基ૅཧと社会
学的なௐࠪ研究などを༗機的に࿈関さͤることで、ҩྍやཱࡦҊのݱ場のཁに本格的にԠえ、先ਐ的なԠ༻ྙཧ研究をՄとす
るプログラムをఏ供しています。

2022年度　先ྙཧ学研究コース長 த ً

（˞Λͨ͠Պから2Պબͯ͠ඞम）

現代社会のྙཧతॾをཧత・࣮ ূతにଊ͑、ͦ Εに対ॲしうる能力を養成する

　先ྙཧ学研究コースでは、ྙ ཧ学はもちろん
のことҩྍ社会学や深心ཧ学といった、幅広い
分野のࣄฑについて学んだりٞしたりすること
ができます。私は、Ԡ༻ྙཧ学の一つであるビジ
ネスྙཧ学について、ٛ とケアのྙཧという
規範ྙཧ学のೋつのཧはཱ྆Մかというテー
Ϛで研究をਐめています。このことからもわかる

ように、本コースでは֤分野のཧを学ぶだけではなく、実ࡍの社会
にまつわるॾについてもٞや研究をしていきます。授業では
社会人の方や外国の方など༷ʑな人とҙ見をަわすため、৽しいߟえ
の発見などを௨して、自ݾの研究にཱつようなࢹ点を得ることがで
きます。

2022　ઌྙཧ学ڀݚίース　2 தౡ ܛ子

ு य़Ӎ
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Ԥ文の学術文ݙを൷的にಡղする力を育成するためのԋ習
形ଶの授業を開ߨします。さらに、学にॏ点をஔく学生には
学思ߟと文ݙಡղの基ૅを修得さͤ、心ཧ学にॏ点をஔく学
生には実ݧ心ཧ学の方๏を修得さͤます。

本コースのಛ৭
ᶃಡղɺج൫తなྗのܗ

൷的ディスΧッションと院生ݸʑの研究テーϚについてのݸ
ผࢦಋをॏࢹします。本研究コースのͶらいとする֓೦的究
と実証的研究との相互ࢀর・ڠಇを図るための科目をಋೖし、
ैདྷにない発のల開をଅਐします。

ᶄੑΛߴΊΔͨΊの教育ํ๏

●ඞमՊ ೝՊ学、ೝݱ˞、ޠݴ学ڀݚ˞、
֮৺ཧ学ಛ˞、ೝ৺ཧ学ಛ˞、ಛผ
ᶘڀݚᶗ、ಛผڀݚ

●ͦͷଞओͳՊ ৺ͷ学ڀݚ、࣮ ৺ཧ学ಛݧ

大学院先科学研究部等の教員による科学やࢉܭ機科学関࿈
授業を開ߨし、研究ࢹ点を広͛深めます。

ᶅ学ࡍత研究ɾ教育

共同研究者などを中心に学外・国外の研究者をটᡈしてηミ
ナーなどを行い、学生が学的ܹを受ける機会を増やし、研
究にରするҙཉを高めます。

ᶆ学֎ɾࠃ֎のؔػとの࿈ܞ

ೝ学・৺ཧ学ڀݚίース

ओな授業科

ϑΟールυリαーνڀݚίース

֤専門領域の基ૅ的なߟえ方を学び、フィールドリαーν実習
およびプロジェクト研究を௨して実ફ的な研究方๏を習得しま
す。フィールドリαーνに関するମ系化されたΧリキュラムも
研究をαϙートします。

本コースのಛ৭

ᶃ࣮ફతな研究ํ๏Λにつ͚Δ

教員が中心となって行うプロジェクト研究の一員としてフィー
ルドリαーνを実ફすることで、専門的知ࣝと技術にՃえて、
自ཱした研究者としてのҙࣝのཱ֬を目ࢦします。

ᶄཱࣗしͨ研究ऀとして

●ඞमՊ
ϑΟールυリαーνํ๏、ݱޠݴཧ˞、
ࣾձจԽཧ˞、地ҬՊ学ཧ˞、
ϑΟールυリαーν࣮शᶗ（ࣾձจԽௐ࣮ࠪश）ˎ 、
ϑΟールυリαーν࣮शᶘ（ޠݴௐ࣮ࠪश）ˎ 、
ϑΟールυリαーν࣮शᶙ（ຽଏௐ࣮ࠪश）ˎ 、
ϑΟールυリαーν࣮शᶚ（地ཧௐ࣮ࠪश）ˎ 、
ಛผڀݚᶗ、ಛผڀݚᶘ

学外の研究者ともަྲྀՄなηミナーなどのࢀՃ、あるいは国
内外の学会での研究成果の発දをଅし、学的ܹにより研究
がさらに深化するようにࢦಋします。

ᶅ研究ਂ化へのڥඋ

ओな授業科

　学あるいは心ཧ学のどちらかの方๏に࣠をおいて研究しつつ、認知科学のॾ領域の研究成果もࢀরして、よりࢹ野の広い
組みから人間をཧղすることを目ࢦします。さらに、このようにして基ૅཧにཪづけられた֬かな方๏を身につけることで、
科学技術の高度化や社会システムのෳࡶ化にともなって生じたݱのさまざまなにも合ཧ的かつ٬観的にରॲする力を育
てます。

2022年度　認知学・心ཧ学研究コース長

　本コースは、フィールドでௐ ・ࠪ観ଌなどによってऩूするใ・資ྉに基づき、ݱ実世界のॾࣄを実証的・ཧ的に研究する
ことを志す学生をܴします。特定の専門領域を深く学修しつつ、同࣌にۙྡ領域ࢹ野を広͛ることが、๛かな学的成果をも
たらすことになります。本コースでは、༷ ʑな専門領域の教員のࢦಋによって深い専門性と幅広い知ࣝをともに修得できるように
Χリキュラムをฤ成しています。

2022年度　フィールドリαーν研究コース長

େ⁋ ਖ਼

ถౡ ສ༗ࢠ

（˞Λͨ͠Պから̍Պબͯ͠ඞम）

（˞Λͨ͠Պから̍Պબͯ͠ඞम、ˎ もಉ༷）

国外の׆ಈྖ域を༷ʑなʮϑΟʔϧυʯ͔ ΒಡΈղいてい͘ことで、現代社会の࣮ଶを
ਖ਼֬にଊ͑る能力と൷力を養成する

学͋るい৺ཧ学を深め、人ؒのॾをཧత・࣮ ূతにղܾする能力を養成する

　$07ID�19パンデミックがいまだऩଋしないݱ在、
フィールドϫークのあり方をࡧしつつ、つͶにその
価をい直してゆくような研究が必ཁとされていま
す。本コースにおいては、ݱ社会のॾࣄについて
フィールドϫークを௨じたཧ的な研究の方๏を学ぶ
ことはもちろん、۩ମ的な研究のಓすじをもとに、多
༷かつಠ自性を持った資ྉや文ݙに৮れることができ
ます。何よりも、ここには、学生とରし、ݾの研究を

Ѫする先生方との出会いがあります。これらの出会いは私にとって、目の
まえのもの͝とを見つめ、分ੳしてゆく্でܽかͤないものです。この場
所で、ཧをޠる方๏を学び、研究をଓけてゆきたいと思います。

2022　ϑΟールυリαーνڀݚίース　1 ࡙ ྛࠓ

　私は、熊本大学にೖ学するҎ前に、日本ޠをษڧする
ためにभに住んでいました。うつපに関心があり、
大学で心ཧ学をษڧすることをر望しました。日本ޠ
学ߍの先生のקめで、熊本大学の総合人間学科を目ࢦ
しました。࠷ॳは日本の大学に׳れるのにۤ࿑しまし
たが、先生や先ഐ、༑ୡのおか͛でঃʑに生活と学業を
ཱ྆することができるようになりました。
　学から生した心ཧ学は、幅の広い学分野です。

人の心、動きなどを観するため、日常生活でඇ常ににཱつことがあり、
私にとってとても魅力的な学分野です。うつපの人たちをॿけられるよ
うになりたいので、ݱ在、コミュニケーションについて研究しています。
先生が༏しくࢦಋしてくださるので、分からない部分をいつでも相ஊでき
ます。熊本大学での学習ମݧは、私の人生のๅだと思います。

2022　ೝ学・৺ཧ学ڀݚίース　1 ᪅ ୩Ӎ

文化学専攻
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博 士 前 期 課 程

学Ґ�म࢜（จ学、学ज़）
アυミογϣンϙϦγー
ΊΔ学生૾ٻ
と文学のॾ領域において、学術的知見を基盤としޠݴと文学、Ԥถのޠݴ学、ຽଏ学、日本・౦アジアのݹߟ、学࢙ྺ
て、高度かつ実ફ的力を修得し、文化行、教育、Ϛスコミ等の分野で専門的職業人として活動できる人、および
それぞれの学術領域の研究の基ૅを修め、引きଓき博士後期課程において専門を深めうる研究の୲いखを育成する
ことを目ඪとしている。このような観点から、本専攻は࣍のような人を求める。

̍ɽ地域のྺ࢙や文化にࠜざした文化行・博ؗ学ܳ員のΤキスパートをめざす人
̎ɽ日本ޠ日本文学・中国ޠ中国文学の学術的成果をૅに、授業に広がりと深みを༩える国ޠ教員をめざす人
̏ɽ高度なཧと実ફ力を݉Ͷඋえた、ݱ場でのӳޠ教育改ળで先ਐ的ׂを୲える専門職をめざす人
̐ɽ高度の࢙ྉಡղ力を基盤に、ྺ をओମ的に研究するスキルを身に付けることをめざす人ࣄ࢙
̑ɽ౦アジアのޠݴ・文学・ຽଏについて専門的にかつ広いࢹ野にཱって౦アジア文化研究をめざす人
̒ɽӳޠやドイπޠやフランスޠの高度な力をഓい、ޠݴ・文学・文化研究や国ྲྀަࡍなどの専門家をめざす人
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Ԥ文の学術文ݙを൷的にಡղする力を育成するためのԋ習
形ଶの授業を開ߨします。さらに、学にॏ点をஔく学生には
学思ߟと文ݙಡղの基ૅを修得さͤ、心ཧ学にॏ点をஔく学
生には実ݧ心ཧ学の方๏を修得さͤます。

本コースのಛ৭
ᶃಡղɺج൫తなྗのܗ

൷的ディスΧッションと院生ݸʑの研究テーϚについてのݸ
ผࢦಋをॏࢹします。本研究コースのͶらいとする֓೦的究
と実証的研究との相互ࢀর・ڠಇを図るための科目をಋೖし、
ैདྷにない発のల開をଅਐします。

ᶄੑΛߴΊΔͨΊの教育ํ๏

●ඞमՊ ೝՊ学、ೝݱ˞、ޠݴ学ڀݚ˞、
֮৺ཧ学ಛ˞、ೝ৺ཧ学ಛ˞、ಛผ
ᶘڀݚᶗ、ಛผڀݚ

●ͦͷଞओͳՊ ৺ͷ学ڀݚ、࣮ ৺ཧ学ಛݧ

大学院先科学研究部等の教員による科学やࢉܭ機科学関࿈
授業を開ߨし、研究ࢹ点を広͛深めます。

ᶅ学ࡍత研究ɾ教育

共同研究者などを中心に学外・国外の研究者をটᡈしてηミ
ナーなどを行い、学生が学的ܹを受ける機会を増やし、研
究にରするҙཉを高めます。

ᶆ学֎ɾࠃ֎のؔػとの࿈ܞ

ೝ学・৺ཧ学ڀݚίース

ओな授業科

ϑΟールυリαーνڀݚίース

֤専門領域の基ૅ的なߟえ方を学び、フィールドリαーν実習
およびプロジェクト研究を௨して実ફ的な研究方๏を習得しま
す。フィールドリαーνに関するମ系化されたΧリキュラムも
研究をαϙートします。

本コースのಛ৭

ᶃ࣮ફతな研究ํ๏Λにつ͚Δ

教員が中心となって行うプロジェクト研究の一員としてフィー
ルドリαーνを実ફすることで、専門的知ࣝと技術にՃえて、
自ཱした研究者としてのҙࣝのཱ֬を目ࢦします。

ᶄཱࣗしͨ研究ऀとして

●ඞमՊ
ϑΟールυリαーνํ๏、ݱޠݴཧ˞、
ࣾձจԽཧ˞、地ҬՊ学ཧ˞、
ϑΟールυリαーν࣮शᶗ（ࣾձจԽௐ࣮ࠪश）ˎ 、
ϑΟールυリαーν࣮शᶘ（ޠݴௐ࣮ࠪश）ˎ 、
ϑΟールυリαーν࣮शᶙ（ຽଏௐ࣮ࠪश）ˎ 、
ϑΟールυリαーν࣮शᶚ（地ཧௐ࣮ࠪश）ˎ 、
ಛผڀݚᶗ、ಛผڀݚᶘ

学外の研究者ともަྲྀՄなηミナーなどのࢀՃ、あるいは国
内外の学会での研究成果の発දをଅし、学的ܹにより研究
がさらに深化するようにࢦಋします。

ᶅ研究ਂ化へのڥඋ

ओな授業科

　学あるいは心ཧ学のどちらかの方๏に࣠をおいて研究しつつ、認知科学のॾ領域の研究成果もࢀরして、よりࢹ野の広い
組みから人間をཧղすることを目ࢦします。さらに、このようにして基ૅཧにཪづけられた֬かな方๏を身につけることで、
科学技術の高度化や社会システムのෳࡶ化にともなって生じたݱのさまざまなにも合ཧ的かつ٬観的にରॲする力を育
てます。

2022年度　認知学・心ཧ学研究コース長

　本コースは、フィールドでௐ ・ࠪ観ଌなどによってऩूするใ・資ྉに基づき、ݱ実世界のॾࣄを実証的・ཧ的に研究する
ことを志す学生をܴします。特定の専門領域を深く学修しつつ、同࣌にۙྡ領域ࢹ野を広͛ることが、๛かな学的成果をも
たらすことになります。本コースでは、༷ ʑな専門領域の教員のࢦಋによって深い専門性と幅広い知ࣝをともに修得できるように
Χリキュラムをฤ成しています。

2022年度　フィールドリαーν研究コース長

େ⁋ ਖ਼

ถౡ ສ༗ࢠ

（˞Λͨ͠Պから̍Պબͯ͠ඞम）

（˞Λͨ͠Պから̍Պબͯ͠ඞम、ˎ もಉ༷）

国外の׆ಈྖ域を༷ʑなʮϑΟʔϧυʯ͔ ΒಡΈղいてい͘ことで、現代社会の࣮ଶを
ਖ਼֬にଊ͑る能力と൷力を養成する

学͋るい৺ཧ学を深め、人ؒのॾをཧత・࣮ ূతにղܾする能力を養成する

　$07ID�19パンデミックがいまだऩଋしないݱ在、
フィールドϫークのあり方をࡧしつつ、つͶにその
価をい直してゆくような研究が必ཁとされていま
す。本コースにおいては、ݱ社会のॾࣄについて
フィールドϫークを௨じたཧ的な研究の方๏を学ぶ
ことはもちろん、۩ମ的な研究のಓすじをもとに、多
༷かつಠ自性を持った資ྉや文ݙに৮れることができ
ます。何よりも、ここには、学生とରし、ݾの研究を

Ѫする先生方との出会いがあります。これらの出会いは私にとって、目の
まえのもの͝とを見つめ、分ੳしてゆく্でܽかͤないものです。この場
所で、ཧをޠる方๏を学び、研究をଓけてゆきたいと思います。

2022　ϑΟールυリαーνڀݚίース　1 ࡙ ྛࠓ

　私は、熊本大学にೖ学するҎ前に、日本ޠをษڧする
ためにभに住んでいました。うつපに関心があり、
大学で心ཧ学をษڧすることをر望しました。日本ޠ
学ߍの先生のקめで、熊本大学の総合人間学科を目ࢦ
しました。࠷ॳは日本の大学に׳れるのにۤ࿑しまし
たが、先生や先ഐ、༑ୡのおか͛でঃʑに生活と学業を
ཱ྆することができるようになりました。
　学から生した心ཧ学は、幅の広い学分野です。

人の心、動きなどを観するため、日常生活でඇ常ににཱつことがあり、
私にとってとても魅力的な学分野です。うつපの人たちをॿけられるよ
うになりたいので、ݱ在、コミュニケーションについて研究しています。
先生が༏しくࢦಋしてくださるので、分からない部分をいつでも相ஊでき
ます。熊本大学での学習ମݧは、私の人生のๅだと思います。

2022　ೝ学・৺ཧ学ڀݚίース　1 ᪅ ୩Ӎ
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博 士 前 期 課 程

学Ґ�म࢜（จ学、学ज़）
アυミογϣンϙϦγー
ΊΔ学生૾ٻ
と文学のॾ領域において、学術的知見を基盤としޠݴと文学、Ԥถのޠݴ学、ຽଏ学、日本・౦アジアのݹߟ、学࢙ྺ
て、高度かつ実ફ的力を修得し、文化行、教育、Ϛスコミ等の分野で専門的職業人として活動できる人、および
それぞれの学術領域の研究の基ૅを修め、引きଓき博士後期課程において専門を深めうる研究の୲いखを育成する
ことを目ඪとしている。このような観点から、本専攻は࣍のような人を求める。

̍ɽ地域のྺ࢙や文化にࠜざした文化行・博ؗ学ܳ員のΤキスパートをめざす人
̎ɽ日本ޠ日本文学・中国ޠ中国文学の学術的成果をૅに、授業に広がりと深みを༩える国ޠ教員をめざす人
̏ɽ高度なཧと実ફ力を݉Ͷඋえた、ݱ場でのӳޠ教育改ળで先ਐ的ׂを୲える専門職をめざす人
̐ɽ高度の࢙ྉಡղ力を基盤に、ྺ をओମ的に研究するスキルを身に付けることをめざす人ࣄ࢙
̑ɽ౦アジアのޠݴ・文学・ຽଏについて専門的にかつ広いࢹ野にཱって౦アジア文化研究をめざす人
̒ɽӳޠやドイπޠやフランスޠの高度な力をഓい、ޠݴ・文学・文化研究や国ྲྀަࡍなどの専門家をめざす人
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●ඞमՊ ӳڭޠҭํ๏、ӳޠत࣮ۀફԋश、Ԡ༻ޠݴ学ಛ、
ӳڭޠҭ༰։ൃ、第ೋޠݴशಘԠ༻、ӳޠޠኮशಘ、
Ԡ༻Ի学ԋश、ӳڭޠҭධՁ、
ಛผڀݚᶗ、ಛผڀݚᶘ

●ͦͷଞओͳՊ ӳڭޠҭڀݚ๏、ӳڭޠҭ౷ܭ学、ΞϝリΧจ学ڀݚ、
ӳޠ学ڀݚ

ӳڭޠҭઐ৬ίース

ίースڀݚ学࢙ྺ

熊本やभを中心とした地域社会、それをแׅする日本・౦ア
ジア、そしてରۃにҐஔするԤถなど、それぞれの地域のྺ࢙・
社会文化・思をݸผ専門的に教育・研究するとともに、それら
をൺ ・ֱ総合するࢹ点を形成するプログラムをӡӦします。

本コースのಛ৭
ᶃҬ研究にཱ٭しͨάϩーΧルな࠲ࢹのܗ

の実施ௐࠪや、Ԥถ・アジア֤国の一ࡒ文ॻやҨ・ຒଂ文化ݹ
のਫ਼ಡと分ੳを௨して、それぞれの分野でಠ的ݙྉ・文࢙࣍
研究をਐめるにे分な専門的力を育てます。

ᶄ࣮शɾௐࠪͰഓ͏ઐతྗ

●ඞमՊ ΞジΞํڀݚ࢙๏˞、༸ํڀݚ࢙๏˞、
本ํڀݚ࢙๏˞、จԽํڀݚ࢙๏˞、
ΞジΞ࣏・経࢙ࡁ˞、༸地Ҭࣾձ࢙˞、
本࣏・経࢙ࡁ˞、本ۙࢥ࢙˞、
本ݹߟ学˞、ݹߟ学ࢿྉ˞、ಛผڀݚᶗ、
ಛผڀݚᶘ

本コースのಛ৭

༷ʑなӳޠ教育方๏、データऩूに基づく実ફ的研究、Χリキュラム・
教育内༰の開発等を学び、学ݱߍ場のコンテクストにԠじたӳޠ教育
改ળを中心的に୲う力を養います。また、教材開発等での高大の࿈
携によるӳޠ教育を目ࢦします。

ᶃ教室Ͱの授業࣮ફΛࢧえΔӳޠ教育ํ๏と授業σβΠンの։ൃ

発లがஶしいୈೋޠݴ習得・Ԡ༻ޠݴ学の࠷৽の研究成果を学び、
高ߍ、大学でのӳޠの�技のࢦಋと教材開発、自性・動機付け等の向্
にد༩する教育内༰の開発、評価等のԠ༻をݕ౼します。また、本領域
での研究方๏に基づくリαーνデザインをߏஙできる力を養います。

ᶄୈೋޠݴशಘཧɾԠ༻ޠݴ学の研究Λ׆かしͨӳޠ教育

ٖ授業等を౿まえた省と評価により、授業実ફ力の向্に自的
に取り組みます。また、ݱ職教員と学部からのਐ学者等が互いに学び
合うことにより、教育実ફ者としての成長を目ࢦします。

ᶅ授業࣮ફྗの上と教育࣮ફऀとしての長ΛࢦすϓϩάϥϜ

ӳޠ学、ӳ文学等の学術分野を学び直し、ӳޠ学習のഎܠにあるޠݴ・
文化のཧղを深めるとともに、文๏・ಡղ等のࢦಋにཱてます。
また、ҟ文化間ཧղ研究に基づいたӳޠ教育を開発・実ફできる力
を育成します。

ᶆҟ文化ཧղのͨΊのӳޠ教育

　本コースは、ݱ職高ߍ教員、これから専門職としてのӳޠ教ࢣを目ࢦす方ʑのニーζにԠえるプログラムとしてઃஔされました。
ཱྀླ・職教員と一ൠ・社会人ݱ 学生が互いに学び合える学習共同ମを出し、ཧと実ફを౷合したࢦಋ力を身に付けた、ݱ場でのӳ
、ಋもఏ供しࢦ野にೖれた方の研究ࢹ教育の改ળにおいて先ਐ的ׂを୲う人材を育成します。また、博士後期課程のਐ学をޠ
大学ӳޠ教育改革でݗ引的なׂを果たͤる高度専門人材の養成を目ࢦします。

2022年度　ӳޠ教育専門職コース長 ยܓ ࢁາ

みは、Ӭڧ学の̑つの分野からなります。本コースの࢙学、文化࢙学、༸࢙学、アジアݹߟ、学࢙学研究コースは、日本࢙ྺ　
੨文ݿをච಄とするॆ実した所ଂ࢙ྉを௨じて、あるいはまた、海外ݱ地での࢙資ྉௐࠪや国内におけるҨ発۷ௐࠪを௨じて、
実証とཧにཪ付けられた高度な専門力を養成していることです。学生1人1人の研究にدりఴったϚンπーϚンでのపఈ的
な研究ࢦಋも、本コースの大きな特です。本の࢙ྉをഽで感じながら、Ҳれる教員との学的ରの中で、ྺ 学の৽࢙
しい൶を開けてみまͤんか。

2022年度　ྺ࢙学研究コース長　　ࡾළ ت߂

（˞Λͨ͠Պから̎Պબͯ͠ඞम）

、成͞Εߏ学の�ͭのઐ野͔Β࢙学、文化࢙学、༸࢙学、アジア࢙学、日本ݹߟ
ԣஅతな関係のとάϩʔΧϧな視࠲に立ͪ、ྺ 学を研究する࢙

ཧと࣮ફ力を݉Ͷඋ͑たӳ語ڭҭのϓϩϑΣογϣφϧを養成

ओな授業科

ओな授業科

　大学ではӳޠ学科に所属しており、ޠݴ学に関
する授業を受ける中で、特にӳޠ教育にڵຯを持
ち、ӳޠ教員を目ࢦすようになりました。ଈઓ力
になるために知ࣝを増やしたい、そして、ӳޠ教育
のߋなる発లにݙߩしたいと感じ、ೖ学をܾめま
した。大学院ではӳޠ力や専門的知ࣝはもちろん、
深い思ߟ力も身につけることができ、日ʑ自分の
成長を感じながらָしく授業を受けています。ଞ

大学からのೖ学でෆ҆はありましたが、先生方もとてもしやすく、༗
ҙٛな࣌間をա͝すことができ、とてもຬしています。ӳޠ教員を
目ࢦす方、ӳޠ教育についてのཧղをߋに深めたい方にとってૉら
しいڥです。

2022　ӳڭޠҭઐ৬ίース　1 ാத ࢻ৫


学࢙༸	学研究コース࢙ྺ　を修ྃし、ݱ在は大学
職員としてಇいています。専門職を目ࢦしていたわ
けではなかった私は、「大学院で学ぶ」というબ択に
ॳはෆ҆を๊いていましたが、本コースでの学びはそ
のෆ҆にউる価あるものでした。
を௨してより専門的な学びを得られるݙྉや文࢙　
点はもちろんですが、ҟなる専門分野を持つ学生と共
に学る点が、本コースのなによりのڧみなのではな

いでしΐうか。༷ʑな分野にਫ਼௨した先ഐ方や同期たちと学ぶڥはඇ常
にܹ的です。
　また、༸࢙学分野では学生の自ओ性にدりఴったࢦಋをしてけるの
で、専門的なアシストを得ながら動的・ओମ的に学ぶことができます。「自
分のڵຯをಥき٧めてみたい」という思いをڧく支えてくれるコースです。

मྃݩίース　ྩڀݚ学࢙ྺ தౡ ॣհ

ओな授業科

　高ߍ国ޠ教員になってからも活きる専門的
な知ࣝや実ફ的なࢦಋ力を身に付けたいとߟ
え受ݧしました。本コースでは文学・国ޠ学、
高ߍ国ޠ教育について学ぶことができます。
私の研究テーϚは「文学を教材としたアクティ
ブ・ラーニングの授業ఏҊ」で、自分のڵຯ・関
心にԊって༷ʑな専門性をお持ちの先生方か
ら͝ࢦಋいただきました。ཧを深め、授業実

ફに౷合していくための学びと研究の場としてڥがっていま
す。国ޠ教員を目ࢦす学生、ݱ職で教員をされながら大学院で学
れている方やཹ学生の方と切磋琢磨する中で৽たな発見や気づ
きが得られる毎日でした。

高ڭޠࠃߍһઐ৬ίース�平成2�मྃ Ӭ田 ྋ߳

ओな授業科

共௨教育プログラム（文化ࡒอޢ、文化行特、博ؗܦӦ特、地域博
ؗԋ習）と専門教育プログラム（日本ݹߟ・࢙学・ຽଏ学の専門科目、インターン
シップ、特ผ研究）を組み合わͤたબ択幅の大きいΧリキュラムをฤ成します。
目的にԠじて行分野に関࿈する科目を中心に学ぶことも、学術分野にॏ心を
おいて学ぶこともできます。

本コースのಛ৭
ᶃతにԠͨ͡教育ϓϩάϥϜ

Χリキュラムの特長は、まず「文化ࡒอޢ๏」のମ系的ཧղをਐめることを͛ڍ
ることができます。࣍に、文化ிه೦課のओ文化ࡒௐࠪのݧܦを持つ人
材等をඇ常勤ࢣߨとしてটᡈすることで、ݱ在の文化行の点をఏࣔしཧ
ղした্で、地域において専門を活かした文化行に携われる人材を育ててい
けるΧリキュラムを༻ҙしています。

ᶄ文化ߦのスϖγャϦスτΛ育てΔಛ長あΔΧϦキϡϥϜ

●ඞमՊ จԽࡒอޢ、จԽ行ಛ、തؗ経Ӧಛ、
地Ҭതؗԋश、ಛผڀݚᶗ、ಛผڀݚᶘ

●ͦͷଞओͳՊ ຽଏ学࣮श、本ݹߟ学、本࢙ۙ、地Ҭ
ྉ、ΠンターンγοϓͳͲࢿ

ɾ社会人学生（ओとして文化ߦࡒ୲部ہɺതؗに在੶していΔ社会人）
間開ߨ・ू 中ٛߨを組み合わͤて、基本的に1年࣍で必ཁな୯Ґの΄とんどを
修得Մにし、2年࣍はओに文ࣥචに専೦できるようྀします。

ɾ学部からのਐ学生（ओとして本࢙学ɾݹߟ学ɾຽଏ学Λઐ߈すΔ学生）
1年࣍にཧ・ௐࠪ๏等の学術分野を学び、2年࣍に企ը及びలࣔ技術をݧܦし、
কདྷ専門職にबいた࣌に必ཁとされる知ࣝと実ݧܦをੵΉことができます。

ᶅ社会人ɾਐ学生にରԠしͨ授業ܗଶ

จԽ行・学ܳһઐ৬ίース

高ڭޠࠃߍһઐ৬ίース

●ඞमՊ 本ڀݚޠと高ޠࠃߍ、本ۙݱจ学ڀݚと高ޠࠃߍ、
ಛผڀݚᶗ、ಛผڀݚᶘ

●ͦͷଞओͳՊ ಡΈͷํ๏と࣮ફ、本ݹయจ学ڀݚと高ޠࠃߍ、
தݹࠃయจ学ڀݚと高ޠࠃߍ

高等学ߍの教科ॻに広く採༻されている教材にରして、࠷৽の研究成果と研究
方๏及びपล領域に関する知ࣝのޫをて、๛かな授業をల開できる力を育
成します。

本コースのಛ৭
ᶃఆ൪教ࡐにରすΔ学ज़の࠷৽のՌٴͼํ๏のࣹ

ಡみに関するཧを学ぶとともに、ಡみの方๏を࿉磨することによって、ਫ਼៛な教
材ղऍに基づく、深みのある授業をల開できる力を育成します。

ᶄಡΈのཧのਂ化とಡΈのํ๏の࿉ຏ

同じ文化学専攻の日本・౦アジア文化学研究コースに開ߨされる日本ޠ日本文
学・中国ޠ中国文学・౦アジア地域文学等に関する授業科目を履修することに
よって、教材研究・教材開発に広がりを༩えます。

ᶅؔ࿈科の෯い履修

高ߍ生の関心をىשし、学ぶҙཉを引き出すために、生ెの生活ݍに関わりある
力して共同研究をڠ者がߨ資ྉを教材化することをめざして、大学教員・受ޠݴ
行います。

ᶆҬにࠜ͟しͨ教ࡐ։ൃにؔすΔڞಉ研究

国ޠ科の教材研究・教材開発・教育実ફに関わる修士文、または日本ޠ日本
文学・中国ޠ中国文学の࠷先のトϐックに関する学術的な修士文を࡞成
します。

ᶈ教ࡐ研究ɾ教育࣮ફにؔΘΔ修࢜文ຢは学ज़తな修࢜文の࡞

者とが同じ授業を履修すߨ者と、学部から直ਐ学した受ߨを持つ受ݧܦ場ݱ
ることによって、相互にݧܦと知ࣝをิいܹを༩え合う教育ۭ間を࡞り出し、
効果的な教育を実ݱします。

ᶇएखɾ中ݎのݱ৬教һとスτϨーτϚスターのಉ࣌育

　本コースは、国や地方自࣏ମの文化行୲者、博 ・ؗ資ྉؗ等の学ܳ員として活躍する人材を養成する目的でઃஔされてい
ます。またݱ在、そうした職छにबいておられる方たちが、さらに高度な知ࣝや技術を身につける場としても門ށを開いています。
本コース所属の大学院生は、ݹߟ学・日本࢙学・ຽଏ学の、いずれかの研究ࣨに所属し、それぞれの領域における研究力を高めつ
つ、ซͤて文化ࡒ関࿈๏規等に関するٛߨを受けることで、文化行のݱঢ়と課を正֬に見ۃめる力を֫得していくことにな
ります。

2022年度　文化行・学ܳ員専門職コース長 ᖒɹ७ࡾ

　本コースは、これまで日本ޠ日本文学・中国ޠ中国文学研究ࣨより、修士の学Ґを༗する多の高ߍ国ޠ教員をૹり出した実、
またݱ職教員を大学院学生として受けೖれてきた実にもとづいてઃஔされました。日本ޠ学・日本文学・中国ݹయ文学における
・৽の研究成果と研究方๏を学ぶこと、それらの知見に基づく教材研究・教材開発を行うことを྆ྠとし、学生と教員双方が知的࠷
教育的ܹを༩え合う場となることを目ࢦしています。

2022年度　高ߍ国ޠ教員専門職コース長　　茂 ढ़৳

日本語日本文学、中国ݹయ文学の࠷৽の学ज़త成Ռをجに、तۀに広がりと深Έを༩͑ることのできる
国語ڭһを養成する

地域のྺ࢙文化にࠜ͟した文化ߦ・തؗのΤΩεύʔτを養成する

2022　จԽ行・学ܳһઐ৬ίース　2 ঘɹҳ
　私は人文科学を専門的に学びたいと思い、
文化行・学ܳ員専門職コースをબ択しまし
た。授業では、先生たちに文化学分野の専門
知ࣝを͝教授いただき、自分のࢹ野が広がっ
たことを実感しています。同࣌に、文化行
の領域と関が深い科目をษڧすることで、
কདྷの目ඪでもある、学ܳ員としての専門的

な力を身に付けることができます。
在、私はଜ文化に関する課を研究しています。教授かݱ　
らஸೡなࢦಋを受けながら、自分の研究における৽しい発見や
知ࣝを得ています。これからも大学院では研究をਐめながら、
ॆ実した研究生活をૹりたいと思います。
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●ඞमՊ ӳڭޠҭํ๏、ӳޠत࣮ۀફԋश、Ԡ༻ޠݴ学ಛ、
ӳڭޠҭ༰։ൃ、第ೋޠݴशಘԠ༻、ӳޠޠኮशಘ、
Ԡ༻Ի学ԋश、ӳڭޠҭධՁ、
ಛผڀݚᶗ、ಛผڀݚᶘ

●ͦͷଞओͳՊ ӳڭޠҭڀݚ๏、ӳڭޠҭ౷ܭ学、ΞϝリΧจ学ڀݚ、
ӳޠ学ڀݚ

ӳڭޠҭઐ৬ίース

ίースڀݚ学࢙ྺ

熊本やभを中心とした地域社会、それをแׅする日本・౦ア
ジア、そしてରۃにҐஔするԤถなど、それぞれの地域のྺ࢙・
社会文化・思をݸผ専門的に教育・研究するとともに、それら
をൺ ・ֱ総合するࢹ点を形成するプログラムをӡӦします。

本コースのಛ৭
ᶃҬ研究にཱ٭しͨάϩーΧルな࠲ࢹのܗ

の実施ௐࠪや、Ԥถ・アジア֤国の一ࡒ文ॻやҨ・ຒଂ文化ݹ
のਫ਼ಡと分ੳを௨して、それぞれの分野でಠ的ݙྉ・文࢙࣍
研究をਐめるにे分な専門的力を育てます。

ᶄ࣮शɾௐࠪͰഓ͏ઐతྗ

●ඞमՊ ΞジΞํڀݚ࢙๏˞、༸ํڀݚ࢙๏˞、
本ํڀݚ࢙๏˞、จԽํڀݚ࢙๏˞、
ΞジΞ࣏・経࢙ࡁ˞、༸地Ҭࣾձ࢙˞、
本࣏・経࢙ࡁ˞、本ۙࢥ࢙˞、
本ݹߟ学˞、ݹߟ学ࢿྉ˞、ಛผڀݚᶗ、
ಛผڀݚᶘ

本コースのಛ৭

༷ʑなӳޠ教育方๏、データऩूに基づく実ફ的研究、Χリキュラム・
教育内༰の開発等を学び、学ݱߍ場のコンテクストにԠじたӳޠ教育
改ળを中心的に୲う力を養います。また、教材開発等での高大の࿈
携によるӳޠ教育を目ࢦします。

ᶃ教室Ͱの授業࣮ફΛࢧえΔӳޠ教育ํ๏と授業σβΠンの։ൃ

発లがஶしいୈೋޠݴ習得・Ԡ༻ޠݴ学の࠷৽の研究成果を学び、
高ߍ、大学でのӳޠの�技のࢦಋと教材開発、自性・動機付け等の向্
にد༩する教育内༰の開発、評価等のԠ༻をݕ౼します。また、本領域
での研究方๏に基づくリαーνデザインをߏஙできる力を養います。

ᶄୈೋޠݴशಘཧɾԠ༻ޠݴ学の研究Λ׆かしͨӳޠ教育

ٖ授業等を౿まえた省と評価により、授業実ફ力の向্に自的
に取り組みます。また、ݱ職教員と学部からのਐ学者等が互いに学び
合うことにより、教育実ફ者としての成長を目ࢦします。

ᶅ授業࣮ફྗの上と教育࣮ફऀとしての長ΛࢦすϓϩάϥϜ

ӳޠ学、ӳ文学等の学術分野を学び直し、ӳޠ学習のഎܠにあるޠݴ・
文化のཧղを深めるとともに、文๏・ಡղ等のࢦಋにཱてます。
また、ҟ文化間ཧղ研究に基づいたӳޠ教育を開発・実ફできる力
を育成します。

ᶆҟ文化ཧղのͨΊのӳޠ教育

　本コースは、ݱ職高ߍ教員、これから専門職としてのӳޠ教ࢣを目ࢦす方ʑのニーζにԠえるプログラムとしてઃஔされました。
ཱྀླ・職教員と一ൠ・社会人ݱ 学生が互いに学び合える学習共同ମを出し、ཧと実ફを౷合したࢦಋ力を身に付けた、ݱ場でのӳ
、ಋもఏ供しࢦ野にೖれた方の研究ࢹ教育の改ળにおいて先ਐ的ׂを୲う人材を育成します。また、博士後期課程のਐ学をޠ
大学ӳޠ教育改革でݗ引的なׂを果たͤる高度専門人材の養成を目ࢦします。

2022年度　ӳޠ教育専門職コース長 ยܓ ࢁາ

みは、Ӭڧ学の̑つの分野からなります。本コースの࢙学、文化࢙学、༸࢙学、アジアݹߟ、学࢙学研究コースは、日本࢙ྺ　
੨文ݿをච಄とするॆ実した所ଂ࢙ྉを௨じて、あるいはまた、海外ݱ地での࢙資ྉௐࠪや国内におけるҨ発۷ௐࠪを௨じて、
実証とཧにཪ付けられた高度な専門力を養成していることです。学生1人1人の研究にدりఴったϚンπーϚンでのపఈ的
な研究ࢦಋも、本コースの大きな特です。本の࢙ྉをഽで感じながら、Ҳれる教員との学的ରの中で、ྺ 学の৽࢙
しい൶を開けてみまͤんか。

2022年度　ྺ࢙学研究コース長　　ࡾළ ت߂

（˞Λͨ͠Պから̎Պબͯ͠ඞम）

、成͞Εߏ学の�ͭのઐ野͔Β࢙学、文化࢙学、༸࢙学、アジア࢙学、日本ݹߟ
ԣஅతな関係のとάϩʔΧϧな視࠲に立ͪ、ྺ 学を研究する࢙

ཧと࣮ફ力を݉Ͷඋ͑たӳ語ڭҭのϓϩϑΣογϣφϧを養成

ओな授業科

ओな授業科

　大学ではӳޠ学科に所属しており、ޠݴ学に関
する授業を受ける中で、特にӳޠ教育にڵຯを持
ち、ӳޠ教員を目ࢦすようになりました。ଈઓ力
になるために知ࣝを増やしたい、そして、ӳޠ教育
のߋなる発లにݙߩしたいと感じ、ೖ学をܾめま
した。大学院ではӳޠ力や専門的知ࣝはもちろん、
深い思ߟ力も身につけることができ、日ʑ自分の
成長を感じながらָしく授業を受けています。ଞ

大学からのೖ学でෆ҆はありましたが、先生方もとてもしやすく、༗
ҙٛな࣌間をա͝すことができ、とてもຬしています。ӳޠ教員を
目ࢦす方、ӳޠ教育についてのཧղをߋに深めたい方にとってૉら
しいڥです。

2022　ӳڭޠҭઐ৬ίース　1 ാத ࢻ৫


学࢙༸	学研究コース࢙ྺ　を修ྃし、ݱ在は大学
職員としてಇいています。専門職を目ࢦしていたわ
けではなかった私は、「大学院で学ぶ」というબ択に
ॳはෆ҆を๊いていましたが、本コースでの学びはそ
のෆ҆にউる価あるものでした。
を௨してより専門的な学びを得られるݙྉや文࢙　
点はもちろんですが、ҟなる専門分野を持つ学生と共
に学る点が、本コースのなによりのڧみなのではな

いでしΐうか。༷ʑな分野にਫ਼௨した先ഐ方や同期たちと学ぶڥはඇ常
にܹ的です。
　また、༸࢙学分野では学生の自ओ性にدりఴったࢦಋをしてけるの
で、専門的なアシストを得ながら動的・ओମ的に学ぶことができます。「自
分のڵຯをಥき٧めてみたい」という思いをڧく支えてくれるコースです。

मྃݩίース　ྩڀݚ学࢙ྺ தౡ ॣհ

ओな授業科

　高ߍ国ޠ教員になってからも活きる専門的
な知ࣝや実ફ的なࢦಋ力を身に付けたいとߟ
え受ݧしました。本コースでは文学・国ޠ学、
高ߍ国ޠ教育について学ぶことができます。
私の研究テーϚは「文学を教材としたアクティ
ブ・ラーニングの授業ఏҊ」で、自分のڵຯ・関
心にԊって༷ʑな専門性をお持ちの先生方か
ら͝ࢦಋいただきました。ཧを深め、授業実

ફに౷合していくための学びと研究の場としてڥがっていま
す。国ޠ教員を目ࢦす学生、ݱ職で教員をされながら大学院で学
れている方やཹ学生の方と切磋琢磨する中で৽たな発見や気づ
きが得られる毎日でした。

高ڭޠࠃߍһઐ৬ίース�平成2�मྃ Ӭ田 ྋ߳

ओな授業科

共௨教育プログラム（文化ࡒอޢ、文化行特、博ؗܦӦ特、地域博
ؗԋ習）と専門教育プログラム（日本ݹߟ・࢙学・ຽଏ学の専門科目、インターン
シップ、特ผ研究）を組み合わͤたબ択幅の大きいΧリキュラムをฤ成します。
目的にԠじて行分野に関࿈する科目を中心に学ぶことも、学術分野にॏ心を
おいて学ぶこともできます。

本コースのಛ৭
ᶃతにԠͨ͡教育ϓϩάϥϜ

Χリキュラムの特長は、まず「文化ࡒอޢ๏」のମ系的ཧղをਐめることを͛ڍ
ることができます。࣍に、文化ிه೦課のओ文化ࡒௐࠪのݧܦを持つ人
材等をඇ常勤ࢣߨとしてটᡈすることで、ݱ在の文化行の点をఏࣔしཧ
ղした্で、地域において専門を活かした文化行に携われる人材を育ててい
けるΧリキュラムを༻ҙしています。

ᶄ文化ߦのスϖγャϦスτΛ育てΔಛ長あΔΧϦキϡϥϜ

●ඞमՊ จԽࡒอޢ、จԽ行ಛ、തؗ経Ӧಛ、
地Ҭതؗԋश、ಛผڀݚᶗ、ಛผڀݚᶘ

●ͦͷଞओͳՊ ຽଏ学࣮श、本ݹߟ学、本࢙ۙ、地Ҭ
ྉ、ΠンターンγοϓͳͲࢿ

ɾ社会人学生（ओとして文化ߦࡒ୲部ہɺതؗに在੶していΔ社会人）
間開ߨ・ू 中ٛߨを組み合わͤて、基本的に1年࣍で必ཁな୯Ґの΄とんどを
修得Մにし、2年࣍はओに文ࣥචに専೦できるようྀします。

ɾ学部からのਐ学生（ओとして本࢙学ɾݹߟ学ɾຽଏ学Λઐ߈すΔ学生）
1年࣍にཧ・ௐࠪ๏等の学術分野を学び、2年࣍に企ը及びలࣔ技術をݧܦし、
কདྷ専門職にबいた࣌に必ཁとされる知ࣝと実ݧܦをੵΉことができます。

ᶅ社会人ɾਐ学生にରԠしͨ授業ܗଶ

จԽ行・学ܳһઐ৬ίース

高ڭޠࠃߍһઐ৬ίース

●ඞमՊ 本ڀݚޠと高ޠࠃߍ、本ۙݱจ学ڀݚと高ޠࠃߍ、
ಛผڀݚᶗ、ಛผڀݚᶘ

●ͦͷଞओͳՊ ಡΈͷํ๏と࣮ફ、本ݹయจ学ڀݚと高ޠࠃߍ、
தݹࠃయจ学ڀݚと高ޠࠃߍ

高等学ߍの教科ॻに広く採༻されている教材にରして、࠷৽の研究成果と研究
方๏及びपล領域に関する知ࣝのޫをて、๛かな授業をల開できる力を育
成します。

本コースのಛ৭
ᶃఆ൪教ࡐにରすΔ学ज़の࠷৽のՌٴͼํ๏のࣹ

ಡみに関するཧを学ぶとともに、ಡみの方๏を࿉磨することによって、ਫ਼៛な教
材ղऍに基づく、深みのある授業をల開できる力を育成します。

ᶄಡΈのཧのਂ化とಡΈのํ๏の࿉ຏ

同じ文化学専攻の日本・౦アジア文化学研究コースに開ߨされる日本ޠ日本文
学・中国ޠ中国文学・౦アジア地域文学等に関する授業科目を履修することに
よって、教材研究・教材開発に広がりを༩えます。

ᶅؔ࿈科の෯い履修

高ߍ生の関心をىשし、学ぶҙཉを引き出すために、生ెの生活ݍに関わりある
力して共同研究をڠ者がߨ資ྉを教材化することをめざして、大学教員・受ޠݴ
行います。

ᶆҬにࠜ͟しͨ教ࡐ։ൃにؔすΔڞಉ研究

国ޠ科の教材研究・教材開発・教育実ફに関わる修士文、または日本ޠ日本
文学・中国ޠ中国文学の࠷先のトϐックに関する学術的な修士文を࡞成
します。

ᶈ教ࡐ研究ɾ教育࣮ફにؔΘΔ修࢜文ຢは学ज़తな修࢜文の࡞

者とが同じ授業を履修すߨ者と、学部から直ਐ学した受ߨを持つ受ݧܦ場ݱ
ることによって、相互にݧܦと知ࣝをิいܹを༩え合う教育ۭ間を࡞り出し、
効果的な教育を実ݱします。

ᶇएखɾ中ݎのݱ৬教һとスτϨーτϚスターのಉ࣌育

　本コースは、国や地方自࣏ମの文化行୲者、博 ・ؗ資ྉؗ等の学ܳ員として活躍する人材を養成する目的でઃஔされてい
ます。またݱ在、そうした職छにबいておられる方たちが、さらに高度な知ࣝや技術を身につける場としても門ށを開いています。
本コース所属の大学院生は、ݹߟ学・日本࢙学・ຽଏ学の、いずれかの研究ࣨに所属し、それぞれの領域における研究力を高めつ
つ、ซͤて文化ࡒ関࿈๏規等に関するٛߨを受けることで、文化行のݱঢ়と課を正֬に見ۃめる力を֫得していくことにな
ります。

2022年度　文化行・学ܳ員専門職コース長 ᖒɹ७ࡾ

　本コースは、これまで日本ޠ日本文学・中国ޠ中国文学研究ࣨより、修士の学Ґを༗する多の高ߍ国ޠ教員をૹり出した実、
またݱ職教員を大学院学生として受けೖれてきた実にもとづいてઃஔされました。日本ޠ学・日本文学・中国ݹయ文学における
・৽の研究成果と研究方๏を学ぶこと、それらの知見に基づく教材研究・教材開発を行うことを྆ྠとし、学生と教員双方が知的࠷
教育的ܹを༩え合う場となることを目ࢦしています。

2022年度　高ߍ国ޠ教員専門職コース長　　茂 ढ़৳

日本語日本文学、中国ݹయ文学の࠷৽の学ज़త成Ռをجに、तۀに広がりと深Έを༩͑ることのできる
国語ڭһを養成する

地域のྺ࢙文化にࠜ͟した文化ߦ・തؗのΤΩεύʔτを養成する

2022　จԽ行・学ܳһઐ৬ίース　2 ঘɹҳ
　私は人文科学を専門的に学びたいと思い、
文化行・学ܳ員専門職コースをબ択しまし
た。授業では、先生たちに文化学分野の専門
知ࣝを͝教授いただき、自分のࢹ野が広がっ
たことを実感しています。同࣌に、文化行
の領域と関が深い科目をษڧすることで、
কདྷの目ඪでもある、学ܳ員としての専門的

な力を身に付けることができます。
在、私はଜ文化に関する課を研究しています。教授かݱ　
らஸೡなࢦಋを受けながら、自分の研究における৽しい発見や
知ࣝを得ています。これからも大学院では研究をਐめながら、
ॆ実した研究生活をૹりたいと思います。
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ίース（ྩ5�݄ઃஔ༧ఆ）ڀݚ学ݯࢿจԽݱ

文学部ෟ属国ࡍϚンΨ学研究教育ηンター（2022年10݄開ઃ༧定）とも࿈携しながら、国ࡍ的に関心の高い日本のϙϐュ
ラーΧルνャーについての研究に必ཁとされる専門的な知ࣝや方๏を学びます。

（ˎϝディアܳ術は文化ܳ術基本๏ୈ9において「өը、ອը、アニϝーション及びコンϐュータそのଞのి子機ث等を
ར༻したܳ術」と定ٛされる৽しいܳ術Χテΰリ）

本コースのಛ৭

ᶃϚンΨɺアχϝのϝσΟアܳज़（ˎ）についてのઐ教育

資ྉの発۷・ऩू、ߟ証・評価、ཧ・อଘ、ެ開・活༻といったॾஈ֊を૰合することによりطଘの文化的資ྉମを
文化資ݯとしてとらえなおす方๏を学びます。地ಓな文ݙௐࠪやフィールドϫークௐࠪを基ૅとし、グローόルな規
で活༻ՄなデジタルアーΧイブとしてඋ・ެ開することを目ࢦします。

ᶄҬݻ༗のޠݴಛ৭あΔ文化についてのࢿ料هΛ文化ݯࢿ化すΔ

現代文化に͔͔Θる༗ܗ・ແܗの͞·͟·な文化ݯࢿをऩ ・ूੳ・ཧして
৽たなՁを・ൃ ৴できるઐ人材を養成する

大学院社会文化科学教育部の成り立ち

　熊本大学ͷਓจࣾձՊ学ܥͷ大学院、大学院ࣾձՊ学ڀݚՊとͯ͠、平成1��݄ʹจ学෦・

๏学෦ͷઐྖҬͷ্ʹ学ࡍత・総合తͳಠཱڀݚՊとͯ͠3ظޙത࢜՝ఔ͕ઃஔ͞Ε、平成1�

�݄ʹ̴ϥーχンάઐՈͷҭ成Λڭͨ͠ࢦतγスςム学（म࢜՝ఔ）͕ 新ઃ͞Εまͨ͠ɻ

　平成20�݄から、ത࢜前ظ՝ఔʹ͓͍ͯ、͜ ΕまでͷࣾձจԽՊ学ڀݚՊとจ学ڀݚՊ

（म࢜՝ఔ）、๏学ڀݚՊ（म࢜՝ఔ）Λ࠶ฤ౷合͠、ै དྷܕͷڀݚίース（�ίース）とڭतγスςム

学ʹՃ͑、ެ 交বฆ૪ղ、ࡦڞ ・ܾ৫経Ӧ、౦ΞジΞ・Ϗジωス・ίミϡχέーγϣン、จԽ行・

学ܳһ、ӳڭޠҭ等ͷઐ৬ίース（7ίース）Λઃஔ͠、ڀݚと高৬ۀਓҭ成ͷ྆ํΛՄʹ

ͯ͠ま͍Γまͨ͠ɻまͨ、തظޙ࢜՝ఔでも、高ઐ৬ۀਓとऀڀݚͷཆ成Λ͠ࢦ、ਓؒจԽ

ͷॾଆ໘ͷٴڀݚͼݱʹ;͞Θ͍͠จԽܗࡦ成Λࢦ 「͢จԽ学ઐ߈」と、新͍ࣾ͠ձγスςム

ͷߏங・ٴڀݚࡦͼͦͷཧతૅج͚Λࢦ 「͢ਓ ・ؒࣾ ձՊ学ઐ߈」、ま 「߈तγスςム学ઐڭͨ」

ͷ3ͭͷઐ͕߈ஔかΕͯき͍ͯま͢ɻ

　平成31�݄から、ത࢜前ظ՝ఔʹ͓͍ͯ、͜ Εまでͷ「ެڞࡦ学ઐ߈」「๏学ઐ߈」ʹ 、

͜Εまで「ݱࣾձਓؒ学ઐ߈」ͷҰ෦で͋ͬͨ交বฆ૪ղ ・ܾ৫経Ӧઐ৬ίースΛ交বฆ૪

ղܾ࣮ફίースと໊শมͯ͠ߋՃ͑ͯ、新͠ 「͍๏・ฆ૪ղܾ学ઐ߈」とͯ͠ੜまΕมΘΓ、͞ らʹ、

ྩ3�݄から、熊本大学・Ϛανϡーηοπभཱ大学ฆ૪ղܾࡍࠃ࿈ܞઐ͕߈新͠くઃஔ͞Ε、

ྩ5�݄ʹ、ത࢜前ظ՝ఔจԽ学ઐ߈ʹ新ͨʹݱจԽݯࢿ学ڀݚίース͕ઃஔ͞Εま͢ɻ

文ݙ学、方ݴ学、ຽଏ学に関わるௐࠪがಠ力で行える力を修
得できるよう、ࣸݹ本・ץ本をؚΉݪయのಡղ力、フィールド
ϫークの方๏など、学術的見地からの分ੳにתえるデータू
ੵ方๏の修得をॏࢹした教育を行います。

本コースのಛ৭
ᶃௐࠪɾ文ݙಡղج൫తなྗのܗ

中国文学、日本文学、ൺֱ文学、日本ޠ学、ຽଏ学など、それぞ
れの研究方๏、研究成果を࿈携に基づいて共༗することにより、
౦アジア地域શମをؚΉ広いࢹ野にたって研究を深めます。

ᶄ֘ྖҬ研究にඞཁな߲ࣄの教授

●ඞमՊ ൺֱຽଏจԽ˞、ຽଏ学ௐ࣮ࠪश˞、
தݹࠃయจ学˞、தݱࠃจ学˞、
౦ΞジΞจԽ˞、౦ΞジΞจԽ交ব˞、
本จ学࢙˞、本࢙ޠ˞、
ಛผڀݚᶗ、ಛผڀݚᶘ

開ߨされている授業は日本ޠ日本文学、中国ޠ中国文学、ຽଏ
学や日中から༸までをࢹ野にೖれたൺֱ文学的研究に基づく
える授業などに及んߟとԋ習、さらに౦アジア地域શମをٛߨ
でおり、多࠼な内༰の授業から必ཁな科目を受ߨし、自らのテー
Ϛにあった研究方๏を学ぶことが出དྷます。

ᶅςーϚにԊͬͨબडߨ

本・౦ΞジΞจԽ学ڀݚίース

ओな授業科

ԤถจԽ学ڀݚίース

海外ڠ定ߍとのަྲྀを深め、༁研究やӳޠのみによ
る授業を開ઃします。また、୯Ґ互制度に基づいて
外国の大学等において修得した୯Ґを10୯Ґまで修ྃ
ཁ݅୯Ґにࢉೖすることができます。

本コースのಛ৭
ᶃ࣮ફత֎ޠࠃྗの育

これまでのようなޠ学・文学研究もਐめる一方、̚ ̪ॾ
国ޠの社会ޠݴ学的研究や、&6の域内、域外をࢹ野に
ऩめたޠݴや文化に関する受༰の研究、さらにϙスト
コロニアリζム的関心にରԠするୈࡾ世界との関を
うΤスニック文化・文学研究などをల開します。

ᶄݱのଟ༷な研究ཁへのରԠ

●ඞमՊ ΠΪリスจ学ڀݚ˞、ΞϝリΧจ学ڀݚ˞
ӳޠ学ڀݚ˞、υΠπจ学ڀݚ˞、υΠπݍޠ
จԽڀݚ࢙˞、υΠπޠ学ڀݚ˞、ϑϥンスจ
学ڀݚ˞、ϑϥンスจԽڀݚ˞、ϑϥンスޠ学
ᶘڀݚᶗ、ಛผڀݚಛผ、˞ڀݚ

ओな授業科

　ιーシャル・ϝディアなどのܹٸな発లによりグローόル化がਐΉ一方で、文化の多༷性の価が࠶認ࣝされています。コー
スでは、ӳޠ、ドイπޠ、フランスޠのޠ学・文学を中心にԤถ文化を学ぶことができます。2020年度からは৽たに༸Իָ文化
についての授業も開ߨしています。Ԥถ文化についての深いཧղと外国ޠ力を生かして、専門分野での研究、国ྲྀަࡍなどで
活躍できる人材を養成したいとߟえています。

2022年度　Ԥถ文化学研究コース長　　দԬ ࢙ߒ

（˞Λͨ͠Պから̎Պબͯ͠ඞम）

（˞Λͨ͠Պから̎Պબͯ͠ඞम）

現代社会に適応した外国語能力を養成し、国際関係を担当したり
研究の国際化に対応できるような人材を養成する

日本学・民俗学・中国学・比較文化学など、東アジア地域全体を含む広い視野に立って
研究を深めることができる

　Ԥถ文化学研究コースでは、イΪリスやアϝリΧ、
そしてフランスやドイπのޠݴや文学、文化について
研究できます。自分の専門外の分野についても学、
গ人の授業が多いこともありディスΧッション形
ࣜでଞの学生のҙ見をฉくことで、知ࣝをੵみॏͶる
ことができます。一見研究とは関のないように思え
る内༰でも、ҙ外な所にܨがりがあることに気が付き
日ʑָしく見ฉを広͛ています。ӳޠやフランスޠの

みの授業もあり、研究に必ཁなޠ学力も高められます。文ࣥචのࡍは�
人の先生にࢦಋしていただけるので、༷ ʑなղऍを取りೖれながらߟ究で
きるڥがっています。

2022　ԤถจԽ学ڀݚίース　1 ౻ɹ

　本コースは、日本ޠ日本文学、中国ޠ中国文学、ຽଏ学、౦アジアൺֱ文学のいずれかを基ૅ的研究領域とし、それぞれの領域に
おける研究力をᔻ養するコースです。大学で学んだことを౿まえた্で、ڱいにดじこもらないよう多࠼な内༰の授業が༻ҙ
されており、自らのテーϚにあった研究方๏を学ぶことができます。কདྷ、日本及び౦アジアの๛かな文化を世界に発৴したい人
をܴします。

2022年度　日本・౦アジア文化学研究コース長 ণ樹 ݩࡔ

　日本・౦アジア文化学研究コースでは、日本ޠ文学、
中国ޠ文学、ൺֱ文学、ຽଏ学などを基ૅに多ذにわ
たる学びをల開することにより、౦アジア地域શମを
ؚΉ広いࢹ野をഓうことができます。定期なθミを行
い、མちணいたง囲気で教授や研究同士とし合いな
がら、研究ࣨや大学図ॻؗなど学内に所ଂされた資ྉ
にՃえ学外の֤छ資ྉを活༻して、地ಓな研究をਐめ
ています。

　私がݱ在研究テーϚとしているのはリービӳ༤というӽ࡞ڥ家の࡞に
おける中国૾についてです。このようにൺֱ文学を௨してෳの文化を研
究することによって、専門や文化もӽڥすることができ、思ߟが深められ、
研究にू中することができます。

2022　本・౦ΞジΞจԽ学ڀݚίース　2 ᬖɹဋᇠ
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ίース（ྩ5�݄ઃஔ༧ఆ）ڀݚ学ݯࢿจԽݱ

文学部ෟ属国ࡍϚンΨ学研究教育ηンター（2022年10݄開ઃ༧定）とも࿈携しながら、国ࡍ的に関心の高い日本のϙϐュ
ラーΧルνャーについての研究に必ཁとされる専門的な知ࣝや方๏を学びます。

（ˎϝディアܳ術は文化ܳ術基本๏ୈ9において「өը、ອը、アニϝーション及びコンϐュータそのଞのి子機ث等を
ར༻したܳ術」と定ٛされる৽しいܳ術Χテΰリ）

本コースのಛ৭

ᶃϚンΨɺアχϝのϝσΟアܳज़（ˎ）についてのઐ教育

資ྉの発۷・ऩू、ߟ証・評価、ཧ・อଘ、ެ開・活༻といったॾஈ֊を૰合することによりطଘの文化的資ྉମを
文化資ݯとしてとらえなおす方๏を学びます。地ಓな文ݙௐࠪやフィールドϫークௐࠪを基ૅとし、グローόルな規
で活༻ՄなデジタルアーΧイブとしてඋ・ެ開することを目ࢦします。

ᶄҬݻ༗のޠݴಛ৭あΔ文化についてのࢿ料هΛ文化ݯࢿ化すΔ

現代文化に͔͔Θる༗ܗ・ແܗの͞·͟·な文化ݯࢿをऩ ・ूੳ・ཧして
৽たなՁを・ൃ ৴できるઐ人材を養成する

大学院社会文化科学教育部の成り立ち

　熊本大学ͷਓจࣾձՊ学ܥͷ大学院、大学院ࣾձՊ学ڀݚՊとͯ͠、平成1��݄ʹจ学෦・

๏学෦ͷઐྖҬͷ্ʹ学ࡍత・総合తͳಠཱڀݚՊとͯ͠3ظޙത࢜՝ఔ͕ઃஔ͞Ε、平成1�

�݄ʹ̴ϥーχンάઐՈͷҭ成Λڭͨ͠ࢦतγスςム学（म࢜՝ఔ）͕ 新ઃ͞Εまͨ͠ɻ

　平成20�݄から、ത࢜前ظ՝ఔʹ͓͍ͯ、͜ ΕまでͷࣾձจԽՊ学ڀݚՊとจ学ڀݚՊ

（म࢜՝ఔ）、๏学ڀݚՊ（म࢜՝ఔ）Λ࠶ฤ౷合͠、ै དྷܕͷڀݚίース（�ίース）とڭतγスςム

学ʹՃ͑、ެ 交বฆ૪ղ、ࡦڞ ・ܾ৫経Ӧ、౦ΞジΞ・Ϗジωス・ίミϡχέーγϣン、จԽ行・

学ܳһ、ӳڭޠҭ等ͷઐ৬ίース（7ίース）Λઃஔ͠、ڀݚと高৬ۀਓҭ成ͷ྆ํΛՄʹ

ͯ͠ま͍Γまͨ͠ɻまͨ、തظޙ࢜՝ఔでも、高ઐ৬ۀਓとऀڀݚͷཆ成Λ͠ࢦ、ਓؒจԽ

ͷॾଆ໘ͷٴڀݚͼݱʹ;͞Θ͍͠จԽܗࡦ成Λࢦ 「͢จԽ学ઐ߈」と、新͍ࣾ͠ձγスςム

ͷߏங・ٴڀݚࡦͼͦͷཧతૅج͚Λࢦ 「͢ਓ ・ؒࣾ ձՊ学ઐ߈」、ま 「߈तγスςム学ઐڭͨ」

ͷ3ͭͷઐ͕߈ஔかΕͯき͍ͯま͢ɻ

　平成31�݄から、ത࢜前ظ՝ఔʹ͓͍ͯ、͜ Εまでͷ「ެڞࡦ学ઐ߈」「๏学ઐ߈」ʹ 、

͜Εまで「ݱࣾձਓؒ学ઐ߈」ͷҰ෦で͋ͬͨ交বฆ૪ղ ・ܾ৫経Ӧઐ৬ίースΛ交বฆ૪

ղܾ࣮ફίースと໊শมͯ͠ߋՃ͑ͯ、新͠ 「͍๏・ฆ૪ղܾ学ઐ߈」とͯ͠ੜまΕมΘΓ、͞ らʹ、

ྩ3�݄から、熊本大学・Ϛανϡーηοπभཱ大学ฆ૪ղܾࡍࠃ࿈ܞઐ͕߈新͠くઃஔ͞Ε、

ྩ5�݄ʹ、ത࢜前ظ՝ఔจԽ学ઐ߈ʹ新ͨʹݱจԽݯࢿ学ڀݚίース͕ઃஔ͞Εま͢ɻ

文ݙ学、方ݴ学、ຽଏ学に関わるௐࠪがಠ力で行える力を修
得できるよう、ࣸݹ本・ץ本をؚΉݪయのಡղ力、フィールド
ϫークの方๏など、学術的見地からの分ੳにתえるデータू
ੵ方๏の修得をॏࢹした教育を行います。

本コースのಛ৭
ᶃௐࠪɾ文ݙಡղج൫తなྗのܗ

中国文学、日本文学、ൺֱ文学、日本ޠ学、ຽଏ学など、それぞ
れの研究方๏、研究成果を࿈携に基づいて共༗することにより、
౦アジア地域શମをؚΉ広いࢹ野にたって研究を深めます。

ᶄ֘ྖҬ研究にඞཁな߲ࣄの教授

●ඞमՊ ൺֱຽଏจԽ˞、ຽଏ学ௐ࣮ࠪश˞、
தݹࠃయจ学˞、தݱࠃจ学˞、
౦ΞジΞจԽ˞、౦ΞジΞจԽ交ব˞、
本จ学࢙˞、本࢙ޠ˞、
ಛผڀݚᶗ、ಛผڀݚᶘ

開ߨされている授業は日本ޠ日本文学、中国ޠ中国文学、ຽଏ
学や日中から༸までをࢹ野にೖれたൺֱ文学的研究に基づく
える授業などに及んߟとԋ習、さらに౦アジア地域શମをٛߨ
でおり、多࠼な内༰の授業から必ཁな科目を受ߨし、自らのテー
Ϛにあった研究方๏を学ぶことが出དྷます。

ᶅςーϚにԊͬͨબडߨ

本・౦ΞジΞจԽ学ڀݚίース

ओな授業科

ԤถจԽ学ڀݚίース

海外ڠ定ߍとのަྲྀを深め、༁研究やӳޠのみによ
る授業を開ઃします。また、୯Ґ互制度に基づいて
外国の大学等において修得した୯Ґを10୯Ґまで修ྃ
ཁ݅୯Ґにࢉೖすることができます。

本コースのಛ৭
ᶃ࣮ફత֎ޠࠃྗの育

これまでのようなޠ学・文学研究もਐめる一方、̚ ̪ॾ
国ޠの社会ޠݴ学的研究や、&6の域内、域外をࢹ野に
ऩめたޠݴや文化に関する受༰の研究、さらにϙスト
コロニアリζム的関心にରԠするୈࡾ世界との関を
うΤスニック文化・文学研究などをల開します。

ᶄݱのଟ༷な研究ཁへのରԠ

●ඞमՊ ΠΪリスจ学ڀݚ˞、ΞϝリΧจ学ڀݚ˞
ӳޠ学ڀݚ˞、υΠπจ学ڀݚ˞、υΠπݍޠ
จԽڀݚ࢙˞、υΠπޠ学ڀݚ˞、ϑϥンスจ
学ڀݚ˞、ϑϥンスจԽڀݚ˞、ϑϥンスޠ学
ᶘڀݚᶗ、ಛผڀݚಛผ、˞ڀݚ

ओな授業科

　ιーシャル・ϝディアなどのܹٸな発లによりグローόル化がਐΉ一方で、文化の多༷性の価が࠶認ࣝされています。コー
スでは、ӳޠ、ドイπޠ、フランスޠのޠ学・文学を中心にԤถ文化を学ぶことができます。2020年度からは৽たに༸Իָ文化
についての授業も開ߨしています。Ԥถ文化についての深いཧղと外国ޠ力を生かして、専門分野での研究、国ྲྀަࡍなどで
活躍できる人材を養成したいとߟえています。

2022年度　Ԥถ文化学研究コース長　　দԬ ࢙ߒ

（˞Λͨ͠Պから̎Պબͯ͠ඞम）

（˞Λͨ͠Պから̎Պબͯ͠ඞम）

現代社会に適応した外国語能力を養成し、国際関係を担当したり
研究の国際化に対応できるような人材を養成する

日本学・民俗学・中国学・比較文化学など、東アジア地域全体を含む広い視野に立って
研究を深めることができる

　Ԥถ文化学研究コースでは、イΪリスやアϝリΧ、
そしてフランスやドイπのޠݴや文学、文化について
研究できます。自分の専門外の分野についても学、
গ人の授業が多いこともありディスΧッション形
ࣜでଞの学生のҙ見をฉくことで、知ࣝをੵみॏͶる
ことができます。一見研究とは関のないように思え
る内༰でも、ҙ外な所にܨがりがあることに気が付き
日ʑָしく見ฉを広͛ています。ӳޠやフランスޠの

みの授業もあり、研究に必ཁなޠ学力も高められます。文ࣥචのࡍは�
人の先生にࢦಋしていただけるので、༷ ʑなղऍを取りೖれながらߟ究で
きるڥがっています。

2022　ԤถจԽ学ڀݚίース　1 ౻ɹ

　本コースは、日本ޠ日本文学、中国ޠ中国文学、ຽଏ学、౦アジアൺֱ文学のいずれかを基ૅ的研究領域とし、それぞれの領域に
おける研究力をᔻ養するコースです。大学で学んだことを౿まえた্で、ڱいにดじこもらないよう多࠼な内༰の授業が༻ҙ
されており、自らのテーϚにあった研究方๏を学ぶことができます。কདྷ、日本及び౦アジアの๛かな文化を世界に発৴したい人
をܴします。

2022年度　日本・౦アジア文化学研究コース長 ণ樹 ݩࡔ

　日本・౦アジア文化学研究コースでは、日本ޠ文学、
中国ޠ文学、ൺֱ文学、ຽଏ学などを基ૅに多ذにわ
たる学びをల開することにより、౦アジア地域શମを
ؚΉ広いࢹ野をഓうことができます。定期なθミを行
い、མちணいたง囲気で教授や研究同士とし合いな
がら、研究ࣨや大学図ॻؗなど学内に所ଂされた資ྉ
にՃえ学外の֤छ資ྉを活༻して、地ಓな研究をਐめ
ています。

　私がݱ在研究テーϚとしているのはリービӳ༤というӽ࡞ڥ家の࡞に
おける中国૾についてです。このようにൺֱ文学を௨してෳの文化を研
究することによって、専門や文化もӽڥすることができ、思ߟが深められ、
研究にू中することができます。

2022　本・౦ΞジΞจԽ学ڀݚίース　2 ᬖɹဋᇠ
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社会文化科学教育部　ത࢜લ期՝ఔ　教һҰཡ
教һについては令和4年5月1日現在のものであり、変ߋになるՄੑがあります。
˞令和5年3月定年退職༧定

๏ɾฆ૪ղܾ学ઐ߈

役৬ һ໊ڭ 所　ଐ ઐ分 ςーϚڀݚ

教　授 ా　߂߁ 大学Ӄ人文社会科学研究部 法と経ࡁ学、公共経ࡁ学、ϛΫϩ経ࡁ学 経ࡁ学からみた法、ϧーϧ、および制度

教　授 ҏ౻　༸య 大学Ӄ人文社会科学研究部 政ࢥ࣏ ʮҬ主ٛʯతߟࢥのܥේと現తҙٛにؔする研究

教　授 㖕ॅ　ٱ߂ 大学Ӄ人文社会科学研究部 行政学 行政、࢙྅制における内部ཧن則の研究

教　授 大ᖒ　博明 大学Ӄ人文社会科学研究部 日本政࢙ަ֎࣏ 日ਗ਼ઓ૪の研究、ۙ日本の政ؔ܉の研究

教　授 Ԭా　行༤ 大学Ӄ人文社会科学研究部 事政策、গ年法ܐ にؔする研究ূݕ等の有ޮੑのࡋ事制ܐ

教　授 Ԭ本　༑ࢠ 大学Ӄ人文社会科学研究部 ຽ法、不法行ҝ法 日ถൺֱにͮجく人ଛഛঈの研究、Πϯλーωοτ上の人格ݖ
৵にରするࡁٹ

教　授 大日方信य़ 大学Ӄ人文社会科学研究部 法学ૅج、法学ݑ 知తݖ࢈ࡒとݑ法ཧ

教　授 ా　լੈ 大学Ӄ人文社会科学研究部 社会อো法 υΠπのՈ政策

教　授 ࠠ　博ত 大学Ӄ人文社会科学研究部 ࿑ಇ法 ࿑ಇࢢ場法制、࿑ಇฆ૪ղܾ、雇用構ங学

教　授 ԓా　ѥ 大学Ӄ人文社会科学研究部 ༸法制࢙ ཱ期コϞϯ・ϩーとΧϊϯ法の相ؔޓ

教　授 ֎　݈一 大学Ӄ人文社会科学研究部 経ࡁཧ学、ڥ政策 ഇغ・ϦαΠΫϧにؔする経ࡁཧ学త研究

教　授 内౻　大ւ 大学Ӄ人文社会科学研究部 事ૌু法ܐ おとりࠪ、その他ٗ᠕తࠪ手法について

教　授 த内　　 大学Ӄ人文社会科学研究部 ࿑ಇ法学、࿑ಇܖ 在੶出ؔの法తੳ

教　授 ྛ　　一 大学Ӄ人文社会科学研究部 際機構ࠃ、際ϨδーϜࠃ、際法学ࠃ 、ྗ構ங際ؔࠃ際法とࠃ

教　授 原　ོ行 大学Ӄ人文社会科学研究部 臨চ社会学 社会γスςϜ、ϦϑϨΫςΟϯά・ϓϩηス、έΞ

教　授 ༿　　ྕྕ※ 大学Ӄ人文社会科学研究部 法、ൺֱ法ࠃ֎ ΞδΞॾࠃにおけるฆ૪ղܾ方法のଟ༷化にؔするൺֱ研究

教　授 ٢Ԭ　ӳඒ 大学Ӄ人文社会科学研究部 ౦ΞδΞ経ࠃؖ、ࡁの࢈業ٕज़ֵ৽ ಋମ࢈業からみたؖࠃ経ࡁのൃలϝΧχζϜにؔする研究

教　授 部　　܆※ 大学Ӄ人文社会科学研究部 Ҭ政策、Ҭͮくり δΣϯτϦϑΟέーγϣϯとࢢ、ҬのϦσβΠϯ

।教授 ேాともࢠ 大学Ӄ人文社会科学研究部 行政法 Ոഛঈ法上のҧ法ੑࠃ

।教授 Ѩ部　༔و 大学Ӄ人文社会科学研究部 際ؔࠃ ྫྷઓ後のϤーϩού҆શอোମ制にؔするཧ研究

।教授 ੴ原　明ࢠ 大学Ӄ人文社会科学研究部 ฆ૪ղܾ・ฏ和構ங学、ҩྍ政策・ϝϯλϧϔϧス 日本、ࡂڥ、ҩྍ・教育におけるฆ૪ղܾ・修෮తਖ਼ٛ

।教授 കᖒ　　࠼ 大学Ӄ人文社会科学研究部 ຽ法 の護にؔする問、生৩ิॿҩྍにؔする法తॾ問、χϡーࢠ
δーϥϯυՈ法

।教授 ଠా　ण明 大学Ӄ人文社会科学研究部 法学・法ࢥ࢙ ΞμϜ・スϛスの法学、ݹయత自༝主ٛ、法とײ、ۙ自વ法学、
行政（QPMJDF, PPMJ[FJ）֓೦࢙

।教授 大　ਖ਼ٱ 大学Ӄ人文社会科学研究部 公共経ࡁ学 Ҭにおけるࡒ政政策とڥ政策にؔするཧత研究

।教授 Ԭ本　༸一 大学Ӄ人文社会科学研究部 法ܐ 法原ཧܐର策あるいはۙࡑ人事、ҩ事法そして৫൜ݕ

।教授 Տݑ一 大学Ӄ人文社会科学研究部 ຽ事手続法、࢈法、ൺֱຽ事手続法およびൺֱ࢈法 所のࡋཧ、各種ຽ事ฆ૪ղܾ手続の構とૅج手続のݐ࠶業ا
ׂ・機のൺֱ法研究

।教授 ᖂ୩　༸ฏ 大学Ӄ人文社会科学研究部 法ܐ 未൜、ϚωーϩーϯμϦϯά、ҩ事ܐ法、ΠΪϦスܐ法

।教授 ౡଜ　ྰ༤ 大学Ӄ人文社会科学研究部 政ࡒ政学、方ࡒ 現Φϥϯμࡒ政

।教授 ਡࠤ　ϚϦ 大学Ӄ人文社会科学研究部 経ࡁ法 Χϧςϧن制、スϖΠϯおよびதೆถにおけるڝ૪法制

।教授 ∁　߁ҥ 大学Ӄ人文社会科学研究部 法・会社法 会社法におけるݖ࠴者อ護、தখا業における事業ঝ継

।教授 ℄Ӭ　ୡ࠸ 大学Ӄ人文社会科学研究部 ݖ法学、人ݑ ද現の自༝とݑ法原ཧ、γϯϘϦοΫ・スϐーνの法ཧとҧཱݑ法
৹ࠪ制

।教授 தౢ　 大学Ӄ人文社会科学研究部 行政法 ମ間࣏ؔと自ࠃ

।教授 原ౡ　ྑ 大学Ӄ人文社会科学研究部 行政法、自࣏法、ڥ法 行政のઆ明、ٹࡂॿ法、公߁݈ඃิঈ制度

।教授 দӬࢻ೫ඒ 大学Ӄ人文社会科学研究部 際取Ҿ法ࠃ、法ࢲ際ࠃ 際ࠃ際通՟にؔするࠃ、࣏法における当事者自ܖ際ࠃ・法ࢲ際ࠃ
法ࢲ際ࠃおよびのࠃ際取Ҿ法からの研究、தࠃ法およびࢲ

।教授 　　大ี 大学Ӄ人文社会科学研究部 法社会学、法と経ࡁ学 ٻ学తੳ、৽しい経験తੳ方法の୳ࡁ法の経際ؔࠃ

।教授 　ޱࢁ 大学Ӄ人文社会科学研究部 会社法 会社法と̨̘ 点ࡨ問のަ（業の社会తا̧）

।教授 ܙ૱　ࠜࢁ 大学Ӄ人文社会科学研究部 ຽ法 υΠπຽ法におけるܖのཱおよび当事者のٛ

।教授 ए৭　ರࢠ 大学Ӄ人文社会科学研究部 会社法・ফඅ者法 会社のʮ不७ʯ、ফඅ者取Ҿ

ࢣ　ߨ ᬑ　ຎґ 大学Ӄ人文社会科学研究部 ຽ事ૌু法、ຽ事手続法 ຽ事手続の当事者にอোされるき手続上のॾݖ利

ࢣ　ߨ ං　࢚܄ 大学Ӄ人文社会科学研究部 政࣏ա程 公共政策をめ͙るରཱとௐの研究、集ஂૌুの研究

ࢣ　ߨ ⅓ా　ֆඒ 大学Ӄ人文社会科学研究部 ຽ法 策にؔする研究ݐ࠶׆生時の生ൃࡂ、ޡࡨ࣭ੑ

ࢣ　ߨ ୩　ਔඒࡾ 大学Ӄ人文社会科学研究部 ຽ法 制֓ࡋ೦、૽Ի（৽װઢ・෩ྗൃి）
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熊本大学ɾϚανϡーセοπभཱ大学Ϙスτン校　ฆ૪ղܾ学ࡍࠃ࿈ܞઐ߈

役৬ һ໊ڭ 所　ଐ ઐ分 ςーϚڀݚ

教　授 ా　߂߁ 大学Ӄ人文社会科学研究部 法と経ࡁ学、公共経ࡁ学、ϛΫϩ経ࡁ学 経ࡁ学からみた法、ϧーϧ、および制度

教　授 ҏ౻　༸య 大学Ӄ人文社会科学研究部 政ࢥ࣏ ʮҬ主ٛʯతߟࢥのܥේと現తҙٛにؔする研究

教　授 Ԭా　行༤ 大学Ӄ人文社会科学研究部 事政策、গ年法ܐ にؔする研究ূݕ等の有ޮੑのࡋ事制ܐ

教　授 উ　ాܚ 大学Ӄ人文社会科学研究部 文化人ྨ学、文化Ҩ࢈研究、ΞϑϦΧ研究 ̒、研究࢈ຐज़化、ΞϑϦΧの文化Ҩ（࠶） ਫມපʼ事݅ΞーΧΠϒ研究

教　授 原　ོ行 大学Ӄ人文社会科学研究部 臨চ社会学 社会γスςϜ、ϦϑϨΫςΟϯά・ϓϩηス、έΞ

教　授 ༿　　ྕྕ※ 大学Ӄ人文社会科学研究部 法、ൺֱ法ࠃ֎ ΞδΞॾࠃにおけるฆ૪ղܾ方法のଟ༷化にؔするൺֱ研究

教　授 部　　܆※ 大学Ӄ人文社会科学研究部 Ҭ政策、Ҭͮくり δΣϯτϦϑΟέーγϣϯとࢢ、ҬのϦσβΠϯ

।教授 Ѩ部　༔و 大学Ӄ人文社会科学研究部 際ؔࠃ ྫྷઓ後のϤーϩού҆શอোମ制にؔするཧ研究

।教授 ੴ原　明ࢠ 大学Ӄ人文社会科学研究部 ฆ૪ղܾ・ฏ和構ங学、ҩྍ政策・ϝϯλϧϔϧス 日本、ࡂڥ、ҩྍ・教育におけるฆ૪ղܾ・修෮తਖ਼ٛ

।教授 ਡࠤ　ϚϦ 大学Ӄ人文社会科学研究部 経ࡁ法 Χϧςϧن制、スϖΠϯおよびதೆถにおけるڝ૪法制

।教授 　　大ี 大学Ӄ人文社会科学研究部 法社会学、法と経ࡁ学 ٻ学తੳ、৽しい経験తੳ方法の୳ࡁ法の経際ؔࠃ

ࢣ　ߨ ං　࢚܄ 大学Ӄ人文社会科学研究部 政࣏ա程 公共政策をめ͙るରཱとௐの研究、集ஂૌুの研究

߈社会人ؒ学ઐݱ

役৬ һ໊ڭ 所　ଐ ઐ分 ςーϚڀݚ

教　授 ࣛౢ　　༸ 大学Ӄ人文社会科学研究部 経ࡁཧ学、࢈業Ҭ 業ཱとҬ構にؔするཧ学త研究࢈

教　授 ᅳࢬ　य़ዳ※ 大学Ӄ人文社会科学研究部 現Իָ学、ۂ࡞ཧ 現Իָにおけるۂ࡞ཧ・ٕ法の研究

教　授 উ　ాܚ 大学Ӄ人文社会科学研究部 文化人ྨ学、文化Ҩ࢈研究、ΞϑϦΧ研究 ̒、研究࢈ຐज़化、ΞϑϦΧの文化Ҩ（࠶） ਫມපʼ事݅ΞーΧΠϒ研究

教　授 児ۄ　　望 大学Ӄ人文社会科学研究部 研究ޠݴ学、ೆΞδΞޠݴ քදࣔڥઢௐによるӆ構ۂ

教　授 γϯδϧτ 大学Ӄ人文社会科学研究部 社会人ྨ学、内ΞδΞのຽࢽ 現ச社会における自વ؍と集ஂ؍のಈଶ

教　授 内　　༟ 大学Ӄ人文社会科学研究部 書学、ϔϒϥΠࢥ ϔϒϥΠޠ書の文ݙ学తऍٛおよびࢥ࢙త研究

教　授 ଟా　ޫ 大学Ӄ人文社会科学研究部 社会問、現社会、社会ཧ 現社会の構と問にؔする研究

教　授 ాத　๎߂ 大学Ӄ人文社会科学研究部 ཧ学、Ԡ用ྙཧ学ྙൣن ཧ学ཧ、Ϗδωスྙཧ、専職ྙཧྙൣن

教　授 本　　বࣉ 大学Ӄ人文社会科学研究部 知֮৺ཧ学、認知ਆ経科学 ҟ種֮ײใ౷合、ମ֮ײ、共ײ、όーνϟϧϦΞϦςΟ

教　授 த　ً 大学Ӄ人文社会科学研究部 ҩྍ社会学、社会学方法 อ݈ҩྍ・ࢱをରとする社会学త研究

教　授 ฏ　ॱ 大学Ӄ人文社会科学研究部 コϛϡχέーγϣϯ 修ࣙ学、ϙϦςΟΧϧ・ϨτϦοΫ

教　授 ౻ా　　๛ 大学Ӄ人文社会科学研究部 ൃୡ・学習৺ཧ学、教育৺ཧ学 どもの認知とಈのൃୡ、児ಐ・生ెのରによる学習ա程ࢠ

教　授 　ް࢙ 大学Ӄ人文社会科学研究部 ըܭ社会学、Ҭ社会学、Ҭڥ Ҭ社会におけるڥの利用とอશܭըにؔする社会学త研究

教　授 দӜ　༤介 大学Ӄ人文社会科学研究部 文化社会学、ࠃ際社会学 記Աと文化Ҩ࢈の社会学、文化によるҬ

教　授 ਫݩ　๛文 大学Ӄ人文社会科学研究部 ϝσΟΞ学、コϛϡχέーγϣϯ学 コϛϡχέーγϣϯ研究

।教授 志ح　ాؠ 大学Ӄ人文社会科学研究部 ൺֱ経営・ൺֱ社会 日த社会の行ಈ原ཧと行ಈ༷ࣜ

।教授 大⁋　ਖ਼ 大学Ӄ人文社会科学研究部 学 学、ޠݴ学

।教授 下ా݈ଠ 大学Ӄ人文社会科学研究部 文化人ྨ学、ྺ࢙人ྨ学、࣭文化研究 ਫມの記Աとද、ࢥڥ、ܗ؍ܠ

।教授 ਿ本　༟࢘ 大学Ӄ人文社会科学研究部 ਫ਼ਆੳのԠ用త研究 ਂ৺ཧ学త日本人および൜ࡑ৺ཧ

।教授 ߂　؛ߴ 大学Ӄ人文社会科学研究部 臨চ৺ཧ学 ੑత問行ಈのྍ࣏教育、৺ཧྍ法

।教授 ∁࡚　文ࢠ 大学Ӄ人文社会科学研究部 教育৺ཧ学、ൃୡ৺ཧ学 ಈ機ͮけ、΄め

।教授 　ཬ৫ 大学Ӄ人文社会科学研究部 社会৺ཧ学、認知ൃୡ৺ཧ学、ҩྍ৺ཧ学 自֓ݾ೦のൃୡ、ϝϯλϧϔϧス、ѪணスλΠϧとཆ育ڥ

।教授 ૿ా　　ਔ 大学Ӄ人文社会科学研究部 教育社会学、ྺ࢙社会学、δΣϯμー 長期におけるՈঁੑにؔする社会学త研究ࡁ度経ߴ

।教授 ҆ଜ　　明 大学Ӄ人文社会科学研究部 ൃୡ認知ਆ経科学、臨চਆ経生ཧ学 行機のൃୡత変化、ൃୡো、ҙܾࢥ定、機ܭଌ

।教授 ࣏部　ॱࢁ 大学Ӄ人文社会科学研究部 ଶܗ、ޠ学、౷ޠݴ ೆΞδΞのҹԤॾޠと日本の方ݴの文法記ड़

।教授 ࡾߞ　本ࢁ 大学Ӄ人文社会科学研究部 人文ཧ学、ࡂ ඃࡂの෮چ・෮ڵにؔする人文ཧ学త研究

।教授 ٢　༝࠼ 大学Ӄ人文社会科学研究部 Ҭ社会学、ࢱ社会学 ϘϥϯλϦー行ҝの研究、ଜྸߴ者の生׆にؔする研究

।教授 ถౡສ有ࢠ 大学Ӄ人文社会科学研究部 ҩ学・݈߁ཧ学、ڥཧ学、ཧใ科学 գഔ介ੑײછϦスΫのཧ学త研究

।教授 ล　 大学Ӄ人文社会科学研究部 現தࠃ 現தࠃの政࣏・行政վֵ
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ਓ ɾؒࣾ ձՊֶઐ߈
公共政策学ྖҬ
法学ྖҬ
ަবฆ૪ղܾ学ྖҬ
ઌྙཧ学ྖҬ
ϑΟーϧυϦαーνྖҬ
認知学・৺ཧ学ྖҬ

ӳޠ教授学ྖҬ
学ྖҬ࢙ྺ
日本・౦ΞδΞ文化学ྖҬ
Ԥถ文化学ྖҬ

จԽֶઐ߈

തظޙ࢜՝ఔ
        

人間・社会科学専攻は、ެ 共ࡦ学、๏学、ަ বฆ૪ղܾ学、先ྙཧ学、フィールドリαーν及
び認知学・心ཧ学の֤領域に関して、࠷先の学ਫ४に基づく高度な研究を行する研究
者を志す人、及び学術知と実ફ知の融合により地域においてまた国ࡍ的に活躍できる高度専門
職業人をめざす人を求める。
̍ɽެ共ࡦ学領域において研究者および高度専門職業人をめざす人
̎ɽ๏学領域において研究者および高度専門職業人をめざす人
̏ɽަবฆ૪ղܾ学領域において研究者および高度専門職業人をめざす人
̐ɽ先ྙཧ学領域において研究者および高度専門職業人をめざす人
̑ɽフィールドリαーν領域において研究者および高度専門職業人をめざす人
̒ɽ認知学・心ཧ学領域において研究者および高度専門職業人をめざす人

Ξυミογϣンϙリγー
˙ਓ ・ؒࣾ ձՊ学ઐ߈

文化学専攻は、ӳޠ教授学、ྺ と文学のॾ領ޠݴ学、ຽଏ学、日本・౦アジア・Ԥถのݹߟ、学࢙
域において、文化的ॾ課に関する自ཱ的な研究活動を行することのできる、๛かな学ࣝを
基盤とした、より高度な研究力、専門性、Ԡ༻力を育Ήことを目ඪとします。Ҏ্のような観
点から、本専攻は࣍のような人を求める。
̍ɽӳޠ教授学領域ɿԠ༻ޠݴ学、ӳޠ教育学、ୈೋޠݴ習得、心ཧޠݴ学、研究方๏等の

教育が๊えるཧ的・実ફ的ޠ在のӳݱ、究しߟ৽のཧ的組み・研究成果を൷的に࠷
課のԠ༻を図り、研究者および高度専門職業人をめざす人

̎ɽྺ࢙学領域ɿ高度の専門的学力を身に付け、研究機関において学術の発లにد༩すること
をめざす人、また博ؗや自࣏ମ等において文化行業の࣭的向্をめざす人

̏ɽ日本・౦アジア文化学領域ɿ日本と౦アジアのຽଏ文化、ޠݴ、文ܳそれぞれに関する研究
を深めるとともに、౦アジアの文化શൠにわたる知見を身に付け、֤ 専門分野の研究者お
よび高度専門職業人をめざす人

̐ɽԤถ文化学領域ɿӳถޠ学・文学、ドイπޠ学・文学、フランスޠ学・文学をはじめとする֤
専門分野における研究者および高度専門職業人をめざす人

˙จԽ学ઐ߈

社会文化科学教育部　ത࢜લ期՝ఔ　教һҰཡ

役৬ һ໊ڭ 所　ଐ ઐ分 ςーϚڀݚ

教　授 大学Ӄ人文社会科学研究部 第二ޠݴ習得、研究方法、౷ܭ学、
৺ཧଌ定法

PTZDIPNFUSJDT, 4FDPOE -BOHVBHF "DRVJTJUJPO, &YQMJDJU BOE　
*NQMJDJU ,OPXMFEHF, -FBSOFS "VUPOPNZ, -FBSOJOH 4UZMFT, -FBSOJOH 
4USBUFHJFT, -FBSOFS "OYJFUZ

教　授 ৽Ҫ　ӳӬ 大学Ӄ人文社会科学研究部 ༸ۙ現ࢥ࢙ %・ )・ ϩ Ϩ ϯ ス と Ϟ μ χ ζ Ϝ ࢥ 

教　授 ҏ౻　ਖ਼ 大学Ӄ人文社会科学研究部 தࠃ明ਗ਼社会経࢙ࡁ தੈۙࠃの社会త݁合とො制度にؔする研究

教　授 Ҵ༿　継ཅ Ӭ੨文ݿ研究ηϯλー 日本தੈ࢙ ۙੈ日本社会ܗ࢙の研究（ઓࠃ期）

教　授 খാ　ݾ߂ 大学Ӄ人文社会科学研究部 ౦ΞδΞઌ࢙学、২ݹߟ学 ثѹࠟ法による౦ΞδΞઌ࢙時のॳ期ߞ・生༷ࣜ׆の研究

教　授 ંా　　ॆ 大学Ӄ人文社会科学研究部 ӳޠ教育学、৺ཧޠݴ学 ޮՌతなӳޠޠኮ指ಋ法、ӳޠ৺内ࣙ書の࠶構ங・変༰

教　授 ᜊ౻　　༃ 大学教育౷ׅཧӡ営機構 18・1� のӳ文学لੈ ӳ文学及びΞϯάϩ・ΞΠϦογϡ文学

教　授 大学Ӄ人文社会科学研究部 ϑϥϯスޠ教授法 教育、教育方法ޠとしてのϑϥϯスޠࠃ֎、科学ޠݴ

教　授 ণथ　ݩࡔ 大学Ӄ人文社会科学研究部 日本ۙ現文学 ۙ日本のࢥ文化とද現࢙にؔする研究

教　授 ᴑ　　 大学Ӄ人文社会科学研究部 தࠃਗ਼政࣏制度࢙・政࣏社会࢙ ਗ਼の経ࡁ政策・文書行政・྅制にؔする研究

教　授 தඌ݈一 大学Ӄ人文社会科学研究部 日本文学 ʰകՖແਚ蔵ʱの研究

教　授 ᴳ　　Ғ 大学Ӄ人文社会科学研究部 ൺֱ文学、日தൺֱ文学 ๛ࢠℎにؔするൺֱ文学研究、தࠃにおける༸ඒज़の受༰と日本

教　授 ᖛా　　明 大学Ӄ人文社会科学研究部 16 ϑϥϯス文学لੈ 16 日本文化のϑϥϯスにお、࢙とྺࢻ後ϑϥϯスにおけるلੈ
ける受༰

教　授 य़ా　ل 大学Ӄ人文社会科学研究部 日本தੈ࢙ 日本தੈの生業とڥ、下文書

教　授 ϋϯηϯ , έϦー 大学Ӄ人文社会科学研究部 日本ۙ現文学 明࣏文学、δΣϯμー研究、日本өը

教　授 দ　࢘ݑ 大学Ӄ人文社会科学研究部 ӳޠ学・ྺޠݴ࢙学 தӳޠ౷ޠ・ӳ࢙ޠのॾ問

教　授 ໜ　ढ़৳ 大学Ӄ人文社会科学研究部 日本ޠ学（現日本ޠの文法・ޠኮ） 現日本ޠの文法・ޠኮ・ޠ法研究ɼコーύスを用いた日本ޠ研究 

教　授 ࡞下　༟ࢁ 大学Ӄ人文社会科学研究部 日本ຽଏ学 現社会におけるຽଏ学の実践ੑにؔする研究

教　授 ཱུ　　੩՚ 大学Ӄ人文社会科学研究部 日தۙ現文学・ൺֱ文学・ޠݴ文化 ౡ࡚౻ଜと金のՈ制度දにؔするൺֱ研究、தࠃ同時文学研究

।教授 上　࢙ 大学Ӄ人文社会科学研究部 日本ۙ現文学  文学をத৺とする日本現文学の研究ݬ

।教授 Ҫ上　ࢠڿ 大学Ӄ人文社会科学研究部 ϙーϥϯυݍޠをத৺としたத・౦Ԥ文学 άμϯスΫγϩϯスΫ方など、چυΠπྖにあたるࢢ・Ҭ
出の࡞Ո（Ҡຽ࡞Ոを含む）によͬて書かれたϙーϥϯυޠ文学

।教授 Ҫ原　　݈ 大学Ӄ人文社会科学研究部 学ޠݴ ۙϤーϩούにおけるࢥޠݴ࢙研究

।教授 ଜ　थࠓ Ӭ੨文ݿ研究ηϯλー 日本ۙੈ࢙・࢙ۙ 日本ۙੈのྖ主制とҬ社会、明࣏ҡ৽期の社会経࢙ࡁ研究

।教授 　࡚ؠ 記೦館ߴޒ ঝ文化࢙、博館学 ใ社会における文化ྲྀ通のຽଏ学త研究

।教授 ӹ　　හ 大学Ӄ人文社会科学研究部 ۙυΠπݍޠ文学およびࢥ ϔϧμーϦϯ研究。ࢻと学、政࣏తなるもののࢥ࢙研究

।教授 及　　ߴ 大学Ӄ人文社会科学研究部 ຽଏ学　ೆॾౡ（Ԅඒ・ԭೄ）Ҭ研究 ೆॾౡと日本本のൺֱຽଏ学、現ຽଏ学のཧ 

।教授 ยܓ　ࢁາ 大学Ӄ人文社会科学研究部 第二ޠݴ習得研究、Ի学、৺ཧޠݴ学 第二ޠݴ学習者の知֮ൃୡ研究

।教授 อా৻二ٱ 大学Ӄ人文社会科学研究部 தࠃ・౦ΞδΞݹߟ学 ৽ੴث時ʙ੨ಔث時のߞ・৯文化࢙研究

।教授 খྛ　　ߊ 大学Ӄ人文社会科学研究部 前ۙதࠃ政࢙࣏ 前ۙதࠃにおける政࢙࣏の研究

।教授 ت߂　ළࡾ 大学Ӄ人文社会科学研究部 ΞϝϦΧҬ社会࢙ ύϒϦοΫ・Τコϊϛー、࢙ڥࢢ

।教授 ਿҪ　　݈ 大学Ӄ人文社会科学研究部 日本ݹߟ学 原ݹ・࢝の社会・政࣏構研究

।教授 ླ　ܒ 大学Ӄ人文社会科学研究部 ۙ日本ࢥ࢙ 明࣏期の日本φγϣφϦζϜ

।教授 ླ　೭ 大学Ӄ人文社会科学研究部 ຽଏ学、ϚϯΨ文化研究 ಄ঝ・ϚϯΨ文化にؔするຽଏ学త研究ޱ

।教授 ଜ　وݑ 大学Ӄ人文社会科学研究部 ΠΪϦス演ܶ ΠΪϦスதੈからॳ期ۙ演ܶにおけるԻָ、ମޠݴද現の研究

।教授 Ӭඌ　　ޛ 大学Ӄ人文社会科学研究部 ΞϝϦΧ文学 ΟϦΞϜ・ϑΥーΫφーをத৺とする ΞϝϦΧೆ部文学研究ل20ੈ

।教授 த　ॱࢠ 大学Ӄ人文社会科学研究部 ΠΪϦスۙੈ࢙ ϩϯυϯࢢ社会࢙、Ҡຽ受༰の研究

।教授 　 大学Ӄ人文社会科学研究部 ൺֱࢥ࢙、υΠπ学 υΠπݍޠの文学・ޠ学・文化（࢙）、生໋・ҩྍྙཧ

।教授 ാ　ѥࢠ 大学Ӄ人文社会科学研究部 20 ϑϥϯス文学لੈ ΞϯυϨ・Ϛϧϩー研究

।教授 日ߴ　Ѫࢠ 大学Ӄ人文社会科学研究部 日本ݹయ文学（和Վ文学） ۙੈभՎஃの研究、தੈՎ会資料の研究

।教授 日∁　利ହ 大学Ӄ人文社会科学研究部 ϝσΟΞ࢙、ϚϯΨ研究 গঁϚϯΨのྺ࢙తల։

।教授 দԬ　࢙ߒ 大学Ӄ人文社会科学研究部 ॳ期ۙӳࠃ演ܶ γΣΠΫスϐΞをはじめとするΤϦβϕスே・スςϡΞーτே演ܶ
とその文化എܠの研究

।教授 দ本　知ࢠ 大学Ӄ人文社会科学研究部 ӳޠ学、౷ޠ、ӳޠ教育 ඇ定ܗઅの౷ޠ構、ޮՌతな文法指ಋ法、өըを用いたӳޠ教育

।教授 ᖒ　　७ࡾ 大学Ӄ人文社会科学研究部 日本ۙ現࢙ ນ末ҡ৽࢙研究（ಛに政࣏社会࢙の研究）

।教授 ෑ　信 大学Ӄ人文社会科学研究部 தݹࠃయ文学（ே・খઆ） খઆとफ教文化のؔりについて

।教授 明ܒ　ߴ҆ 大学Ӄ人文社会科学研究部 日本ۙੈ࢙・法制࢙ ۙੈນൡ法とΩϦγλϯې制の研究

।教授 下　ਅཬࢁ 大学Ӄ人文社会科学研究部 日本ޠ学（日本࢙ޠ、文ࣈද記） ମの研究ࣈࣈ

।教授 ࢽߴ　ాࢁ 大学Ӄ人文社会科学研究部 Իָ学、Φϖϥ学、ܶ場࢙ 18�1� ָ、けての本φϙϦのΦϖϥのղ明にلੈ ේ、ڵ行࢙料、
およびࢥ研究。またੈքにおける༸Իָ受༰の研究

όΞーɼτϏΞス

文化学ઐ߈

ΞΠζϚϯΨーɼ
ΠΞϯ

αΨζɼϛγΣϧ
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ਓ ɾؒࣾ ձՊֶઐ߈
公共政策学ྖҬ
法学ྖҬ
ަবฆ૪ղܾ学ྖҬ
ઌྙཧ学ྖҬ
ϑΟーϧυϦαーνྖҬ
認知学・৺ཧ学ྖҬ

ӳޠ教授学ྖҬ
学ྖҬ࢙ྺ
日本・౦ΞδΞ文化学ྖҬ
Ԥถ文化学ྖҬ

จԽֶઐ߈

തظޙ࢜՝ఔ
        

人間・社会科学専攻は、ެ 共ࡦ学、๏学、ަ বฆ૪ղܾ学、先ྙཧ学、フィールドリαーν及
び認知学・心ཧ学の֤領域に関して、࠷先の学ਫ४に基づく高度な研究を行する研究
者を志す人、及び学術知と実ફ知の融合により地域においてまた国ࡍ的に活躍できる高度専門
職業人をめざす人を求める。
̍ɽެ共ࡦ学領域において研究者および高度専門職業人をめざす人
̎ɽ๏学領域において研究者および高度専門職業人をめざす人
̏ɽަবฆ૪ղܾ学領域において研究者および高度専門職業人をめざす人
̐ɽ先ྙཧ学領域において研究者および高度専門職業人をめざす人
̑ɽフィールドリαーν領域において研究者および高度専門職業人をめざす人
̒ɽ認知学・心ཧ学領域において研究者および高度専門職業人をめざす人

Ξυミογϣンϙリγー
˙ਓ ・ؒࣾ ձՊ学ઐ߈

文化学専攻は、ӳޠ教授学、ྺ と文学のॾ領ޠݴ学、ຽଏ学、日本・౦アジア・Ԥถのݹߟ、学࢙
域において、文化的ॾ課に関する自ཱ的な研究活動を行することのできる、๛かな学ࣝを
基盤とした、より高度な研究力、専門性、Ԡ༻力を育Ήことを目ඪとします。Ҏ্のような観
点から、本専攻は࣍のような人を求める。
̍ɽӳޠ教授学領域ɿԠ༻ޠݴ学、ӳޠ教育学、ୈೋޠݴ習得、心ཧޠݴ学、研究方๏等の

教育が๊えるཧ的・実ફ的ޠ在のӳݱ、究しߟ৽のཧ的組み・研究成果を൷的に࠷
課のԠ༻を図り、研究者および高度専門職業人をめざす人

̎ɽྺ࢙学領域ɿ高度の専門的学力を身に付け、研究機関において学術の発లにد༩すること
をめざす人、また博ؗや自࣏ମ等において文化行業の࣭的向্をめざす人

̏ɽ日本・౦アジア文化学領域ɿ日本と౦アジアのຽଏ文化、ޠݴ、文ܳそれぞれに関する研究
を深めるとともに、౦アジアの文化શൠにわたる知見を身に付け、֤ 専門分野の研究者お
よび高度専門職業人をめざす人

̐ɽԤถ文化学領域ɿӳถޠ学・文学、ドイπޠ学・文学、フランスޠ学・文学をはじめとする֤
専門分野における研究者および高度専門職業人をめざす人

˙จԽ学ઐ߈
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学ྖҬࡦڞެ 人 ɾؒ社会科学ઐ߈

野とより高度なཧ研究を௨してԠえࢹ課を的֬にଊえ、これにରしてグローΧルなࡦとその࣌
ることのできる、国ࡍ的に௨༻するࡦ研究者やࡦプロフェッショナルの養成を目ࢦした教育・研究を
行います。

　ެ共ࡦ学は、社会に生ىするॾʑのをࡦ的課として取り্͛究する学領域です。その一つの課、
そこから引き出される研究テーϚにରしては、一つの研究্の文຺において究されることになりますが、ݱ実に社会
にىきているはطଘの学領域で؆୯にׂり切れるものではありまͤん。学ࡍ領域の研究が増えてདྷていることは
その証ですが、博士課程の研究、そしてその݁果としての博士文の࡞成においては、ある特定の研究্の文຺において
Ӷҙにਐめるのはવとして、関࿈する専門分野の知見が必ཁとされる、あるいは、ॏཁとなることがししあります。
そのҙຯにおいて、この大学院のެ共ࡦ学領域に所属する多༷な専門分野の教員、さらにはྡする領域の教員から
自分の専門とはҟなる知見を得ることは博士の研究に大いに資するものであるということができます。ެ共ࡦ学領域
では、教員スタッフがこの領域での研究を志す人を、そのように支え、そして共に学んでいくことになります。ͥͻ一緒
にษڧしていきましΐう。

在学生の

2022年度　ެ共ࡦ学領域長 ෦ɹ܆

౻山 ହ
　実社会で制度として定ணしていることであっても、ݧܦを௨して得られた実ફ知を学術知に݁び付けるこ
とにより、生じているびのݪҼやղܾすき課がුきூりになります。この࡞業により、あらたな学術知
が形成されます。この学術知をཪ付けに৽たな制度がߏஙされ、実社会定ணするという知の॥が行われ
ています。 
　ެ共ࡦ学領域では幅広い専門分野の先生方、༷ ʑなόックグランドをもつ社会人院生、ླཱྀ 学生、学部か
らਐ学してきたएい院生が在੶し、深いٞを௨して、お互いに৽たな気づきや人のつながりが生まれます。
　私は社会人院生としてೖ学しました。日ʑのࣄの中でこうした知の॥の必ཁ性をڧく感じつつ、ܙま
れたڥでの研究活動を௨してその一を୲えることを大มخしく思います。

2022　ެڞࡦ学ྖҬ　3

「の॥」

๏学ྖҬ 人 ɾؒ社会科学ઐ߈

2022年度　๏学領域長 ౻ େւ

ݪྫ分ੳ、పఈした、ߟ的ࡦ๏、౼ݕするछʑの課について、外国๏とのൺֱى社会に生ݱ
యߨಡなどを௨して、֤ छ課にରԠしうる๏ཧのߏஙを目ࢦした教育・研究を行います。

　大学院では、「研究」にैࣄします。これまで๏学部では、๏的ղܾにあたりྫや学આなどにݱれた見ղのੋඇをݕ౼
し、そのうちどれが࠷もଥかということを中心に学習がਐめられてきたのではないかと思います。これはすでにओுされ
ている見ղを前ఏにした学習でした。大学院では、それらのなかにଥなものがないときに、自ら৽たにղܾࡦをఏࣔすると
いうӦҝにैࣄします。そのࡍ、学部でഓった知ࣝを基ૅにすることはもちろん、外国๏とのൺֱ研究やྺ࢙研究などこれま
であまり取り組んでこなかったख๏を༻いることになるでしΐう。このような活動を௨じて、๏的をより深く、多角的に
ଊえ、৽たなղܾࡦをఏࣔする力を身につけます。

在学生の「ݱ高のֶͼを࣮࠷、しな͕Βڀݚ」

　博士前期課程では、日本における発ୡোのあるඃٙ者のࣄܐखଓについて研究しました。「どんな文が
ॻきたいのか」、「何を໌らかにしたいのか」から࢝まり、まとめとしての日本ޠでの修士文࡞成に至るまで、
先生方は身になってࢦಋをしてくださいました。
しながら、౦アジアのॾ国・地ߟをݙ在、博士前期課程で研究したテーϚを発లさͤて、海外の๏文ݱ　
域の๏・ࡦとൺֱして研究しています。大学院生活での༷ʑなことのઓ、学ぶことのָしさ、人との
ަྲྀから得られるݧܦは、これからのօさんの人生をよりྑいものにすると思います。

2022　๏学ྖҬ　2 ɹਖ਼

教һҰཡ
教һについては令和4年5月1日現在のものであり、
変ߋになるՄੑがあります。
˞令和5年3月定年退職༧定

˞この一ཡは本ྖҬに所属する教һ一ཡです。ਐ学を希望する場合、研究指ಋのՄ൱については、お問い合わせください。

職 教һ名 所　属 専 研究ςーϚ

教　授 ా　߂߁ 大学Ӄ人文社会科学研究部 法と経ࡁ学、公共経ࡁ学、ϛΫϩ経ࡁ学 経ࡁ学からみた法、ϧーϧ、および制度

教　授 ҏ౻　༸య 大学Ӄ人文社会科学研究部 政ࢥ࣏ ʮҬ主ٛʯతߟࢥのܥේと現తҙٛにؔする研究

教　授 㖕ॅ　ٱ߂ 大学Ӄ人文社会科学研究部 行政学 行政、࢙྅制における内部ཧن則の研究

教　授 大ᖒ　博明 大学Ӄ人文社会科学研究部 日本政࢙ަ֎࣏ 日ਗ਼ઓ૪の研究、ۙ日本の政ؔ܉の研究

教　授 ֎　݈一 大学Ӄ人文社会科学研究部 経ࡁཧ学、ڥ政策 ഇغ・ϦαΠΫϧにؔする経ࡁཧ学త研究

教　授 ٢Ԭ　ӳඒ 大学Ӄ人文社会科学研究部 ౦ΞδΞ経ࠃؖ、ࡁの࢈業ٕज़ֵ৽ ಋମ࢈業からみたؖࠃ経ࡁのൃలϝΧχζϜにؔする研究

教　授 部　　܆※ 大学Ӄ人文社会科学研究部 Ҭ政策、Ҭͮくり δΣϯτϦϑΟέーγϣϯとࢢ、ҬのϦσβΠϯ

।教授 Ѩ部　༔و 大学Ӄ人文社会科学研究部 際ؔࠃ ྫྷઓ後のϤーϩού҆શอোମ制にؔするཧ研究

।教授 大　ਖ਼ٱ 大学Ӄ人文社会科学研究部 公共経ࡁ学 Ҭにおけるࡒ政政策とڥ政策にؔするཧత研究

।教授 ౡଜ　ྰ༤ 大学Ӄ人文社会科学研究部 政ࡒ政学、方ࡒ 現Φϥϯμࡒ政

ࢣ　ߨ ං　࢚܄ 大学Ӄ人文社会科学研究部 政࣏ա程 公共政策をめ͙るରཱとௐの研究、集ஂૌুの研究
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๏学ྖҬ 人 ɾؒ社会科学ઐ߈

2022年度　๏学領域長 ౻ େւ

ݪྫ分ੳ、పఈした、ߟ的ࡦ๏、౼ݕするछʑの課について、外国๏とのൺֱى社会に生ݱ
యߨಡなどを௨して、֤ छ課にରԠしうる๏ཧのߏஙを目ࢦした教育・研究を行います。

　大学院では、「研究」にैࣄします。これまで๏学部では、๏的ղܾにあたりྫや学આなどにݱれた見ղのੋඇをݕ౼
し、そのうちどれが࠷もଥかということを中心に学習がਐめられてきたのではないかと思います。これはすでにओுされ
ている見ղを前ఏにした学習でした。大学院では、それらのなかにଥなものがないときに、自ら৽たにղܾࡦをఏࣔすると
いうӦҝにैࣄします。そのࡍ、学部でഓった知ࣝを基ૅにすることはもちろん、外国๏とのൺֱ研究やྺ࢙研究などこれま
であまり取り組んでこなかったख๏を༻いることになるでしΐう。このような活動を௨じて、๏的をより深く、多角的に
ଊえ、৽たなղܾࡦをఏࣔする力を身につけます。

在学生の「ݱ高のֶͼを࣮࠷、しな͕Βڀݚ」

　博士前期課程では、日本における発ୡোのあるඃٙ者のࣄܐखଓについて研究しました。「どんな文が
ॻきたいのか」、「何を໌らかにしたいのか」から࢝まり、まとめとしての日本ޠでの修士文࡞成に至るまで、
先生方は身になってࢦಋをしてくださいました。
しながら、౦アジアのॾ国・地ߟをݙ在、博士前期課程で研究したテーϚを発లさͤて、海外の๏文ݱ　
域の๏・ࡦとൺֱして研究しています。大学院生活での༷ʑなことのઓ、学ぶことのָしさ、人との
ަྲྀから得られるݧܦは、これからのօさんの人生をよりྑいものにすると思います。

2022　๏学ྖҬ　2 ɹਖ਼

˞この一ཡは本ྖҬに所属する教һ一ཡです。ਐ学を希望する場合、研究指ಋのՄ൱については、お問い合わせください。

教һҰཡ
教һについては令和4年5月1日現在のものであり、変ߋになるՄੑがあります。˞令和5年3月定年退職༧定

職 教һ名 所　属 専 研究ςーϚ

教　授 Ԭా　行༤ 大学Ӄ人文社会科学研究部 事政策、গ年法ܐ にؔする研究ূݕ等の有ޮੑのࡋ事制ܐ

教　授 大日方信य़ 大学Ӄ人文社会科学研究部 法学ૅج、法学ݑ 知తݖ࢈ࡒとݑ法ཧ

教　授 ా　լੈ 大学Ӄ人文社会科学研究部 社会อো法 υΠπのՈ政策

教　授 ࠠ　博ত  大学Ӄ人文社会科学研究部 ࿑ಇ法 ࿑ಇࢢ場法制、࿑ಇฆ૪ղܾ、雇用構ங学

教　授 ԓా　ѥ 大学Ӄ人文社会科学研究部 ༸法制࢙ ཱ期コϞϯ・ϩーとΧϊϯ法の相ؔޓ

教　授 内౻　大ւ 大学Ӄ人文社会科学研究部 事ૌু法ܐ おとりࠪ、その他ٗ᠕తࠪ手法について

教　授 த内　　 大学Ӄ人文社会科学研究部 ࿑ಇ法学、࿑ಇܖ 在੶出ؔの法తੳ

教　授 ྛ　　一 大学Ӄ人文社会科学研究部 際機構ࠃ、際ϨδーϜࠃ、際法学ࠃ 、ྗ構ங際ؔࠃ際法とࠃ

教　授 ༿　　ྕྕ※ 大学Ӄ人文社会科学研究部 法、ൺֱ法ࠃ֎ ΞδΞॾࠃにおけるฆ૪ղܾ方法のଟ༷化にؔするൺֱ研究

।教授 ேాともࢠ 大学Ӄ人文社会科学研究部 行政法 Ոഛঈ法上のҧ法ੑࠃ

।教授 കᖒ　　࠼ 大学Ӄ人文社会科学研究部 ຽ法 の護にؔする問、生৩ิॿҩྍにؔする法తॾ問、χϡーࢠ
δーϥϯυՈ法

।教授 ଠా　ण明 大学Ӄ人文社会科学研究部 法学・法ࢥ࢙ ΞμϜ・スϛスの法学、ݹయత自༝主ٛ、法とײ、ۙ自વ法学、
行政（QPMJDF, PPMJ[FJ）֓೦࢙

।教授 Ԭ本　༸一 大学Ӄ人文社会科学研究部 法ܐ 法原ཧܐର策あるいはۙࡑ人事、ҩ事法そして৫൜ݕ

।教授 Տݑ一 大学Ӄ人文社会科学研究部 ຽ事手続法、࢈法、ൺֱຽ事手続法およびൺֱ࢈法 所のࡋཧ、各種ຽ事ฆ૪ղܾ手続の構とૅج手続のݐ࠶業ا
ׂ・機のൺֱ法研究

।教授 ᖂ୩　༸ฏ 大学Ӄ人文社会科学研究部 法ܐ 未൜、ϚωーϩーϯμϦϯά、ҩ事ܐ法、ΠΪϦスܐ法

।教授 ਡࠤ　ϚϦ 大学Ӄ人文社会科学研究部 経ࡁ法 Χϧςϧن制、スϖΠϯおよびதೆถにおけるڝ૪法制

।教授 ℄Ӭ　ୡ࠸ 大学Ӄ人文社会科学研究部 ݖ法学、人ݑ ද現の自༝とݑ法原ཧ、γϯϘϦοΫ・スϐーνの法ཧとҧཱݑ法৹ࠪ制

।教授 தౢ　 大学Ӄ人文社会科学研究部 行政法 ମ間࣏ؔと自ࠃ

।教授 原ౡ　ྑ 大学Ӄ人文社会科学研究部 行政法、自࣏法、ڥ法 行政のઆ明、ٹࡂॿ法、公߁݈ඃิঈ制度

।教授 দӬࢻ೫ඒ 大学Ӄ人文社会科学研究部 際取Ҿ法ࠃ、法ࢲ際ࠃ 際ࠃ際通՟にؔするࠃ、࣏法における当事者自ܖ際ࠃ・法ࢲ際ࠃ
法ࢲ際ࠃおよびのࠃ際取Ҿ法からの研究、தࠃ法およびࢲ

।教授 　ޱࢁ 大学Ӄ人文社会科学研究部 会社法 会社法と̨̧̘（ا業の社会త）問のަࡨ点

।教授 ܙ૱　ࠜࢁ 大学Ӄ人文社会科学研究部 ຽ法 υΠπຽ法におけるܖのཱおよび当事者のٛ

।教授 ए৭　ರࢠ 大学Ӄ人文社会科学研究部 会社法・ফඅ者法 会社のʮ不७ʯ、ফඅ者取Ҿ

ࢣ　ߨ ᬑ　ຎґ 大学Ӄ人文社会科学研究部 ຽ事ૌু法、ຽ事手続法 ຽ事手続の当事者にอোされるき手続上のॾݖ利

ࢣ　ߨ ⅓ా　ֆඒ 大学Ӄ人文社会科学研究部 ຽ法 策にؔする研究ݐ࠶׆生時の生ൃࡂ、ޡࡨ࣭ੑ

ࢣ　ߨ ୩　ਔඒࡾ 大学Ӄ人文社会科学研究部 ຽ法 制֓ࡋ೦、૽Ի（৽װઢ・෩ྗൃి）
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交বฆ૪ղܾ学ྖҬ 人 ɾؒ社会科学ઐ߈

コミュニケーション、ަ ব、ฆ૪ղܾなどのࢹ点から、ࣄ ・ྫަ বࣄ ・ྫฆ૪ྫࣄの分ੳをॏͶ
ながら、ަ বによるฆ૪ղܾと合ҙ形成のཧと技๏について教育・研究します。

　ަবฆ૪ղܾ学領域では、日本でॳ・།一のฆ૪ղܾ学の大学院プログラムをఏ供しています。ݸ人間、ݸ人と組৫間、
組৫・ू ஂ間、国家間、あるいは、その内部においても、ฆ૪・౻・ରཱは日ʑ、༷ ʑなϨϕルで生じています。これらॾʑ
のコンフリクトをղ ・ܾղফし、平の出に取り組Ήため、࠷৽の研究成果に基づくཧと技๏を学ぶこと、専門家と
して֤ʑのݱ場で学びを生かした実ફに取り組Ήこと、そして、研究者としてฆ૪ղܾ学の৽たな地平を切りいてい
くことに共に取り組んでまいりましΐう。

2022年度　ަবฆ૪ղܾ学領域長 ߦོ ݪ

「ຊͰ།Ұのฆ૪ղֶܾのେֶӃͰത࢜߸を目指してΈ·ͤΜかʁ」修ྃ生の

　私がこのަবฆ૪ղܾ学領域での学びを修ྃして、ૣ ̑年ܦちました。在学中は、住ډのۙྡやࣄに関࿈し
たトラブル、ઓ૪に至るまで、学術的に༷ʑなࢹ点からコンフリクトをߟえる機会を得ることができました。ま
た、༷ ʑな職छや年ྸの学生がθミにࢀՃしているため、そこで行われるディスΧッションもوॏなใަの
場となりました。在学中にҹにっていることは、自分がݱ在๊えているコンフリクトྫࣄを持ちدるԋ習
があり、そこで自分およびଞ者のݴ動や行動をཧ的に分ੳすることでが໌֬となり、目からྡྷがམちるよ
うなスッキリとした感֮をຯわえたことです。
など、lཧ的に分ੳするとʁ࣌在も、身ۙなコンフリクトにんだݱ　 zとߟえる自分がいます。この領域での
学びによって、多໘的なࣄの見方や思ߟの必ཁ性を࠶認ࣝさͤていただけたことに、ࠓでも感ँしています。

交বฆ૪ղܾ学ྖҬ　平成25मྃ ງ 子

在学生の 「ֶͼをとΊない教ҭڥ」

ઌྙཧ学ྖҬ 人 ɾؒ社会科学ઐ߈

等に関わるྙཧ的ॾใ、また人間関、ڥ、なม༰の中で生じた生໋ٸ社会と科学技術のݱ
を、ݱঢ়分ੳと基ૅཧとの౷合を୳りながら教育・研究します。

　先ྙཧ学領域ではओとして、Ԡ༻ྙཧ学及びҩྍ社会学領域の܈を研究ରとしています。その特としては、
ཧと実ફのόランスをとること、またௐࠪ研究などのੵۃ的ಋೖなどが͛ڍられます。常に೦಄にஔいているのは、
必ཁな文ݙをಡղする力や博士文をࣥචするための文ষ力、研究発දなどを௨じたコミュニケーション力の向
্です。生໋ྙཧ、ྙڥཧ、ྟ চྙཧ、ビジネスྙཧ、ਆྙܦཧ等については特に力点をஔいており、ケーススタディ
とディスΧッションを௨じて、より深く研究をਐめています。

2022年度　先ྙཧ学領域長 田த ๎߂

　社会人学生として、大学院での多༷な教育ڥのなかで、̓ 心して学びをすすめることができています。
博士後期課程に在学中、感છがྲྀ行し࢝め、大学におけるର໘でのࢦಋが、Φンライン方ࣜにมわりまし
た。ର໘のときとかわらず、͝ ಋࢦを受けたり研究ٛߨ、ಋいただく先生方の͝ཧղに支えられながらࢦ
を受けたりすることができ、学びがॆ実していると感じています。
　先ྙཧ学領域のٛߨでは、先生の͝ࢦಋを受けながら、領域で必ཁとされている文やஶॻについて
前に学習し、学生同士で౼し、ஶ者のཧやҙ図などをಡみղいています。そのなかで、多छ多༷なόックࣄ
グランドを持つ院生の研究を知ることで、研究のࢹ野がͻろがり、自身の研究にもよいܹを受ける
機会になっています。

2022　ઌྙཧ学ྖҬ　3 一ظ㟒 ඒ

教һҰཡ

職 教һ名 所　属 専 研究ςーϚ

教　授 ฏ　ॱ 大学Ӄ人文社会科学研究部 コϛϡχέーγϣϯ 修ࣙ学、ϙϦςΟΧϧ・ϨτϦοΫ

教　授 ਫݩ　๛文 大学Ӄ人文社会科学研究部 ϝσΟΞ学、コϛϡχέーγϣϯ学 コϛϡχέーγϣϯ研究

教　授 原　ོ行 大学Ӄ人文社会科学研究部 臨চ社会学 社会γスςϜ、ϦϑϨΫςΟϯά・ϓϩηス、έΞ

।教授 ੴ原　明ࢠ 大学Ӄ人文社会科学研究部 ฆ૪ղܾ・ฏ和構ங学、ҩྍ政策・ϝϯλϧϔϧス 日本、ࡂڥ、ҩྍ・教育におけるฆ૪ղܾ・修෮తਖ਼ٛ

।教授 　　大ี 大学Ӄ人文社会科学研究部 法社会学、法と経ࡁ学 ٻ学తੳ、৽しい経験తੳ方法の୳ࡁ法の経際ؔࠃ

教һについては令和4年5月1日現在のものであり、
変ߋになるՄੑがあります。

˞この一ཡは本ྖҬに所属する教һ一ཡです。ਐ学を希望する場合、研究指ಋのՄ൱については、お問い合わせください。
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在学生の 「ֶͼをとΊない教ҭڥ」

ઌྙཧ学ྖҬ 人 ɾؒ社会科学ઐ߈

等に関わるྙཧ的ॾใ、また人間関、ڥ、なม༰の中で生じた生໋ٸ社会と科学技術のݱ
を、ݱঢ়分ੳと基ૅཧとの౷合を୳りながら教育・研究します。

　先ྙཧ学領域ではओとして、Ԡ༻ྙཧ学及びҩྍ社会学領域の܈を研究ରとしています。その特としては、
ཧと実ફのόランスをとること、またௐࠪ研究などのੵۃ的ಋೖなどが͛ڍられます。常に೦಄にஔいているのは、
必ཁな文ݙをಡղする力や博士文をࣥචするための文ষ力、研究発දなどを௨じたコミュニケーション力の向
্です。生໋ྙཧ、ྙڥཧ、ྟ চྙཧ、ビジネスྙཧ、ਆྙܦཧ等については特に力点をஔいており、ケーススタディ
とディスΧッションを௨じて、より深く研究をਐめています。

2022年度　先ྙཧ学領域長 田த ๎߂

　社会人学生として、大学院での多༷な教育ڥのなかで、̓ 心して学びをすすめることができています。
博士後期課程に在学中、感છがྲྀ行し࢝め、大学におけるର໘でのࢦಋが、Φンライン方ࣜにมわりまし
た。ର໘のときとかわらず、͝ ಋࢦを受けたり研究ٛߨ、ಋいただく先生方の͝ཧղに支えられながらࢦ
を受けたりすることができ、学びがॆ実していると感じています。
　先ྙཧ学領域のٛߨでは、先生の͝ࢦಋを受けながら、領域で必ཁとされている文やஶॻについて
前に学習し、学生同士で౼し、ஶ者のཧやҙ図などをಡみղいています。そのなかで、多छ多༷なόックࣄ
グランドを持つ院生の研究を知ることで、研究のࢹ野がͻろがり、自身の研究にもよいܹを受ける
機会になっています。

2022　ઌྙཧ学ྖҬ　3 一ظ㟒 ඒ

教һҰཡ

職 教һ名 所　属 専 研究ςーϚ

教　授 ాத　๎߂ 大学Ӄ人文社会科学研究部 ཧ学、Ԡ用ྙཧ学ྙൣن ཧ学ཧ、Ϗδωスྙཧ、専職ྙཧྙൣن

教　授 த　ً 大学Ӄ人文社会科学研究部 ҩྍ社会学、社会学方法 อ݈ҩྍ・ࢱをରとする社会学త研究

教һについては令和4年5月1日現在のものであり、
変ߋになるՄੑがあります。

˞この一ཡは本ྖҬに所属する教һ一ཡです。ਐ学を希望する場合、研究指ಋのՄ൱については、お問い合わせください。
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在学生の

2022　ϑΟールυリαーνྖҬ　1 Լ 佳ਓ

ϑΟールυリαーνྖҬ 人 ɾؒ社会科学ઐ߈

社会学、地域社会学、文化人ྨ学、ޠݴ学、地ཧ学、ܳ 術学などの学分野においてཱ֬されてきた
フィールドリαーνの方๏に基づき、また、ཧ的にはൺֱ文学をแઁしながら、国内外のݱ社会の
動ଶを多ݩ的に教育・研究するための専門領域です。

　フィールドリαーν領域では、ݱ社会においてݦ在化あるいはજ在化しているさまざまなݱを、その「フィール
ド」から୳求していくことが求められています。「フィールド」ではさまざまのݱがॏ化し、相互に深い関࿈性を持っ
ている場合が一ൠであり、ࢹ点（専門領域）のҧいによって、見えてくるものがҟなるのは至ۃવでしΐう。領域で
は、特定の専門領域のみならずそのۙྡ領域での見方・ߟえ方も学修できますので、ݱをより広くかつ深いࢹ野をもっ
てߟ究することがՄとなる教育・研究ڥをえています。

2022年度　フィールドリαーν領域長 ถౡ ສ༗ࢠ

ϑΟʔϧυϫʔΫの「ϥΠϒײ」

　私は学部࣌から社会学を学び、博士前期課程では在日ؖ国人の「生きづらさ」について研究を行いました。
を行っており、「ຽஂମが在日ؖ国人にとってどのようなҙٛがあるのか」、「ຽ༩観ࢀ在はຽஂମでݱ
ஂମで在日ؖ国人の共同性がいかにして形成されるのか」ということを研究しています。
　私は、フィールドϫークのޣຯは「ライブ感」だと思っています。フィールドでは思いがけないݧܦをす
ることもありますが、こうしたݧܦからॏཁな知見や৽しい発を得ることがししあります。また、
フィールドでのݧܦをθミでٞすることで、自分では気づかなかったཧやղऍがුかび্がることもあ
ります。
　フィールドと研究ࣨの2つの「ライブ会場」をԟ෮することは大มですが、ॆ 実した研究活動を行っています。

ೝ学・৺ཧ学ྖҬ 人 ɾؒ社会科学ઐ߈

科学技術の高度化や社会システムのෳࡶ化に伴い人間に関わる༷ʑなが生じています。このような
にରして合ཧ的・٬観的に取り組Ή方๏を学的・心ཧ学的ࢹ点から教育・研究します。

　行動をࢦඪとする実ݧ心ཧ学のख๏あるいはਆܦ科学のख๏、ときにはόーνャル・リアリティなど࠷৽の学技術
を༻いて、感֮、知֮、認知、هԱ、ҙ、ޠݴなど広ٛの認知ա程のղ໌を目ࢦします。人の生֔発ୡにおける心のՄ
઼性のղ໌にも力をೖれており、子どもの認知発ୡから高ྸ者の認知機ҡ持のための研究に至るまで、多くの研究が
ਐ行しています。文学系の΄かに、教育系、ܳ 術系、学系、ҩ学系出身の方もܴします。ৄしくは、୲教員のϗー
ムϖージを͝ཡԼさい。

2022年度　認知学・心ཧ学領域長 ຊɹবࣉ

在学生の

　私は࡞業ྍ๏士としてྍ育施ઃで発ୡに課のあるお子༷の支援を行いながら、本研究ࣨに在੶していま
す。研究ࣨでは、発ୡোがい児のҙ機や認知機と機との関࿈性を研究しています。本研究ࣨには
ҩྍやࢱ、教育のݱ場でಇいている院生が多在੶しており、幅広いࢹ点で研究にྭΉことが出དྷる魅力的
なڥであると感じています。また認知学・心ཧ学領域の先生方は子どもから高ྸ者までの幅広い年ྸ
における研究にਫ਼௨しており、ஸೡな͝ࢦಋをきながら研究をਐめることが出དྷます。さらに多くの院生
がࣄや育児とのཱ྆をしながら研究活動に取り組んでおり、それをՄとしている社会文化科学教育部の
αϙートମ制も魅力の1つです。

2022　ೝ学・৺ཧ学ྖҬ　3  ࣏

「ଟ৬छのӃੜ͕ࡏ੶して͓Γ、༷ ʑなࢹかΒڀݚにऔΓΊるັྗతなڥͰ͢」

教һҰཡ
教һについては令和4年5月1日現在のものであり、変ߋになるՄੑがあります。
˞令和5年3月定年退職༧定

職 教һ名 所　属 専 研究ςーϚ

教　授 ࣛౢ　　༸ 大学Ӄ人文社会科学研究部 経ࡁཧ学、࢈業Ҭ 業ཱとҬ構にؔするཧ学త研究࢈

教　授 ᅳࢬ　य़ዳ※ 大学Ӄ人文社会科学研究部 現Իָ学、ۂ࡞ཧ 現Իָにおけるۂ࡞ཧ・ٕ法の研究

教　授 উ　ాܚ 大学Ӄ人文社会科学研究部 文化人ྨ学、文化Ҩ࢈研究、ΞϑϦΧ研究 ̒、研究࢈ຐज़化、ΞϑϦΧの文化Ҩ（࠶） ਫມපʼ事݅ΞーΧΠϒ研究

教　授 児ۄ　　望 大学Ӄ人文社会科学研究部 研究ޠݴ学、ೆΞδΞޠݴ քදࣔڥઢௐによるӆ構ۂ

教　授 γϯδϧτ 大学Ӄ人文社会科学研究部 社会人ྨ学、内ΞδΞのຽࢽ 現ச社会における自વ؍と集ஂ؍のಈଶ

教　授 内　　༟ 大学Ӄ人文社会科学研究部 書学、ϔϒϥΠࢥ ϔϒϥΠޠ書の文ݙ学తऍٛおよびࢥ࢙త研究

教　授 ଟా　ޫ 大学Ӄ人文社会科学研究部 社会問、現社会、社会ཧ 現社会の構と問にؔする研究

教　授 　ް࢙ 大学Ӄ人文社会科学研究部 ըܭ社会学、Ҭ社会学、Ҭڥ Ҭ社会におけるڥの利用とอશܭըにؔする社会学త研究

教　授 দӜ　༤介 大学Ӄ人文社会科学研究部 文化社会学、ࠃ際社会学 記Աと文化Ҩ࢈の社会学、文化によるҬ

।教授 下ా݈ଠ 大学Ӄ人文社会科学研究部 文化人ྨ学、ྺ࢙人ྨ学、࣭文化研究 ਫມの記Աとද、ࢥڥ、ܗ؍ܠ

।教授 ૿ా　　ਔ 大学Ӄ人文社会科学研究部 教育社会学、ྺ࢙社会学、δΣϯμー 長期におけるՈঁੑにؔする社会学త研究ࡁ度経ߴ

।教授 ࣏部　ॱࢁ 大学Ӄ人文社会科学研究部 ଶܗ、ޠ学、౷ޠݴ ೆΞδΞのҹԤॾޠと日本の方ݴの文法記ड़

।教授 ࡾߞ　本ࢁ 大学Ӄ人文社会科学研究部 人文ཧ学、ࡂ ඃࡂの෮چ・෮ڵにؔする人文ཧ学త研究

।教授 ถౡສ有ࢠ 大学Ӄ人文社会科学研究部 ҩ学・݈߁ཧ学、ڥཧ学、ཧใ科学 գഔ介ੑײછϦスΫのཧ学త研究

।教授 ٢　༝࠼ 大学Ӄ人文社会科学研究部 Ҭ社会学、ࢱ社会学 ϘϥϯλϦー行ҝの研究、ଜྸߴ者の生׆にؔする研究

˞この一ཡは本ྖҬに所属する教һ一ཡです。ਐ学を希望する場合、研究指ಋのՄ൱については、お問い合わせください。
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ೝ学・৺ཧ学ྖҬ 人 ɾؒ社会科学ઐ߈

科学技術の高度化や社会システムのෳࡶ化に伴い人間に関わる༷ʑなが生じています。このような
にରして合ཧ的・٬観的に取り組Ή方๏を学的・心ཧ学的ࢹ点から教育・研究します。

　行動をࢦඪとする実ݧ心ཧ学のख๏あるいはਆܦ科学のख๏、ときにはόーνャル・リアリティなど࠷৽の学技術
を༻いて、感֮、知֮、認知、هԱ、ҙ、ޠݴなど広ٛの認知ա程のղ໌を目ࢦします。人の生֔発ୡにおける心のՄ
઼性のղ໌にも力をೖれており、子どもの認知発ୡから高ྸ者の認知機ҡ持のための研究に至るまで、多くの研究が
ਐ行しています。文学系の΄かに、教育系、ܳ 術系、学系、ҩ学系出身の方もܴします。ৄしくは、୲教員のϗー
ムϖージを͝ཡԼさい。

2022年度　認知学・心ཧ学領域長 ຊɹবࣉ

在学生の

　私は࡞業ྍ๏士としてྍ育施ઃで発ୡに課のあるお子༷の支援を行いながら、本研究ࣨに在੶していま
す。研究ࣨでは、発ୡোがい児のҙ機や認知機と機との関࿈性を研究しています。本研究ࣨには
ҩྍやࢱ、教育のݱ場でಇいている院生が多在੶しており、幅広いࢹ点で研究にྭΉことが出དྷる魅力的
なڥであると感じています。また認知学・心ཧ学領域の先生方は子どもから高ྸ者までの幅広い年ྸ
における研究にਫ਼௨しており、ஸೡな͝ࢦಋをきながら研究をਐめることが出དྷます。さらに多くの院生
がࣄや育児とのཱ྆をしながら研究活動に取り組んでおり、それをՄとしている社会文化科学教育部の
αϙートମ制も魅力の1つです。

2022　ೝ学・৺ཧ学ྖҬ　3  ࣏

「ଟ৬छのӃੜ͕ࡏ੶して͓Γ、༷ ʑなࢹかΒڀݚにऔΓΊるັྗతなڥͰ͢」

教һҰཡ
教һについては令和4年5月1日現在のものであり、
変ߋになるՄੑがあります。

職 教һ名 所　属 専 研究ςーϚ

教　授 本　　বࣉ 大学Ӄ人文社会科学研究部 知֮৺ཧ学、認知ਆ経科学 ҟ種֮ײใ౷合、ମ֮ײ、共ײ、όーνϟϧϦΞϦςΟ

教　授 ౻ా　　๛ 大学Ӄ人文社会科学研究部 ൃୡ・学習৺ཧ学、教育৺ཧ学 ༮児・児ಐのੑײのൃୡ構と機

।教授 ߂　؛ߴ 大学Ӄ人文社会科学研究部 臨চ৺ཧ学 ੑత問行ಈのྍ࣏教育、৺ཧྍ法

।教授 ∁࡚　文ࢠ 大学Ӄ人文社会科学研究部 教育৺ཧ学、ൃୡ৺ཧ学 ಈ機ͮけ、΄め

।教授 　ཬ৫ 大学Ӄ人文社会科学研究部 社会৺ཧ学、認知ൃୡ৺ཧ学、ҩྍ৺ཧ学 自֓ݾ೦のൃୡ、ϝϯλϧϔϧス、ѪணスλΠϧとཆ育ڥ

।教授 ҆ଜ　　明 大学Ӄ人文社会科学研究部 ൃୡ認知ਆ経科学、臨চਆ経生ཧ学 行機のൃୡత変化、ൃୡো、ҙܾࢥ定、機ܭଌ

˞この一ཡは本ྖҬに所属する教һ一ཡです。ਐ学を希望する場合、研究指ಋのՄ൱については、お問い合わせください。

39



ӳڭޠत学ྖҬ 文化学ઐ߈

Ԡ༻ޠݴ学、ӳޠ教育学、ୈೋޠݴ習得、心ཧޠݴ学、研究方๏等に関する࠷৽のཧ的組み・研究
成果を൷的にݕ౼し、֘分野におけるリαーνデザイン・研究方๏を活༻して、ओとしてӳޠ教育の
ॾ課のԠ༻についてߟ究します。

　本領域では、Ԡ༻ޠݴ学、ୈೋޠݴ習得、心ཧޠݴ学、心ཧଌ定๏等を専門分野とする教員による、系౷的なࢦಋ・
支援を受け、学Ґ文のテーϚにԠじた、リαーνઃܭ・分ੳख๏をݕ౼します。また、博士後期課程ஈ֊で求められる、
文Ϩビュー、プロジェクト研究、学内外での発ද、研究ネットϫークの形成・֦ ॆ等にओମ的に取り組み、高度なཧ
をݱ在のӳޠ教育が๊える実ફ的課に活༻できるようにします。

2022年度　ӳޠ教授学領域長 ΞΠζϚϯΨʔ  ΠΞϯ

「ཧにͮجいたӳޠ教ҭの࣮ફ」在学生の

　私は、ཱݝ高等学ߍでӳޠ教་として勤をしています。ݱ場では、多くの生ెたちのӳࢦޠಋを行って
おりますが、生ెの授業取り組Ή࢟やߟえ方にڵຯを持ち、ϝタ認知的認ࣝと学習者自性をଌ定する研
究機ثが༗効かつద切にଌ定されるかを֬認するために、֬ 認的Ҽ子分ੳの౷ܭ的方๏を༻いることをܭը
しています。
　職と学業のཱ྆は大มですが、履修制度のॊೈ性や、本領域の先生方からద切なアドόイスをけるた
め、学びଓけることができるڥがे分にっています。ߋなる実ફ的ӳࢦޠಋ力には、ߋなるཧ的ଆ໘の
学びが大切になってきています。一のϨϕルアップを目ࢦされている教育ݱ場の先生方、研究者の方ʑ、ͥ
ͻ一緒に学びまͤんか。

2022　ӳڭޠत学ྖҬ　2 ্ ྩࢿ
ྺ、学は、Ҩ・Ҩから人ྨ活動のใを引き出しݹߟ　 ஙする学分野といわれます。私にとっߏ࠶を࢙
て博士課程は、この的なݴ༿のҙຯをͻたすらに求した࣌間でした。私は在学中、ӡにも自らのखでѨ
ો外ྠࢁの先࢙࣌Ҩを発۷ௐࠪし、出Ҩの分ੳとใࠂॻ࡞成をखがけることができました。博士
文のϕースがこのௐࠪと分ੳにあるといってաݴではありまͤん。そこで௧感したのは、Ҩ、Ҩにޠらͤ
るۤ࿑と、そこからྺ࢙をߏ࠶ஙすることのしさでした。しかし、Ҩ、Ҩのഎ後にあるաڈの「ώト」の
ଉਧを感じとり、ྺ と࢈ࡒ、の私にとって研究のૅでありࠓは、研究者のに生きるݧܦঀड़にんだ࢙
なっています。文಄のݴ༿の及はࠓ後もଓいていくと思いますが、そのى点は博士課程でのݧܦにあった
と思えるのです。

学ྖҬ　平成1�म࢙ྃྺ ࣳɹ࣍߁

学ྖҬ࢙ྺ 文化学ઐ߈

学という֤専門領域の࿈ݹߟ学、及び࢙学・文化࢙学・༸࢙学・アジア࢙成する日本ߏ学研究領域を࢙ྺ
携のもとで、࢙資ྉとཧにもとづくௐ ・ࠪ研究力を養成します。

ੵ、という学的組みに基づいて「学࢙ྺ」学領域は、学部の学科、大学院前期課程と同じ࢙ྺ　 み্͛ࣜの高度な専
門教育を行っています。研究ࣨというものをॏཁな研究・教育の切磋琢磨の場としながら、同࣌に、博士文の࡞成に
向けて、పఈ的なϚンπーϚンでの研究ࢦಋが行われます。外に向かってのใ発৴にも力をೖれており、国内学会で
の発දや学術ࢽࡶの文ߘも、研究ࢦಋのॏཁなபとしてੵۃ的にαϙートしています。Ҳれる教員との学
的ରを௨じて、世界をとした৽しいྺ࢙学研究の地平を切りいてみまͤんか。

2022年度　ྺ࢙学領域長 ت߂ ළࡾ

「աڈのਓʑの࢟をいٻΊて」修ྃ生の

教һҰཡ

職 教һ名 所　属 専 研究ςーϚ

教　授 大学Ӄ人文社会科学研究部 第二ޠݴ習得、研究方法、౷ܭ学、
৺ཧଌ定法

PTZDIPNFUSJDT, 4FDPOE -BOHVBHF "DRVJTJUJPO, &YQMJDJU BOE　
*NQMJDJU ,OPXMFEHF, -FBSOFS "VUPOPNZ, -FBSOJOH 4UZMFT, -FBSOJOH 
4USBUFHJFT, -FBSOFS "OYJFUZ

教　授 ંా　　ॆ 大学Ӄ人文社会科学研究部 ӳޠ教育学、৺ཧޠݴ学 ޮՌతなӳޠޠኮ指ಋ法、ӳޠ৺内ࣙ書の࠶構ங・変༰

।教授 ยܓ　ࢁາ 大学Ӄ人文社会科学研究部 第二ޠݴ習得研究、Ի学、৺ཧޠݴ学 第二ޠݴ学習者の知֮ൃୡ研究

।教授 দ本　知ࢠ 大学Ӄ人文社会科学研究部 ӳޠ学、౷ޠ、ӳޠ教育 ඇ定ܗઅの౷ޠ構、ޮՌతな文法指ಋ法、өըを用いたӳޠ教育

ΞΠζϚϯΨー ,
ΠΞϯ

教һについては令和4年5月1日現在のものであり、変ߋになるՄੑがあります。

˞この一ཡは本ྖҬに所属する教һ一ཡです。ਐ学を希望する場合、研究指ಋのՄ൱については、お問い合わせください。
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ྺ、学は、Ҩ・Ҩから人ྨ活動のใを引き出しݹߟ　 ஙする学分野といわれます。私にとっߏ࠶を࢙
て博士課程は、この的なݴ༿のҙຯをͻたすらに求した࣌間でした。私は在学中、ӡにも自らのखでѨ
ો外ྠࢁの先࢙࣌Ҩを発۷ௐࠪし、出Ҩの分ੳとใࠂॻ࡞成をखがけることができました。博士
文のϕースがこのௐࠪと分ੳにあるといってաݴではありまͤん。そこで௧感したのは、Ҩ、Ҩにޠらͤ
るۤ࿑と、そこからྺ࢙をߏ࠶ஙすることのしさでした。しかし、Ҩ、Ҩのഎ後にあるաڈの「ώト」の
ଉਧを感じとり、ྺ と࢈ࡒ、の私にとって研究のૅでありࠓは、研究者のに生きるݧܦঀड़にんだ࢙
なっています。文಄のݴ༿の及はࠓ後もଓいていくと思いますが、そのى点は博士課程でのݧܦにあった
と思えるのです。

学ྖҬ　平成1�म࢙ྃྺ ࣳɹ࣍߁

学ྖҬ࢙ྺ 文化学ઐ߈

学という֤専門領域の࿈ݹߟ学、及び࢙学・文化࢙学・༸࢙学・アジア࢙成する日本ߏ学研究領域を࢙ྺ
携のもとで、࢙資ྉとཧにもとづくௐ ・ࠪ研究力を養成します。

ੵ、という学的組みに基づいて「学࢙ྺ」学領域は、学部の学科、大学院前期課程と同じ࢙ྺ　 み্͛ࣜの高度な専
門教育を行っています。研究ࣨというものをॏཁな研究・教育の切磋琢磨の場としながら、同࣌に、博士文の࡞成に
向けて、పఈ的なϚンπーϚンでの研究ࢦಋが行われます。外に向かってのใ発৴にも力をೖれており、国内学会で
の発දや学術ࢽࡶの文ߘも、研究ࢦಋのॏཁなபとしてੵۃ的にαϙートしています。Ҳれる教員との学
的ରを௨じて、世界をとした৽しいྺ࢙学研究の地平を切りいてみまͤんか。

2022年度　ྺ࢙学領域長 ت߂ ළࡾ

「աڈのਓʑの࢟をいٻΊて」修ྃ生の

教һҰཡ

教һについては令和4年5月1日現在のものであり、変ߋになるՄੑがあります。

職 教һ名 所　属 専 研究ςーϚ

教　授 ৽Ҫ　ӳӬ 大学Ӄ人文社会科学研究部 ༸ۙ現ࢥ࢙ %・ )・ ϩ Ϩ ϯ ス と Ϟ μ χ ζ Ϝ ࢥ 

教　授 ҏ౻　ਖ਼ 大学Ӄ人文社会科学研究部 தࠃ明ਗ਼社会経࢙ࡁ தੈۙࠃの社会త݁合とො制度にؔする研究

教　授 Ҵ༿　継ཅ Ӭ੨文ݿ研究ηϯλー 日本தੈ࢙ 日本ۙੈ社会ܗ࢙の研究（ઓࠃ期研究）

教　授 খാ　ݾ߂ 大学Ӄ人文社会科学研究部 ౦ΞδΞઌ࢙学、২ݹߟ学 ثѹࠟ法による౦ΞδΞઌ࢙時のॳ期ߞ・生༷ࣜ׆の研究

教　授 ᴑ　　 大学Ӄ人文社会科学研究部 தࠃਗ਼政࣏制度࢙・政࣏社会࢙ ਗ਼の経ࡁ政策・文書行政・྅制にؔする研究

教　授 य़ా　ل 大学Ӄ人文社会科学研究部 日本தੈ࢙ 日本தੈの生業とڥ、下文書

।教授 ଜ　थࠓ Ӭ੨文ݿ研究ηϯλー 日本ۙੈ࢙・࢙ۙ 日本ۙੈのྖ主制とҬ社会、明࣏ҡ৽期の社会経࢙ࡁ研究

।教授 อా৻二ٱ 大学Ӄ人文社会科学研究部 தࠃ・౦ΞδΞݹߟ学 ৽ੴث時ʙ੨ಔث時のߞ・৯文化࢙研究

।教授 খྛ　　ߊ 大学Ӄ人文社会科学研究部 前ۙதࠃ政࢙࣏ 前ۙதࠃにおける政࢙࣏の研究

।教授 ت߂　ළࡾ 大学Ӄ人文社会科学研究部 ΞϝϦΧҬ社会࢙ ύϒϦοΫ・Τコϊϛー、࢙ڥࢢ

।教授 ਿҪ　　݈ 大学Ӄ人文社会科学研究部 日本ݹߟ学 原ݹ・࢝の社会・政࣏構研究

।教授 ླ　ܒ 大学Ӄ人文社会科学研究部 ۙ日本ࢥ࢙ 明࣏期の日本φγϣφϦζϜ

।教授 த　ॱࢠ 大学Ӄ人文社会科学研究部 ΠΪϦスۙੈ࢙ ϩϯυϯࢢ社会࢙、Ҡຽ受༰の研究

।教授 ᖒ　　७ࡾ 大学Ӄ人文社会科学研究部 日本ۙ現࢙ ນ末ҡ৽࢙研究（ಛに政࣏社会࢙の研究）

।教授 明ܒ　ߴ҆ 大学Ӄ人文社会科学研究部 日本ۙੈ࢙・法制࢙ ۙੈນൡ法とΩϦγλϯې制の研究

˞この一ཡは本ྖҬに所属する教һ一ཡです。ਐ学を希望する場合、研究指ಋのՄ൱については、お問い合わせください。
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本・౦ΞジΞจԽ学ྖҬ 文化学ઐ߈

日本・౦アジアにおけるຽଏ文化・ޠݴ・文ܳをରとして、フィールドௐࠪと文ݙ資ྉのௐࠪというೋつ
のۙ方๏で研究するとともに、ҟなる文化領域の方๏をซͤ学ぶことによって、成果の共༗、方๏の共
༗を目ࢦす教育を行います。

　日本・౦アジア文化学領域は、その໊前のとおり日本と౦アジア地域の文化に関するॾを研究ߟରとしてい
ます。ݧܦ๛かな教授ਞや同学とのさまざまなディスΧッションを௨じて、必ཁな文ݙಡղ力の向্はもとより、研
究発දでのプϨθンテーション力や文ࣥච力などを向্さͤ、一人前の研究者として自ཱできるよう特にҙを
いでいるところであり、教員と学生が切磋琢磨する場でもあります。

2022年度　日本・౦アジア文化学領域長 ᴳɹҒ

在学生の

　私は、2019年にߌभࢣ範大学の修士課程在学中にަཹ学生として熊本大学ൺֱ文学研究ࣨで1年間ษڧさ
ͤていただき、2021年�݄に熊本大学大学院博士後期課程文化学専攻日本・౦アジア文化学領域にೖ学しまし
た。この大学の博士課程にਐ学をر望したཧ༝は、ަ 、心地ྑさとډした熊本というொのݧにମࡍ学のཹ
熊本大学が研究者のために࡞り্͛たॆ実したڥにऒかれたからです。私は日中ൺֱ文学を専門に研究
していますが、ここの研究ࣨや図ॻؗは学術ॻや資ྉ、またデータϕースなどがॆ実しており、研究する
身としてはخしい限りです。また、熊本大学は研究໘の΄かに、学ۚやTA制度などのࡁܦ໘の研究支援に
も力をೖれており、学生が研究に専೦できるڥをஙいています。このようなܙまれたڥの中で、私は日ʑ
研究にਅに取り組んでいます。私は、文学のަྲྀを中心に日中関をߟ究し、কདྷは྆国の༑にඍ力なが
らもݙߩしたいとߟえております。

2022　本・౦ΞジΞจԽ学ྖҬ　2 ཥɹఱવ

「ண࣮にڀݚをਐΊてい·͢」

ԤถจԽ学ྖҬ 文化学ઐ߈

ӳถの文学やޠݴ、またドイπ・フランスの文学、ޠݴについて、専門的な知ࣝを発లさͤるとともに、
Ԥถの先ਐ的な方๏にもଈԠできる研究者を養成します。そのために、教育部の৽ମ制発を機に専門
スタッフをഒ増さͤて、教授ମ制をඋし、よりॆ実したものとしました。

　領域では、ओにӳถޠ学、文学、ドイπޠ学・文学、フランスޠ学・文学などについての専門的な授業を開ߨしていま
す。ҎԼの教員の専門分野から分かるように、博士文ࣥචに向け、幅広い分野でࢦಋ教員による専門的なࢦಋを受け
ることができます。もっとも、博士後期課程では教員の専門Ҏ্に、学生の研究にରするओମ的な取り組みがॏཁである
ことはݴうまでもありまͤん。研究のָしさ、ݫしさを教員と分かちあい、օさんの力が博士文として実を݁ぶこ
とをئっています。

2022年度　Ԥถ文化学領域長 ϋϯηϯ έϦʔ

「αϙʔτのྗ͞ڧ」修ྃ生の

　私は2016年�݄から�年間、博士後期課程文化学専攻Ԥถ文化学領域にて学び、この期間に多くのことがมわ
りました。ࢦಋ教員と大学スタッフに͝ڠ力をいただき、学術ࢽのࡌܝ、また学会で発දする機会を得ること
ができました。大学院のプログラムにೖる前は、自分の研究目ඪをୡ成するための支持をいただけるのかど
うかと心しましたが、私が受けたアドόイスや支援にはඇ常に感ँしています。本領域の教授方は、私の研
究を৻ॏにνェックされ、༗効なフィードόックをఏ供くださいましたので、ঞの࡞成や学会発දの大き
な力となりました。また日本の大学のखଓきは、国のखଓきとは多くの点でҟなり、ށいも多かったので
すが、支援ηンターと教୲のօ༷のおか͛で研究を前にਐめることができました。Թかくまたੵۃ的な
。めしますקで学Ґを取得したい方には、この大学院プログラムをおڥ

ԤถจԽ学ྖҬ　平成30मྃ σΠϏουɾΦετϚϯ

教һҰཡ

職 教һ名 所　属 専 研究ςーϚ

教　授 ণथ　ݩࡔ 大学Ӄ人文社会科学研究部 日本ۙ現文学 ۙ日本のࢥ文化とද現࢙にؔする研究

教　授 தඌ݈一 大学Ӄ人文社会科学研究部 日本文学 ʰകՖແਚ蔵ʱの研究

教　授 ᴳ　　Ғ 大学Ӄ人文社会科学研究部 ൺֱ文学、日தൺֱ文学 ๛ࢠℎにؔするൺֱ文学研究、தࠃにおける༸ඒज़の受༰と日本

教　授 ໜ　ढ़৳ 大学Ӄ人文社会科学研究部 日本ޠ学（現日本ޠの文法・ޠኮ） 現日本ޠの文法・ޠኮ・ޠ法研究ɼコーύスを用いた日本ޠ研究 

教　授 ࡞下　༟ࢁ 大学Ӄ人文社会科学研究部 日本ຽଏ学 現社会におけるຽଏ学の実践ੑにؔする研究

教　授 ཱུ　　੩՚ 大学Ӄ人文社会科学研究部 日தۙ現文学・ൺֱ文学・ޠݴ文化 ౡ࡚౻ଜと金のՈ制度දにؔするൺֱ研究、தࠃ同時文学研究

।教授 上　࢙ 大学Ӄ人文社会科学研究部 日本ۙ現文学  文学をத৺とする日本現文学の研究ݬ

।教授 志ح　ాؠ 大学Ӄ人文社会科学研究部 ൺֱ経営・ൺֱ社会 日த社会の行ಈ原ཧと行ಈ༷ࣜ

।教授 及　　ߴ 大学Ӄ人文社会科学研究部 ຽଏ学　ೆॾౡ（Ԅඒ・ԭೄ）Ҭ研究 ೆॾౡと日本本のൺֱຽଏ学、現ຽଏ学のཧ 

।教授 ླ　೭ 大学Ӄ人文社会科学研究部 ຽଏ学、ϚϯΨ文化研究 ಄ঝ・ϚϯΨ文化にؔするຽଏ学త研究ޱ

।教授 日ߴ　Ѫࢠ 大学Ӄ人文社会科学研究部 日本ݹయ文学（和Վ文学） ۙੈभՎஃの研究、தੈՎ会資料の研究

।教授 日∁　利ହ 大学Ӄ人文社会科学研究部 ϝσΟΞ࢙、ϚϯΨ研究 গঁϚϯΨのྺ࢙తల։

।教授 ෑ　信 大学Ӄ人文社会科学研究部 தݹࠃయ文学（ே・খઆ） খઆとफ教文化のؔりについて

।教授 下　ਅཬࢁ 大学Ӄ人文社会科学研究部 日本ޠ学（日本࢙ޠ、文ࣈද記） ମの研究ࣈࣈ

।教授 ล　 大学Ӄ人文社会科学研究部 現தࠃ 現தࠃの政࣏・行政վֵ

教һについては令和4年5月1日現在のものであり、変ߋになるՄੑがあります。

˞この一ཡは本ྖҬに所属する教һ一ཡです。ਐ学を希望する場合、研究指ಋのՄ൱については、お問い合わせください。
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ԤถจԽ学ྖҬ 文化学ઐ߈

ӳถの文学やޠݴ、またドイπ・フランスの文学、ޠݴについて、専門的な知ࣝを発లさͤるとともに、
Ԥถの先ਐ的な方๏にもଈԠできる研究者を養成します。そのために、教育部の৽ମ制発を機に専門
スタッフをഒ増さͤて、教授ମ制をඋし、よりॆ実したものとしました。

　領域では、ओにӳถޠ学、文学、ドイπޠ学・文学、フランスޠ学・文学などについての専門的な授業を開ߨしていま
す。ҎԼの教員の専門分野から分かるように、博士文ࣥචに向け、幅広い分野でࢦಋ教員による専門的なࢦಋを受け
ることができます。もっとも、博士後期課程では教員の専門Ҏ্に、学生の研究にରするओମ的な取り組みがॏཁである
ことはݴうまでもありまͤん。研究のָしさ、ݫしさを教員と分かちあい、օさんの力が博士文として実を݁ぶこ
とをئっています。

2022年度　Ԥถ文化学領域長 ϋϯηϯ έϦʔ

「αϙʔτのྗ͞ڧ」修ྃ生の

　私は2016年�݄から�年間、博士後期課程文化学専攻Ԥถ文化学領域にて学び、この期間に多くのことがมわ
りました。ࢦಋ教員と大学スタッフに͝ڠ力をいただき、学術ࢽのࡌܝ、また学会で発දする機会を得ること
ができました。大学院のプログラムにೖる前は、自分の研究目ඪをୡ成するための支持をいただけるのかど
うかと心しましたが、私が受けたアドόイスや支援にはඇ常に感ँしています。本領域の教授方は、私の研
究を৻ॏにνェックされ、༗効なフィードόックをఏ供くださいましたので、ঞの࡞成や学会発දの大き
な力となりました。また日本の大学のखଓきは、国のखଓきとは多くの点でҟなり、ށいも多かったので
すが、支援ηンターと教୲のօ༷のおか͛で研究を前にਐめることができました。Թかくまたੵۃ的な
。めしますקで学Ґを取得したい方には、この大学院プログラムをおڥ

ԤถจԽ学ྖҬ　平成30मྃ σΠϏουɾΦετϚϯ

教һҰཡ

職 教һ名 所　属 専 研究ςーϚ

教　授 大学Ӄ人文社会科学研究部 ϑϥϯスޠ教授法 教育、教育方法ޠとしてのϑϥϯスޠࠃ֎、科学ޠݴ

教　授 ᖛా　　明 大学Ӄ人文社会科学研究部 16 ϑϥϯス文学لੈ 16 日本文化のϑϥϯスにお、࢙とྺࢻ後ϑϥϯスにおけるلੈ
ける受༰

教　授 ϋϯηϯ , έϦー 大学Ӄ人文社会科学研究部 日本ۙ現文学 明࣏文学、δΣϯμー研究、日本өը

教　授 দ　࢘ݑ 大学Ӄ人文社会科学研究部 ӳޠ学・ྺޠݴ࢙学 தӳޠ౷ޠ・ӳ࢙ޠのॾ問

।教授 Ҫ上　ࢠڿ 大学Ӄ人文社会科学研究部 ϙーϥϯυݍޠをத৺としたத・౦Ԥ文学 άμϯスΫγϩϯスΫ方など、چυΠπྖにあたるࢢ・Ҭ
出の࡞Ո（Ҡຽ࡞Ոを含む）によͬて書かれたϙーϥϯυޠ文学

।教授 ӹ　　හ 大学Ӄ人文社会科学研究部 ۙυΠπݍޠ文学およびࢥ ϔϧμーϦϯ研究。ࢻと学、政࣏తなるもののࢥ࢙研究

।教授 Ӭඌ　　ޛ 大学Ӄ人文社会科学研究部 ΞϝϦΧ文学 ΟϦΞϜ・ϑΥーΫφーをத৺とする 20 ΞϝϦΧೆ部文学لੈ
研究

।教授 ଜ　وݑ 大学Ӄ人文社会科学研究部 ΠΪϦス演ܶ ΠΪϦスதੈからॳ期ۙ演ܶにおけるԻָ、ମޠݴද現の研究

।教授 大学Ӄ人文社会科学研究部 ൺֱࢥ࢙、υΠπ学 υΠπݍޠの文学・ޠ学・文化（࢙）、生໋・ҩྍྙཧ

।教授 ാ　ѥࢠ 大学Ӄ人文社会科学研究部 20 ϑϥϯス文学لੈ ΞϯυϨ・Ϛϧϩー研究

।教授 দԬ　࢙ߒ 大学Ӄ人文社会科学研究部 ॳ期ۙӳࠃ演ܶ γΣΠΫスϐΞをはじめとするΤϦβϕスே・スςϡΞーτே演ܶ
とその文化എܠの研究

।教授 ࢽߴ　ాࢁ 大学Ӄ人文社会科学研究部 Իָ学、Φϖϥ学、ܶ場࢙ 18�1� ָ、けての本φϙϦのΦϖϥのղ明にلੈ ේ、ڵ行࢙料、
およびࢥ研究。またੈքにおける༸Իָ受༰の研究

όΞー,τϏΞス

αΨζ ,ϛγΣϧ

教һについては令和4年5月1日現在のものであり、変ߋになるՄੑがあります。

˞この一ཡは本ྖҬに所属する教һ一ཡです。ਐ学を希望する場合、研究指ಋのՄ൱については、お問い合わせください。
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߈तγεςϜֶઐڭ
        

˗ Fϥーχϯάの専ՈをFϥーχϯάによͬて
　 ཆする日本ॳの大学Ӄ

˗ શࠃどこからでもԕִ学習によͬて修 （ྃ学位取得）が
　 ՄなΠϯλーωοτ大学Ӄ

学位 修士（教授γスςϜ学、学ज़）

博士前期課程

学位 博士（学ज़）

博士後期課程

教授システム学専攻（博士前期課程）は、幅広い教養とಡղ力・ཧղ力・දݱ力などの基ૅ学力の
্に、教授システム学を修得したFラーニングの専門家になるためのద性を༗し、かつݫしいษ
学にえ得るڧいҙ志と学習ҙཉのある人を求める。さらに社会人にあっては、๛かな社会ܦ
のようなコンϐテンシーを身に付けることをめざす人を求め࣍、を༗する人を求める。かつݧ
ている。
̍ɽさまざまな分野・領域におけるｅラーニングྫࣄを;まえ、教授システム学の基ૅ的知見

にরらし合わͤてコース開発ܭըॻを࡞成し、ステークϗルμ͝とのண؟点にଈしたઆ得
力あるఏҊを行うことができるようになることをめざす人

̎ɽ-.4などの学習支援システムの機を活かして効果・効率・魅力を݉Ͷඋえた学習コンテ
ンπがઃܭでき、開発できるようになることをめざす人

̏ɽ開発νームのリーμーとして、コース開発プロジェクトを行できるようになるとともに、
人ࣄઓུやϚーケットニーζに基づいて教育αービス・教育ビジネスのઓུをఏҊできる
ようになることをめざす人

̐ɽネットϫークར༻に関わる๏的・ྙ ཧ的なを認ࣝし、ղܾできるようになることを
めざす人

Ξυミογϣンϙリγー
（՝ఔظ前࢜ത）߈तγスςム学ઐڭ˙

教授システム学専攻（博士後期課程）は、幅広い教養とಡղ力・思ߟ力・දݱ力等の基ૅ学力及び
教授システム学に関する知ࣝの্に、教授システム学領域の教育研究者ຢは研究力を活かす
高度職業人になるためのద性を༗し、かつ、ݫしいษ学にえ得るڧいҙ志と学習ҙཉのある
人を求める。さらに、社会人にあっては、๛かな社会ݧܦを༗する人を求める。かつ、࣍のよう
な研究ਪਐ力を身に付けることをめざす人を求める。
̍ɽ教育学における社会科学的な研究方๏を身に付けることをめざす人
̎ɽFラーニングシステムに関するใ学的な研究方๏を身に付けることをめざす人
̏ɽ教授システム学研究の࠷৽動向をѲし、研究者としての活動に活かすことをめざす人

（՝ఔظޙ࢜ത）߈तγスςム学ઐڭ˙

ത࢜前ظ՝ఔ

തظޙ࢜՝ఔ

先のFラーニングテクϊロジーを活༻した遠隔学習によって授業をਐめることで、学習者のརศ性を増しながら、教育の࠷
効果と効率を高めることを目ࢦしています。また、教員・学生間のネットϫークにより、授業のఏ出課にる相互コϝント・
ディスΧッション等を௨じ、৽たな知の出に向けた学び合い・教え合いのڠௐ学習をల開しています。

教育上のಛ৭

ᶃશࠃからडߨՄなʮΠンターωοτ大学院ʯ

ۭ・間的࣌、ଇとしてΦンライン遠隔学習の授業だけで学Ґを取得できるようにしておりݪ 間的な自༝度のい社会人が、
や日に、あるいはࣄの合間に自や職場等でಇきながら学習できます。これにより௨学࣌間がෆཁになる΄か、授業日࣌
による࣌間的߆ଋがなく、֤ 自の合のྑい࣌間に学習することがՄとなっています。また、教育内༰についても、Fラーニ
ング関࿈の業छ・職छでݱにಇく社会人学生等の実ફ的なニーζに࠷大限Ԡえられるよう、開ߨ授業科目の幅と深さにྀし
ています。

˔学習ཧシステム（-.4）によるトϨーニング、ディスΧッション、コラϘϨーション、プϨθンテーション
等の実施と学習履ྺを活かしたきめࡉかなࢦಋを行っています。

˔ビデΦ・ΦンデϚンド（70D）を活༻し、աڈのू中ٛߨ等をいつでも෮習Մにしています。
˔テϨビ会ٞを௨じての本ߍと౦ژαテライトでの同࣌受ߨ、教員と学生・学生同士の直のコミュニケー

ションを行っています。
˔社会人学生は企業在職者（Fラーニングࣄ業等）、大学教職員、高ߍ教員、ҩྍैࣄ者、ླཱྀ 学生等で、年ྸもさ

まざまです。

ᶄ社会人の学श条件࣮ફతχーζへのྀ

˞ͦのଞ詳ࡉは教授γスςϜ学ઐ߈パンϑϨοτ̝̥などͰ֬͝ೝください。

�6R- � IUUQ���XXX�HTJT�LVNBNPUP�V�BD�KQ�

44



ത࢜前ظ՝ఔ

തظޙ࢜՝ఔ

先のFラーニングテクϊロジーを活༻した遠隔学習によって授業をਐめることで、学習者のརศ性を増しながら、教育の࠷
効果と効率を高めることを目ࢦしています。また、教員・学生間のネットϫークにより、授業のఏ出課にる相互コϝント・
ディスΧッション等を௨じ、৽たな知の出に向けた学び合い・教え合いのڠௐ学習をల開しています。

教育上のಛ৭

ᶃશࠃからडߨՄなʮΠンターωοτ大学院ʯ

ۭ・間的࣌、ଇとしてΦンライン遠隔学習の授業だけで学Ґを取得できるようにしておりݪ 間的な自༝度のい社会人が、
や日に、あるいはࣄの合間に自や職場等でಇきながら学習できます。これにより௨学࣌間がෆཁになる΄か、授業日࣌
による࣌間的߆ଋがなく、֤ 自の合のྑい࣌間に学習することがՄとなっています。また、教育内༰についても、Fラーニ
ング関࿈の業छ・職छでݱにಇく社会人学生等の実ફ的なニーζに࠷大限Ԡえられるよう、開ߨ授業科目の幅と深さにྀし
ています。

˔学習ཧシステム（-.4）によるトϨーニング、ディスΧッション、コラϘϨーション、プϨθンテーション
等の実施と学習履ྺを活かしたきめࡉかなࢦಋを行っています。

˔ビデΦ・ΦンデϚンド（70D）を活༻し、աڈのू中ٛߨ等をいつでも෮習Մにしています。
˔テϨビ会ٞを௨じての本ߍと౦ژαテライトでの同࣌受ߨ、教員と学生・学生同士の直のコミュニケー

ションを行っています。
˔社会人学生は企業在職者（Fラーニングࣄ業等）、大学教職員、高ߍ教員、ҩྍैࣄ者、ླཱྀ 学生等で、年ྸもさ

まざまです。

ᶄ社会人の学श条件࣮ફతχーζへのྀ

˞ͦのଞ詳ࡉは教授γスςϜ学ઐ߈パンϑϨοτ̝̥などͰ֬͝ೝください。

�6R- � IUUQ���XXX�HTJT�LVNBNPUP�V�BD�KQ�
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　教授システム学専攻は、教育効果・効率・魅力の高いｅラーニングを開発・実施・評価できる高度専門

職業人（前期課程）と教授システム学領域の研究者（後期課程）の養成を目的としたインターネット型大

学院です。「ｅラーニングプロフェッショナル資格認定制度」の相互認定機関としての認証を受け、文部科

学省「平成19年度大学院教育改革支援プログラム」 にも採択。平成26年度からは、文部科学省と熊本大学

の支援を受けて、「教授システム学の研究普及拠点の形成―学び直しを支援する社会人教育専門家養成パッ

ケージの開発と普及―」に取り組んでいます。遠隔地に在住の社会人を中心に、正規生だけでなく多くの

科目等履修生が学んでいることも特色です。

2022年度  博士前期課程専攻長

都竹 茂樹
2022年度  博士後期課程専攻長

戸田 真志

「“何を教えるか”とともに、“どう教えるか”の引き出しを増やしたい」在学生の

　私は、企業内での社員教育や、大学におけるキャリアデザイン・ビジネス系科目の教育に携わっています。「何
を教えるか」はもちろん、「どう教えるか」の引き出しを増やしたいと思い、本専攻を志望しました。本専攻で
の学びは、フルリモートでありながら教員や学生間のコミュニケーションが活発で、インタラクティブです。
いわゆる地方住まいで、幼い子供の育児中でもあるため、日常生活での行動範囲は限られていますが、さまざ
まな分野で活躍し、国内のみならず海外で暮らす同級生たちや先生方と一緒に学ぶことで、世界がぐんと広が
りました。「どう教えるか」を学びながら、自分自身が「どう学ぶか」にも向き合う毎日で、教育者と学習者の双
方からの気づきを得ることができています。

2022　前ظ՝ఔ　2 濵田 佳奈子

「ITと IDの高度な融合を目指して」在学生の

　私は総合人材育成企業で勤めており、IT技術者の支援を行っています。技術の高度化に伴い、IT技術者に
求められるスキルが、基盤技術からアプリケーション開発やAI、IoTに至るまで、深さ・幅共に広がって
います。 広くかつ深いIT技術の修得を支援するためには、人材育成の効果を高め、効率化を行っていくIDの
知見が必須です。教授システム学専攻には、ITとID、それぞれの専門性を持つ先生方がいらっしゃるため、
多角的な観点から研究を支援していただけます。また、学生同士も、社会人として所属するフィールドで身に
付けた知見を持ち合い、切磋琢磨しています。このように、教授システム学専攻は、ITとIDのそれぞれを学び、
高度な融合を図っていくことができる場だと感じています。

2022　ظޙ՝ఔ　2 抜山 雄一

入ࢼใ／ืू人һ

ത
࢜
前
ظ
՝
ఔ（
म
࢜
՝
ఔ
）

入学ݧࢼについて

ത
࢜
ޙ
ظ
՝
ఔ

˔બൈํ๏／出願ࢿ （֨以下の限りではありません。詳しくは募集要߲、̝ ̥等で֬͝認ください）

Ұൠ入ࢼ　　　　　　　　　修士の学位又は専職学位を有する者及び令和5年3月31日までに取得ݟ込みの
者など

社会人入ࢼ　　　　　　　　一ൠ入試の出願資格を満たす者で、令和5年3月31日において、修士の学位取得後
２年以上又は学士の学位取得後4年以上の社会経験を有するもの（有職者に限らない）

੶を有しない者で、一ൠ入試の出願資格を満たすものなどࠃ日本　　　　　ࢼ人ཹ学生入ࠃ֎
˞出願資格認定৹ࠪが必要な場合もあります

ఔݧࢼ˔

ઐ　߈

౦ΞδΞ・Ϗδωス・コϛϡχέーγϣϯ専職コース 
ઌྙཧ学研究コース 
ϑΟーϧυϦαーν研究コース 
認知学・৺ཧ学研究コース

法政・ฆ૪ղܾ学研究コース
法・公共政策実践コース
ަবฆ૪ղܾ実践コース

文化行政・学ܳһ専職コース
 教育専職コースޠ教һ専職コース、ӳޠࠃߍߴ
 学研究コース、日本・౦ΞδΞ文化学研究コース࢙ྺ
Ԥถ文化学研究コース、現文化資ݯ学研究コース
 

（ܭ第一期募集と第二期募集の合）50人ܭ

14	3
人
（ਪન入試ɿएׯ名）

18人

18人

ίース ืूਓһ（ ）Ұൠೖࢼ・ࣾձਓೖࢼ
ࢼਪનೖ・ࢼਓཹ学ੜೖࠃ֎

現社会人間学専߈

文化学専߈

法政・ฆ૪ղܾ学専߈

˙ืू人һ

ઐ　߈

公共政策学ྖҬ、法学ྖҬ、ަবฆ૪ղܾ学ྖҬ、
ઌྙཧ学ྖҬ、ϑΟーϧυϦαーνྖҬ、
認知学・৺ཧ学ྖҬ

6人

ྖ　Ҭ ืूਓһ（ ）Ұൠೖࢼ・ࣾձਓೖࢼ
ࢼਓཹ学ੜೖࠃ֎

人間・社会科学専߈

ӳޠ教授学ྖҬ、ྺ࢙学ྖҬ、
日本・౦ΞδΞ文化学ྖҬ、Ԥถ文化学ྖҬ

１２人ܭ

6人文化学専߈

˙ืू人һ

͜、ࢼͼJ%1ͷೖٴ（ظޙ・ظ前࢜ത）߈तγスςム学ઐڭ˞ Εとผʹ࣮͠ࢪま͢ɻ
　ೖࢼใ)1ʹ͓͠ࡌܝらͤ͠ま͢ɻ
˞新ܕίϩナΠルスײછ͕͍͕ͯͬΔӨڹʹΑΓ、มߋʹͳΔ場合、)1ʹ͓͠ࡌܝらͤ͠ま͢ͷで、࠷新ใΛ֬͝ೝく͍ͩ͞ɻ

ఔݧࢼ˔

第Ұूืظ

第ೋूืظ

ਪનೖࢼ

�7��27（水）ʙ ������2（Ր）

11�30（水）ʙ12����（Ր）

11�30（水）ʙ12����（Ր）

���17（）

1��2�（）

1��2�（）

10���5�（水）

2��1�（Ր）

2��1�（Ր）

ग़ؒظئ ݧࢼ 合֨ऀൃද

ग़ؒظئ ݧࢼ 合֨ऀൃද

1����（ۚ）ʙ �1���12（） 3����（） 3���15（水）

˔બൈํ๏／出願ࢿ （֨以下の限りではありません。詳しくは募集要߲、̝ ̥等で֬͝認ください）

Ұൠ入ࢼ　　　　　　　　　大学を卒業した者、及び令和5年3月31日までに卒業ݟ込みの者など

社会人入ࢼ　　　　　　　　大学を卒業した者、あるいは学士の学位を授与された者で2年以上の社会経験を
有するもの（有職者に限らない）

教育における16年の課程を修ྃしたߍにおいて学ࠃ֎、੶を有しない者でࠃ日本　　　　　ࢼ人ཹ学生入ࠃ֎
もの及び令和5年3月31日までに修ྃݟ込みのものなど
˞出願資格認定৹ࠪが必要な場合もあります

学業、人ともに༏れ、本教育部博士前期課程への入学を希望するҙཉある者などਪન入ࢼ（๏・ฆ૪ղܾ学ઐ߈ͷΈ）

職 教һ名 所　属 専 研究ςーϚ

教　授 تଟ　හ博 教授γスςϜ学研究ηϯλー ใ教育、-.4�7-&、ඇઢܗγスςϜ -.4（学習ӡ営γスςϜ）、F ϥーχϯάの標準ن格、学教育、
ඇઢܗγスςϜにؔする研究

教　授 ླ　ࠀ明 教授γスςϜ学研究ηϯλー ΠϯスτϥΫγϣφϧσβΠϯ ΠϯスτϥΫγϣφϧσβΠϯ（*%）ٕ 法のཧとしてのϨΠϠー
Ϟσϧの構ங

教　授 　ໜथ 教授γスςϜ学研究ηϯλー ΠϯスτϥΫγϣφϧσβΠϯ、公ऺӴ生学 ԕִอ݈指ಋによるϝλϘର策、介護༧にؔする研究

教　授 ਅ志　ాށ ૯合ใ౷ׅηϯλー ը૾・ө૾学、ϝσΟΞใॲཧ 手ज़等の実践記ө૾のੵ・ղੳと教ࡐ化にؔする研究、未ཧ
ө૾のࡧݕΠϯλーϑΣースにؔする研究

教　授 த　༟࢘ ૯合ใ౷ׅηϯλー 学習支援γスςϜ、教育学 ΦϯϥΠϯ学習支援γスςϜの։ൃ研究、҆൱֬認γスςϜ

।教授 　ྑ༟ߐ 大学Ӄ人文社会科学研究部 ϚーέςΟϯά、経営ઓུ 教育を含むαーϏスの事業։ൃおよびϚーέςΟϯά

।教授 อాਅ一ٱ ૯合ใ౷ׅηϯλー ใ教育、教育学 学習支援をతとした、Ϟδϡーϧ։ൃおよびηϯγϯάσーλの
集ੵ・ੳ・Մࢹ化

।教授 合ా　ඒࢠ 教授γスςϜ学研究ηϯλー 教育学、ӳޠ教育 *$5 を׆用したάϩーόϧϥーχϯάコϛϡχςΟ

।教授 ฏԬ　੪士 教授γスςϜ学研究ηϯλー ΠϯスτϥΫγϣφϧσβΠϯ、認知৺ཧ学 *$5 を׆用した自ཱした学習者育支援

教һҰཡ
教һについては令和4年5月1日現在のものであり、変ߋになるՄੑがあります。
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入ࢼใ／ืू人һ

ത
࢜
前
ظ
՝
ఔ（
म
࢜
՝
ఔ
）

入学ݧࢼについて

ത
࢜
ޙ
ظ
՝
ఔ

˔બൈํ๏／出願ࢿ （֨以下の限りではありません。詳しくは募集要߲、̝ ̥等で֬͝認ください）

Ұൠ入ࢼ　　　　　　　　　修士の学位又は専職学位を有する者及び令和5年3月31日までに取得ݟ込みの
者など

社会人入ࢼ　　　　　　　　一ൠ入試の出願資格を満たす者で、令和5年3月31日において、修士の学位取得後
２年以上又は学士の学位取得後4年以上の社会経験を有するもの（有職者に限らない）

੶を有しない者で、一ൠ入試の出願資格を満たすものなどࠃ日本　　　　　ࢼ人ཹ学生入ࠃ֎
˞出願資格認定৹ࠪが必要な場合もあります

ఔݧࢼ˔

ઐ　߈

౦ΞδΞ・Ϗδωス・コϛϡχέーγϣϯ専職コース 
ઌྙཧ学研究コース 
ϑΟーϧυϦαーν研究コース 
認知学・৺ཧ学研究コース

法政・ฆ૪ղܾ学研究コース
法・公共政策実践コース
ަবฆ૪ղܾ実践コース

文化行政・学ܳһ専職コース
 教育専職コースޠ教һ専職コース、ӳޠࠃߍߴ
 学研究コース、日本・౦ΞδΞ文化学研究コース࢙ྺ
Ԥถ文化学研究コース、現文化資ݯ学研究コース
 

（ܭ第一期募集と第二期募集の合）50人ܭ

14	3
人
（ਪન入試ɿएׯ名）

18人

18人

ίース ืूਓһ（ ）Ұൠೖࢼ・ࣾձਓೖࢼ
ࢼਪનೖ・ࢼਓཹ学ੜೖࠃ֎

現社会人間学専߈

文化学専߈

法政・ฆ૪ղܾ学専߈

˙ืू人һ

ઐ　߈

公共政策学ྖҬ、法学ྖҬ、ަবฆ૪ղܾ学ྖҬ、
ઌྙཧ学ྖҬ、ϑΟーϧυϦαーνྖҬ、
認知学・৺ཧ学ྖҬ

6人

ྖ　Ҭ ืूਓһ（ ）Ұൠೖࢼ・ࣾձਓೖࢼ
ࢼਓཹ学ੜೖࠃ֎

人間・社会科学専߈

ӳޠ教授学ྖҬ、ྺ࢙学ྖҬ、
日本・౦ΞδΞ文化学ྖҬ、Ԥถ文化学ྖҬ

１２人ܭ

6人文化学専߈

˙ืू人һ

͜、ࢼͼJ%1ͷೖٴ（ظޙ・ظ前࢜ത）߈तγスςム学ઐڭ˞ Εとผʹ࣮͠ࢪま͢ɻ
　ೖࢼใ)1ʹ͓͠ࡌܝらͤ͠ま͢ɻ
˞新ܕίϩナΠルスײછ͕͍͕ͯͬΔӨڹʹΑΓ、มߋʹͳΔ場合、)1ʹ͓͠ࡌܝらͤ͠ま͢ͷで、࠷新ใΛ֬͝ೝく͍ͩ͞ɻ

ఔݧࢼ˔

第Ұूืظ

第ೋूืظ

ਪનೖࢼ

�7��27（水）ʙ ������2（Ր）

11�30（水）ʙ12����（Ր）

11�30（水）ʙ12����（Ր）

���17（）

1��2�（）

1��2�（）

10���5�（水）

2��1�（Ր）

2��1�（Ր）

ग़ؒظئ ݧࢼ 合֨ऀൃද

ग़ؒظئ ݧࢼ 合֨ऀൃද

1����（ۚ）ʙ �1���12（） 3����（） 3���15（水）

˔બൈํ๏／出願ࢿ （֨以下の限りではありません。詳しくは募集要߲、̝ ̥等で֬͝認ください）

Ұൠ入ࢼ　　　　　　　　　大学を卒業した者、及び令和5年3月31日までに卒業ݟ込みの者など

社会人入ࢼ　　　　　　　　大学を卒業した者、あるいは学士の学位を授与された者で2年以上の社会経験を
有するもの（有職者に限らない）

教育における16年の課程を修ྃしたߍにおいて学ࠃ֎、੶を有しない者でࠃ日本　　　　　ࢼ人ཹ学生入ࠃ֎
もの及び令和5年3月31日までに修ྃݟ込みのものなど
˞出願資格認定৹ࠪが必要な場合もあります

学業、人ともに༏れ、本教育部博士前期課程への入学を希望するҙཉある者などਪન入ࢼ（๏・ฆ૪ղܾ学ઐ߈ͷΈ）
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授業料／施設紹介
ＦＡＱ／アクセス

奨学金制度はありますか？

日本学生支援機構奨学生金の申込みを行い、奨学生に採用された場合、第一種奨学金（博士前期課程の令和4年度
は、月額50,000円、88,000円から選択・博士後期課程は月額80,000円、122,000円から選択）、又は第二種奨
学金（令和4年度は月額50,000円、80,000円、100,000円、130,000円、150,000円から選択）の貸与を受
けることができます。その他学内での支援制度についてはP.10を参照してください。

令和4年4月1日現在の入学料・授業料は以下の通りです。

　入学料：282,000円

　授業料（半期）：267,900円

　授業料（年額）：535,800円

なお、入学料免除及び授業料免除の制度もあります。（P.10参照）
入学料免除について、詳しくは合格通知書送付の際にお知らせします。

【JR上熊本駅から】
●都市バス
　第1環状線［O1］（子飼橋経由）「子飼橋」下車徒歩10分

【阿蘇くまもと空港から】
●空港リムジンバス熊本駅行き「通町筋」下車、
　「水道町」から産交バスで楠団地、武蔵ヶ丘、
　大津行き等「熊本大学前」下車

【桜町バスターミナルから】
●産交バス・電鉄バス
　楠団地、武蔵ヶ丘、大津行き等「熊本大学前」下車

【JR竜田口駅】
●産交バス・電鉄バス
　桜町バスターミナル行き「熊本大学前」下車

【JR熊本駅から】
●都市バス
　第1環状線［O2］（大学病院・大江渡鹿経由）
　「子飼橋」下車徒歩10分

●産交バス
　楠団地、武蔵ヶ丘行き等「熊本大学前」下車

熊
本

大学
　黒髪キャン

パ
ス

ACCESS
MAP

社会人とは？

社会人とは、入学時に、 大学卒業後又は学士の学位授与後2年以上（博士前期課程受験者）・修士の学位授与後2
年以上又は学士の学位取得後4年以上（博士後期課程受験者）の社会経験を有する者とし、有職者に限りません｡
ただし、学位授与後2年未満の場合でも、 次の事例に該当する者には博士前期課程への出願資格を認めます｡
①有職者で入学時にすでに継続して2年以上常勤している者
②主婦で通信教育等により学位を授与された者
③定年退職後に学位を授与された者 など

１年在学コースへの出願条件などはありますか？

出願資格、選抜方法、試験日程などは社会人入試と同じです。このコースを希望される方は入学志願票の指定欄
に明記してください。ただし、法・公共政策実践コース3名までの募集とします。

長期履修制度について詳しく教えてください。

長期履修の申請が出来るのは次のいずれかに該当する方です。
（１）職業を有し就業している者（自営業及び臨時雇用を含む）
（２）育児、介護等を行う必要がある者
（３）その他教育部長が相当と認めた者
長期履修期間は原則として１年単位とし、申請は、1年次から希望する者は入学手続期間、2年次から希望する者
は1年次の2月末日としています。
長期履修期間は、1年次から認められた方は、博士前期課程においては標準修業年数（2年）と併せて4年以内、
博士後期課程においては標準修業年数（3年）と併せて6年以内です。2年次から認められた方は、未就学年数の
2倍に相当する年数以内です。その他不明な点についてはお問い合わせください。
また、長期履修制度での授業料は標準修業年数の場合と変わりません。

授業料

FAQ

博士前期課程各コース、博士後期課程学生専用の研究室があります。

施設紹介

アクセス

院生研究室

教育部棟の1階および２階は、授業の行われる演習室があります。

社会文化科学教育部棟２

附属図書館に所蔵されている図書資料の他に、社会文化科学教育部・文学部・法学部
の図書資料も利用することができます。

図書室

熊本県庁

本荘
キャンパス（医学部）
本荘
キャンパス（医学部）
本荘
キャンパス（医学部）

大江キャンパス
（薬学部）
大江キャンパス
（薬学部）
大江キャンパス
（薬学部）

大江総合
運動場

子飼橋
バス停

学生寮
国際交流会館社会文化科学教育部

黒髪キャンパス
（文・教・法・理・工学部）

社会文化科学教育部
黒髪キャンパス

（文・教・法・理・工学部）

社会文化科学教育部
黒髪キャンパス

（文・教・法・理・工学部）

教育学部附属小学校
教育学部附属中学校
教育学部附属小学校
教育学部附属中学校
教育学部附属小学校
教育学部附属中学校

教育学部附属幼稚園

阿蘇くまもと空港

熊本I.C.

益城熊本空港I.C.

小池高山I.C.
嘉島JCT

至
阿
蘇

至
大
分

市役所

熊本市電

桜町バスターミナル

熊本城

Ｊ
Ｒ
鹿
児
島
本
線

産
業
道
路

九
州
新
幹
線

豊肥
本線

平成
駅

南熊
本駅

新
水
前
寺
駅

水
前
寺
駅

竜田
口駅

国
道
３
号
線

国
道
57号
線（
東
バ
イ
パ
ス
）

北
バ
イ
パ
ス

国
道
３
号
線

至
八
代
・
鹿
児
島

九
州
自
動
車
道

至
鹿
児
島

至
鹿
児
島

至八代

至
福
岡至

福
岡

白
　
川

県道
337
号線

東
海
学
園
前
駅

熊
本
駅

上
熊
本
駅

味噌天神前
電停

熊本駅前
電停

水道町
電停

健軍町
電停

田崎橋
　電停

味噌天神
バス停

大学病院前
バス停

小碩橋
バス停

坪井川

子
飼
橋

至福岡

熊本大学前
バス停
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授業料／施設紹介
ＦＡＱ／アクセス

奨学金制度はありますか？

日本学生支援機構奨学生金の申込みを行い、奨学生に採用された場合、第一種奨学金（博士前期課程の令和4年度
は、月額50,000円、88,000円から選択・博士後期課程は月額80,000円、122,000円から選択）、又は第二種奨
学金（令和4年度は月額50,000円、80,000円、100,000円、130,000円、150,000円から選択）の貸与を受
けることができます。その他学内での支援制度についてはP.10を参照してください。

令和4年4月1日現在の入学料・授業料は以下の通りです。

　入学料：282,000円

　授業料（半期）：267,900円

　授業料（年額）：535,800円

なお、入学料免除及び授業料免除の制度もあります。（P.10参照）
入学料免除について、詳しくは合格通知書送付の際にお知らせします。

【JR上熊本駅から】
●都市バス
　第1環状線［O1］（子飼橋経由）「子飼橋」下車徒歩10分

【阿蘇くまもと空港から】
●空港リムジンバス熊本駅行き「通町筋」下車、
　「水道町」から産交バスで楠団地、武蔵ヶ丘、
　大津行き等「熊本大学前」下車

【桜町バスターミナルから】
●産交バス・電鉄バス
　楠団地、武蔵ヶ丘、大津行き等「熊本大学前」下車

【JR竜田口駅】
●産交バス・電鉄バス
　桜町バスターミナル行き「熊本大学前」下車

【JR熊本駅から】
●都市バス
　第1環状線［O2］（大学病院・大江渡鹿経由）
　「子飼橋」下車徒歩10分

●産交バス
　楠団地、武蔵ヶ丘行き等「熊本大学前」下車

熊
本

大学
　黒髪キャン

パ
ス

ACCESS
MAP

社会人とは？

社会人とは、入学時に、 大学卒業後又は学士の学位授与後2年以上（博士前期課程受験者）・修士の学位授与後2
年以上又は学士の学位取得後4年以上（博士後期課程受験者）の社会経験を有する者とし、有職者に限りません｡
ただし、学位授与後2年未満の場合でも、 次の事例に該当する者には博士前期課程への出願資格を認めます｡
①有職者で入学時にすでに継続して2年以上常勤している者
②主婦で通信教育等により学位を授与された者
③定年退職後に学位を授与された者 など

１年在学コースへの出願条件などはありますか？

出願資格、選抜方法、試験日程などは社会人入試と同じです。このコースを希望される方は入学志願票の指定欄
に明記してください。ただし、法・公共政策実践コース3名までの募集とします。

長期履修制度について詳しく教えてください。

長期履修の申請が出来るのは次のいずれかに該当する方です。
（１）職業を有し就業している者（自営業及び臨時雇用を含む）
（２）育児、介護等を行う必要がある者
（３）その他教育部長が相当と認めた者
長期履修期間は原則として１年単位とし、申請は、1年次から希望する者は入学手続期間、2年次から希望する者
は1年次の2月末日としています。
長期履修期間は、1年次から認められた方は、博士前期課程においては標準修業年数（2年）と併せて4年以内、
博士後期課程においては標準修業年数（3年）と併せて6年以内です。2年次から認められた方は、未就学年数の
2倍に相当する年数以内です。その他不明な点についてはお問い合わせください。
また、長期履修制度での授業料は標準修業年数の場合と変わりません。

授業料

FAQ

博士前期課程各コース、博士後期課程学生専用の研究室があります。

施設紹介

アクセス

院生研究室

教育部棟の1階および２階は、授業の行われる演習室があります。

社会文化科学教育部棟２

附属図書館に所蔵されている図書資料の他に、社会文化科学教育部・文学部・法学部
の図書資料も利用することができます。

図書室
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